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. ..は じ め に

日本 にぱ2種 類 のクマ、ツキ ノワグマと ヒグマが生息 し、特 にツキノ ワグマは古 くか ら

民話 な どで親 しまれて きました。 また、北陸地方や東 北地方め山里 でぽ、熊 の胆 や毛皮 が

重要 な資源 として糊 されてきま した・ しカ・し・近年 に至 ・て 自餓 社会縣 の到 ヒはク

マの生息地 に;も大 きな変化 をもた らすに及んでいます 。環境庁 は 「日本の絶 滅の 恐れが あ

る野生生物 」(日 本版 レッ ドデー タブ ック)に おいて、四国な どッキ ノワグマの5つ の地

域個体群 、 ヒグマ では積丹 ・恵庭 山地 の地域個体群 を絶滅の恐れ のあ る地域個 体群 と して

リステイ ング しました。 クマ類 の保護管理の緊急性 は国内のみ な らず、 クマ類 の生息す る

アジア地域 な どにお いて も同様 であ り、 日本 には これ らアジア地域 のクマ類 の保 護 と管理

の ための国瞭交流 ・貢 献策 も求め られて います。

また、豊.かな 自然 を良好 な状 態に次世代 で受 け継 いでい くため に地球 療塊め偲全 ・野生

生物の保護 の必 要性が高 まっている折柄、1992年 には 日本の内外 で い くつかの重 要 な国際

会議の開催 が予 定 され ています。3月 には京都 で ワシ ン トン条約第8回 締約 国会議が、6

月 には、 ブラジル で国連環境会議 が予定 され、 そ こでは生物学 的多様性保 護の ための新 し_

い国際条約 が提案 され ようとしています。 これ らの会議 では、 生息地 改変 の影 響 を受けや

す い大型獣 と して、 また熊の胆 などが商業的価値 をもつ動物 と して、 クマ類 の保 護管理 が

重要 な課 題 となる ことが予想され ます。

クマ類 をめ ぐる最近 の このような事情か ら、海外 産 を含めクマ類 の具体的保護管理方策
.

の進展 が要 請 され ている ところであ ります。そ こで、 と りあえず国 内各地の クマの 生 息状

況 と生物 的特徴 に関す る最近の調査 研究成果 について発表 ・討論 を行 い.、クマ類 と人 間の 、一

これ までの係わ りと今後 の方向性につ いて も討議 を行 うことに よ り、関係者 の間で 客観 的 一'

かつ正確 な現状 と問題 の所在及び打 開策 にっいて共通 の認識に立っ必要が あろ うか と思 わ

れ、下記 の通 りコロキ ウム形式に よる専門家会議 を企 画 しました。

本 コロキ ウムで は、 日本 と世界 のクマ類 を将来 にわたって よ りよい状 態で維持す るため、

関係者の間 で現状 につ いて共通 の認 識にたつ こと、 日本 のクマにつ いて従 来の調査研究 の

成 果 を集約 し保 護管理 の方策 と今後 の調査研究課題 を討議する ことを目的 とします。

金 子 太 郎,

(コ ロキ ウ ム顧 問)



日本のクマ類の保護管理とその具体化のために

加藤陸奥雄.

(コ ロキ ウム実行委員会 委員 長)

本 コロキウムの開催 にあた り、 その意義について考えるところを述べ開会の挨拶に代 え

たい。

今 日、 自然保護への社会的関心がいっそうたかまるなか、わが国に生息す る野生生物全

般 にたいする保護のあ り方について多様な取 り組みがは じまったことは誰 しもが認 めると

ころであろう。わが国に分布するクマ2種 について も同様で ある。 ヒグマとヅキノワグマ

の生息状況や生息環境、捕獲、被害問題などの現況が、環境庁や北海道ほかい くつかの県

が進めてきた調査 を通 じて把握 されは じめている。クマについての生態学的知見は調査の

進展 につれ飛躍的に解明されつつあ り、保護管理方策 をたてる上で多 くの示唆も得 られて

きた。 しかしながら、具体的にクマの保護管理を行 うためには、なおかな りの課題 が残 さ

れていると言わねばな らない。

このことは、1980年 以降、5年 を1期 として2期 にわた り環境庁 が実施 して きた クマの

保護管理に関する基礎的調査に際 し設置された検討委員会に参加するなかで感 じて きたこ

とである。

クマ2種 の保 護管理 を適切 に図るために急ぎ取 り組むべ き課題 として、次のような点が

挙げ られるのではないかと考える。

狩猟圧 と有害獣駆除が生息数の減少をもたらしている事実から、地域個体群の存続が危

ぶまれている地域では捕獲 を禁止 し、そうでない地域 においても、その地域の個体群の大

きさや生息環境の状況に応 じた管理計画をたてて狩猟や駆除を行う必要があること。

クマの生息を保障する生態学的条件は地域によって異なることが予測されるが、それを

明かにする上で植生 と植物群落についての解析が不可欠であること。

クマによる人身被害の多 くはクマについての知識不足や不注意が原因となっている事実

か ら、人間側において留意、実践すべ き事項の普及 と定着を図る必要があることなどであ

る。

ともか くも、国際的にもわが国のクマの保護管理のあ り方 について関心が寄せられつっ

あることか らも、計画に基づ く保護管理の具体化 を急がねばならない時期にきていること

は間違いない。クマの生息状況 と生息環境が異なるのに応 じた地域ごとの的確 な診断と処

方菱 をつ くりあげることがまずは求め られていると考えたい。

このような今 日的状況にあって、クマに関する各地の研究者や行政担当者が一堂 に会 し

で1青報 交換 と討議 を行お う とす る本コロキウムの意義は大 きいものであ り、 クマの保護管

理方策の将来指針が得 られるもの と期待するところである。
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1 、ク マ類 の保 護 をめ ぐる 国際 事 情 と 日本

`金 子 与 正 男『(長 尾 自然 環 境 財 団)

1.は じめ に

世 界 に は ジ ャ イラ ン トバ ンダ を 含 め 、8種 の クマ が 生 息 して い る。 日本 に は ヒグ ゼ とッ

キ ノ ワ グマ の2種 が お り、 国 のサ イ ズ や経 済 発 展 の 程 度 を考 え る と、 この よう な大 型 の ク

マ が 日本 に2種 も い るの は、 き わ め て特 異 な こ とで あ る と言 っ て い い。

ヨー ロ ッパ に か つ て 広 く分 布 して い た ヒグ マ は ほ とん どの 地 域 で絶 滅 して しま い、 現 在 で

は ピ レネー や イ タ リア の ア ル プ ス な ど一 部 に しか 生 息 して いな い。 ア メ リカで は か つ て 国

の 西 半 分 に広 .く生 息 して いた ヒグマ は現 在 、 北西 部 の カ ナ ダ国境 の近 くに しか いな い。 ア

メ リカ ク ロク マーも非 常 に 分布 域 が 狭 ま っ て い る。 ま た、 今 で もア メ リカ で はダ マ…あ 密 猟

が頻 繁 に起 こっ て い る(Peten,1991)。.…"

最 近 、 日本 は ク マ に 関 して 、 皮 肉 な こ と に これ らの 国、 ヨー ロ ッパ や ア メ リカ か ら批 判

を受 け て い る 。 そ の批 判 はふ た つ に 分 け られ 、 ひ とつ は(1)国 内 の ク マ の管 理 体 制 、 い ま ぴ、 写

と つ は(2)日 本 に よ る熊 胆 の 輸 入 で あ る.そ の 理 由は 、 日本 の体 制 の 不 十 分 さ もあ る が 、 多

くは そ う した批 判 は誤 解 に基 づ い て い る こ と で あ る。

た とえば 、 日本 は ッキ ノ ワグ マ の輸 出 入 に 関 して は 、 何 らの 規 制 も行 って い な い とい う

事 実 と は異 な る情 報 が 流 れ て い る(た と えばServheen,1990)。 これ は 、 環 境庁 に よ る 「絶

滅 の お それ の あ る野 生 動 植 物 の譲 渡 の規 制 等 に 関 す る法 律 」の 制定 と関 連 してぐ ワ シ ン ト'

ン条 約 に準 じ た規 制 が は じめ て 日本 で作 られ た と外 国 に 伝 え られ た か らで あ る.事 実 は 、 ツ

キ ノ ワグマ の 輸 出 入 規 制 は、80年 に 日本 が ワ シ ン トン条 約 に 加盟 した さい に、貿 易 管 理 令

に よ っ てす で に担 保 され て い る。 こ う した 誤 った情 報 は 、Kellert(1991)に よ る 日本 批 判

の 原 因 にな っ て い る。 ま た、90年5月8日 付 け の イ ギ リス の 「デ ィ リー ス ター 」紙 は 、 日本

で 熊 胆 が 寸 利 用 され て い る こ と と、 ア メ リカ ク ロク マ の 密 猟 が あ る こ と を単 純 に 結 び付 け

て、 日本 の た め に ア メ リカ ク ロ ク マ が絶 滅 の 危機 に瀕 して い る と報 じて い る。 この よ うな

誤 解 を解 くに は、 日本 の 情 報 を正 し く海 外 に 伝 え る努 力 が 必 要 で あ る 。

本 稿 では 、 まServheen(1990)を 参 考 に 世 界 の ク マ の 分 布 を概 括 し、 次 に ワ シ ン トン条

約 との 関連 、 日本 の 熊胆 の 輸 入 に つ い て触 れ る。

2.ク マ8種 の世 界 分 布

世 界 には ジ ャ イ ア ン トパ ンダの 他 に、 マ レー グマ 、 ナ マ ケ グマ、 ア ジ ア ク ロク マ(ツ キ ノ

ワ グマ と同 種)、 メ ガ ネ グ マ、 ヒグ マ 、 ホ ッキ ョク グマ 、 ア メ リカク ロ クマ の7種 が 生 息 し
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て い る。 これ らの ク マ は、 ヨー ロ ッパ 、 ア ジ ァ、 北 米 、 南米 に分 布 して お り、 ア フ リカ や

オ セ ア ニ ア に は 生 鼠 レ て い な い(表1-1)。

○ マ レ}グ マ(.」 艶伽 αos㎜ 勿 αππs)暇の 分 布 は東 南ア ジア に偏 っ て お り一、 主 に イ ン ドシ ナ

と ボ ル ネ オ=島 、 ス マ トラ 島 を 中心 に 分 布 して い る。 一

〇 ナ マ ケ グ マ ・・(〃1ε盛刎rsμε2〃「sごηz4s)は イ ン ドを中 心 に 、 ス リラ ンカ'、ネパ ーヲレな ど に分 し

て い る.

○ ア ジ ア ク ロクマ(乙 り「罰4s'宛ゴ∂%αη駕s)は 、パ キ ス タ ンか ら ヒマ ラ ヤ沿 い に 中 国 南部 ぐ イ

ン ドシナ 半 島 に分 布 して い るほ か 、 台 湾 、 日本 、 朝 鮮 半 島か ら中 国 の 吉 林 省 、 黒 竜 江

省 を経 て ソ連 の 沿 海 川 、 ア ム ー ル 川 南 部 に 至 る地 域 に隔 離 分布 して い る。

○ ヒグ マ(肱 鈎5碍 ωω)は ユ ー ラ シア 大 陸 と北 ア メ リカ に生 息 して お り、 ク マの な か で

は最 も広 い分 布 を示 して い る 。 ス カ ン ジナ ビア か ら ソ連 を経 て北 海 道 に 至 る地 域 に 広

く分 布 して い るほ か 、 中 国 西部 、 ヒマ ラ ヤ 、 西 ア ジア に も分布 して い る 。 ヨー ロ ッパ

で は、 か つズ 広 く分 布 して い たが 、 現 在 は 分布 域 が こと ごと く分 断 され 、'=非常 に狭 い

地 域 に生 息 が 限 定 きれ て い る。 北 ア メ リカ で も、 大 陸 の 西半 分 に 分 布 して い た.のが、

現 在 で は 、 ア ラ ス カ、 カ ナ ダ と合 衆 国 北 西 部 の一 部 に生 息 す るだ け とな っ た1メ キ シ ゴ'

で は 、 絶 滅 し て し ま った と信 じ られ て い る。 ..亭 厩

○ ア メ リカ ク ロ ク マ(0触3α 雌os)は 北 極 圏 を除 くア ラ ス カ、 カ ナ ダ全 域 と合 衆 国 の ロ

ッキ ー 山 脈 を 中心 とす る 地 域 に主 に分 布 して い る。 そ の 他、 合 衆 国東 部 に も隔 ,さ れ た

分 布 域 が あ り、 メキ シ コ に も生息 して い る。

○ ホ ッキ ョク グ マ(翫3μs祝 α7漉〃旗s)は 、 ア ラ スカ 、 カ ナ ダ、 ソ連 、 ノ ル ウエ ー 、 グ リ

ー ンラ ン ドの 北 極㊥ に 生 息 して い る
.一

〇 ジ ャ イ ア ン トパ ン ダ(A伽 アo蜘 纏 伽o伽oσ)は 中 国 の み に生 息 し、 チ ベ ッ'ト高原 の東

端 に 局 限 して 分 布 し、 現 在6地 域 の 隔 離 個 体 群 が あ る。 一

3.ワ シ ン トン条 約 に よ る 規 制

ワ シ ン トン条約(正 式 に は 「絶 滅 のお そ れ の あ る野 生動 植 物 の種 の国 際取 引 に関 す る条約 」)

は1975年 に発 効 し、現 在112力 国 が 加 盟 して い る。 日本 は1980年 に60番 目の 国 と し て、 加 盟

し た。 この 条 約 の 目的 は 、 野 生 生物 と そ の製 品 の 国際 取 引 を規 制 す る こ と に よ り、 保 護 を

図 ろ う と い う もの で、 条 約 に は付 表 と し て付 属 書 。 、 付 属 書 「 、付 属 書 」 い う、3種 類 の

種 名 の リス トが 付 い て い る。 、

付属 書 。 に リス トさ燕 て い る種 は 、 商 業 目的 の 輪 出 入 が い っ さい禁 止 され て い る。 モ 方 、

付 属 書 「 の 種 は 、 商業 目的 の 輪 出 入 は 許 可 され て い るが 、 輪 出 国政 府 の管 理 当 局 の 許 可 証

の 発 給 が 条 件 で あ る。 付 属 書 亜 は 、付 属 書Hと ほば 同 じ扱 い を受:け る。

付 属 書 。 に属 して い る ク マ は ジ ャイ ア ン トパ ン ダ、 マ レー グ マ、 ナ マ ケ グ マ 、 ア ジア ク

ロ ク マ 、 メ ガ ネ グ マ 、 ヒグ マ(個 体 群)6種 、 付 属 書 「 に属 して い るの は ヒグ マ(個 体 群)
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表1.ク マ類 の 分 布

種名 分布域国名

マ レー グ マ ミ ャ ンマ ー ・中 国 ・ラ オ ス ・ベ トナ ム ・カ ン ボ ジ ア ・タ イ ・マ レー

シ ア ・イ ン ドネ シ ア.,

ナ マ ケ グ マ イ ン ド ・ス リラ ン カ ・バ ン グ ラ デ ィ シ ュ ・ネ パ ー ル ・ブ ー タ ン

ア ジ ア ク ロ ク マ 馳 ア フ ガ ニ ス タ ンパ キ ス タ ン ・イ ン ド ・ネ パ ー ル ・ブ ー タ ン ・バ ン

グ ラ デ シ ュ ・ミ ャ ン マ ー ・ラ オ ス ・ベ トナ ム ・タ イ ・中 国.'・台 湾 ・

韓 国 ・北 朝 鮮 ・日本 ・ソ 連.ぜ`

ヒ グ マ ス ペ イ ン ・フ ラ ン ス ・イ タ リア ・ユ ー ゴ ス ラ ビ ア ・ギ リ シ ア ・ア ル

バ ニ ア ・ブ ル ガ リア ・ル ー マ ニ ァ ・チ エ コ ス ロバ キ ア ・ポ ー ラ ン ド

フ ィ ン ラ ン ド ・ス エ ー デ ン ・ノ ル ウ エ ー ・ トル コ ・シ リア ・イ ラ ク

イ ラ ン ・ソ 連 ・モ ン ゴ ル ・北 朝 鮮 ・中 国 ・イ ン ド ・パ キ ス タ ン ・日

本 ・カ ナ ダ ・合 衆 国

ア メ リ カ ク ロ ク マ カ ナ ダ ・合 衆 国 ・メ キ シ コ'

ホ ッキ ョ ク グ マ ソ 連 ・合 衆 国 ・ノ ル ウ ェ ー ・カ ナ ダ ・グ リー ン ラ ン ド

ジ ャ イ ア ン ドパ ン ダ 中 国 ・ ・=㌦L

メ ガ ネ グ マ<<ネ ズ エ ラ ・コ ロ ン ビ ア ・エ ク ア ドル ・ペ ル ー ・ボ リ ビア'・ ア ル ゼ

ン チ ン.一r一

ホ ッキ ョク グ マ の2種 、 付 属 書 」 は ア メ リカ ク ロ クマ の1種 で あ る.な お ヒグ マ の ソ 連 個 体.

群 は どの 付 属 書 に も掲 げ られ て い な い。 ソ連 の ヒグマ を除 け ば 、 種 と し て付 属 書 に記 載 さ

れ て お り、 ワシ ン トン条 約 の何 らか の規 制 を受 け る こ とに な る。

一 方 、 国 際 条 約 は そ の規 定 が加 盟 国 だ けで な く、す べ て の 国,手 及 ば な い と、胃そ の 効 力 が'

完 全:に は発 揮 さ れ な い。 この 意 味 で は、 クマ 類 は 世界 的 に み れ ば か な り恵 隼れ た状 況 に あ

る 。原 産 国 で加 盟 し て い な い の は、 ベ トナム 、 ラオ ス、 カ ンボ ジア な ど少 数 の 国 だ 序 で あ

る 。 しか し、 熊 胆 を大 量 に利 用 し て い る韓 国 は 、 条約 に は 加 盟 して お らず 、 問 題 が 残 っ て

い る,

付 属 書 。 と「 の 内 容 は、2年 に1回 開 かれ る締約 国 会議 で 変 更 が 加 え られ 、付 属 書 」 は、

締 約 国 会 議 の 同意 を必 要 な しに、 提 案 国が 独 自に 決定 す る こ とが で き る,一 般 に、 い っ た ん

付 属 書 に掲 載 され た ら、 その 後 付 属 書 か ら外 れ る こ とは ほ とん どな く、 クマ の場 合 も 同

様 で あ る。

日本 が 加 盟 した80年 の時 点 で の付 属 音 掲 載 状 況 をみ て み る と、 ア ジ ア ク ロ クマ 、 メ ガ ネ

グ マ、 マ レー グ マ が 付 属 書1に 、 ホ ッキ ョク グ マ が付属 書1に 掲 載 され て お り、 ヒグ マ鉢 掲

載 され て いる もの と され て い な い個 体 群 が あ った 。 ま た ジ ャイ ア ン トパ ン ダ、 ナ マ ケ ク マ、

ア メ リカ ク ロ ク マ の3種 は掲 載 され て い なか っ た.

非 締 約 国 の 存 在 と、 一 部 の 種 あ る い は個 体 群 が 付属 書 に 載 って い な い と い う こ とが 直 接

の原 因 で 、 ク マ の 分 布 国の 法 律 に違 反 して熊 胆 が 取引 され て きた 。熊 胆 は そ れ だ け で は、
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どの 種 の もの か 区 別 が つ か ず 、 違 法 業 者 が種 を偽 って 申告 す る可 能 性 が あ るか らで あ る。

日本 も、 中 国 の ヒ グマ 、 イ ン ドの ナ マ ケ グマ、 ア メ リカ の ア メ リカ ク ロク マ の 数 の減 少 に

加 担 してい る と し てく 批 判 さ れ て き乗 。 とく に、 熊 胆 の 日本 へ の 輸 入 め批 判 は ぐ特 定 の種

・が 付 属 書 に掲 載 され て い な い こ とが 主 因 であ り、 日本 の 易管 理 制 度 の 不佑 が 原 因 で は な い 。

し か し、 ヒクヤ の ソ連 個 体 群 を 除 くす べ ての ク マ が 条約 の 対 象た な っ て お り、'ま た ヒグ

マ も ソ連 個 体 群 も白2年 争月に 京都 で 開 か れ る締 約 国 会 議 で付 属 書 「 の掃 載 が 決 定 され る可 能

性 が 強 く、 残 る の:ま韓 国 の 問題 で あ る.し たが っ て 、 韓 国 の 条 約 早 期 加 盟 に 向 け でぐ 働 きか

け る必 要 が あ る。

な お 、 日本 政 府 が89年 の 第7回 会 議 に 向け て 、 ヒグ マの 一 部 個 体 群 とア メ リカ ク ロ クマ

が 付 属 書 に載 っ て い な い の は好 ま し くな い と し て、 付 属 書 。 に掲 載 しよ う と して 動 い た経

緯 が あ る。 け っ き ょ く実 現 は しな か っ た もの の 、 この 動 き は 関係 国 か ら好 意 を も って 受 け

とめ られ て い.るgま た、 ア メ リカ ク ロ クマ は カ ナ ダが91年 に 付 属 書 」 に掲 げ たが 、 これ は

日本 政 府 か らみ 依 頼 に答 え た もの で あ る。1==`甲 ナ ー .

4.熊 胆 の輸 入 『=

付 属 書掲 載 の 結 果 と して 、 ほ とん どの クマ が ワ シ ン トン条 約 の 規 制 を受 け る こ とに な っ・・.醸

た こ とに よ り、 日本 の熊 胆 の輸 入 に係 わ る問題 が解 決 した こ とは 、輸 入統 計 た 如 実 に表 れ

て い る 。表2は 大 蔵 省 発 行 の貿 易 月表 か ら集 計 した数 字 で あ る。 な お、 貿 易 月表 で は 熊 胆

とせ ん そ(ヒ キ ガ エ ル の分 泌 物)を 区別 して い な い の で、 そ の 数 字 が すべ て熊 胆 を表 して

い る わ け で は な い 。 しか し、 せ ん そ は主 に 中 国 か ら輪 入 して い る こ とが知 られ て お り、 中

国 以 外 の もの は、 ほ ぼ 熊 胆 を表 して い る とみ て よ い。 甲"

表2日 本の熊胆 の翰 人

輸入相手 国 197919801981198219831984198519861987198819891990

ル

国
港
ド
斜

湾
国
夢

ン
需

難

ナ
計

中

香

イ

ネ

シ

北

台

米

ソ

カ

882833

3963

16915U

139340

10

910

2

12501401

647797859727

8726222788

7481401U

10

60

4

67913501312

5

0

0
0

=
」

10

1

246687118

41386812

505020

10

8081140112689982514411411

lU

1

+46

334703134

注)単 位:kg、 輸 入 量 は せ ん そ を含 む 。
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2.日 本 人 と ク マ ㌧ 一

....一"千 葉 徳 爾(明 治 大 学 文 学 部)

1。 は じめ に

こ こで は 、 日本 人 を旧 日本 文 化 を基 礎 と して生 活 した、 日本 列 島 中 の 北海 道 を除 く島 々

に 居 住 す る 人 び と に 限 り、 クマ と い う場 合 は 同 じ範 囲 に 棲 息 す るニ ホ ンッ キ ノ ワ グ マ とす

る。 両 者 の か か わ りあ い を、 主 と して 民 俗 学 的 手法 を用 い て、 す な わ ち現 存 す る記 憶 の確

か な狩 猟 者 が 、 実 見 し、 ま た伝 承 し て き た事 物 を基 礎 資 料 と して考 察 し、 論 証 し てゆ く。

し たが っ て、 そ の 時 間 的 に 遡 り得 る範 囲 は、 お よそ 中 世(16世 紀 末)ま で と考 え られ る。

全 域 を東 日本 、 西 日本 と大 き くわ け て 考 えて み よ う。 そ の範 囲 は対 象 とな る ク マ の 存 在

密 度 の 濃 度 に従 い 、 お よ そ滋 賀 県 を も っ て境 と考・え る。

2.ク マ 狩 りの'莞達 『一

日本 人 が 職 業 と して ク マ を狩 る よ うに な っ たの は比 較 的 新 し い。 少 な くも民 間 の狩 人 が ㌻

ク マ を 主 な 目的 と して 捕 獲 す る よ う に な っ た の は、 近 世 中期(江 戸 時代 の 中 ご ろ、18世 噺.聾

紀 は じめ)か らで、 そ れ 以 前 の 狩 猟 は カ モ シ カ狩(東 日本)、 イ ノ シ シ狩(西 日本)で あ

っ た ろ う。 如 何 に そ の 根 拠 とな る資 料 を挙 げ る。

2。1.新 潟 検 東 蒲 原 郡 鹿 瀬 町 実 川 の狩 猟 統 計

これ は 同集 落 の 年 頭 の 山 の神 祭 に 報 告 され た 前 年 冬 か らの 狩 猟 獣 の捕 獲桑 計 帳 で あ る。

明 治 中 期 以 降 の もの に過 ぎな い が 、 狩 猟 を主 生 業 と し て き た この 集 落 の 状 況 を よ く示 す 。

そ れ ま での 伝 承 か ら久 し くカ モ シ カ で 生 計 を支 え て きた この 地 方(飯 豊 山系)で 、 対 象 獣 .

が減 少 し て ク マ を 新 し い対 象 と しは じめ た こ とが推 測 され る。 この 山 系 の他 め狩 猟 集 落 及

び 山 形 県 、 秋 田県 方 面 の 主 要 な狩 猟 集 落 の狩 人 の 古老 言 に よ って も、 この統 計 的 傾 向 が裏

書 き され る。 これ は 東 日本 全 域 の 傾 向 と考 え て よ い。

2.2.江 戸 時 代 の記 録 に よ る狩 猟 技 術

「和 漢 三 才 図 会 」(1713)、 「日本 山海 名 産 図会 」(1754)、 「東遊 記 」(1795)、 「北

越 図 譜 」(1835)な どに掲 げ られ る熊 猟 記 事 をみ る と、 穴 に篭 る ク マ を狩 る か、 陥 穽 を仕

掛 け る か 、 あ る い は武 士 の 戦 闘 用 の 大 身 の槍(近 代 ま で使 用 され た穂 の短 い クマ 、 イ ∠ シ

シ狩 用 と異 な る)、 も し くは 手 斧 、 錠 を棒 の 先 に 装 着 した もの な どで、 銃 を用 い穴 か ぢ出

て 餌 を求 め る時期 あ 包 囲 作 戦 に よ る巻 狩 は記 され て な い。 専 ら穴 篭 り直 前 の 初 冬 も し くは

真 冬 の 積 雪 期 の狩 の み が 行 な わ れ て い る。

ま た、 そ の捕 獲 目的 は熊 胆 を得 る こ とで あ るか ら、 そ の 薬 用 劾 果 が 民 間 に 普及 した後 と

一6一



み られ る が、 そ の 効 果 が 知 られ る の は 「本 草 綱 目」 が渡 来 して、 民 間 に そ の 知 識 が 普 及 し

た 後 と考 え られ 、.や ∫まり17世 紀 に入 っ てか らで あ ろ う。 したが っ て ッ キ ノ ワ グマ 猟 が 職 と

し て成 立 す るの は そ れ以 後 で あ る。 』.'.幽

・3.31狩 猟秘 伝 書切 内容 ・ 馳 一

現 在 東 北 日本 各 地 の 狩 人が 秘 巻 と して伝 え る巻 物 の大 半 が 、 山 中携 行 科 ど して銃 を 記 さ

ず 、 代 わ りに小 長 柄 と綱 とを記 し、 も っ と も重 要 な行 動 と し て表 層 雪 崩 の よけ か た、 も し

くは 濃 霧 の 際 の 呪 文 な どを最 奥 に 記載 す る(奥 儀 と し て最終 に 伝 え る秘 伝)。 これ は 現 行

の 春 季 の巻 狩 で は 全 《不 必要 で、 冬 期 の 降雪 積 雪 期 の 山 中行 動 で もっ と も重 視 され る もの

と い え る 。狩 の 古 老 も昔 の狩 は カ モ シ カ が主 要 な対 象 で、 それ は初 冬 か ら積 雪 期 に 行 わ れ

た 。 巻 物 に あ る の は そ の秘 伝 で あ り、 心 得 で あ る と述 べ て い る。 ま た、 山小 屋 で の 作 法 や

山 言 葉 の 使 用 も、 この雪 崩 を恐 れ る ため で、 カ モ シカ 狩 に際 して もっ と も厳 し く守 られ た。

理 由 は遭 難 しや す い たあ であ る と説 明 して い る。現 在 で も狩 の指 揮 者 を選 定 す る基 準 は 、

降 雪 や霧 な ど気 象 異 変 に適 切 に 対応 し、 山 の 地形 に くわ しい 者 で 遭 難 せ ぬ能 ガ に.富む こ と

が 第 一 に考 慮 され て い る'。す な わ ち、 現 在 の ク マ狩 の 組織 と行 動 に は 、 その 前 の カ モ シカ

狩 の 遺 物 が か な り認 め・られ る。 『 』一=

3.西 日本 の ク マ猟

この 地 域 で注 目 され るの は猟 師 が ク マ を捕 殺 し た と きの 崇 に 対 す る恐 怖 の 強 い こ と で、

東 日本 で は ほ とん ど知 られな い点 とい え よ う。

崇 を避 け る方 法 は埋 葬 法 や 呪 文 に よ る もの で 、 特 定 技 術者 が 介 在 し た ら しい 。 も っ と も

顕 著 だ った の は 最 後 ま で クマ が残 存 した大 分 ・宮 崎 県 境 の祖 母 ・傾 山 系 に行 われ た ク マ の

捕 殺1頭 ご とに1基 の 墓 石 を立 て る もの で、 こ う しな い と 「7代 崇 っ て 家 系 が商 え る 」 と

信 じ られ た 。 ま た、 四 国 の 山 間 で は 「西 山法 」 とい う呪法 に従 っ て、 頭 骨 を切 取 っ て止 顎

骨 と下 顎 骨 と を分 離 し、 分水 界 の左 右 に投 下 し、 又 は角 石 を 口 に噛 ませ て埋 め 、 或 い は埋

め る際 に煎 豆 を添 えて 「これ が芽 を 出 し花 が 咲 い た ら生 き か えれ 。 そ れ まで は 出 て来 る な 」

と唱 え る な ど、 ク マ が復 活 して襲 う こ と を極 度 に お そ れ た。 そ の方 式 は 「西 山 猟 師 」 と い

う特 別 の 呪 法 を心 得 た 人 物 に依 頼 し、 その 指 導 に よ っ て行 う もの と され、 往 々そ れ を心 得

た 猟 師 が あ っ た。 中 国 山 地西 部 に も クマ を捕 獲 し た場 合 の 呪 法 が あ っ た よ うで あ る。

これ は 西 日本 で は ク マ の棲 息 密 度 が 薄 く、 ベ テ ラ ンの殺 生 人(猟 師)で も一 生 に ク マ 数

等 を獲 る に止 ま る とい う現 実 が 、 未 知 の 野 獣 に 対 す る畏 怖 に つ な が るか と思 わ れ るα こ こ

で 日本 の クマ狩 が 北 方 狩 猟 民俗 の そ れ と どの よ うな 関 係 に あ る か の参 考 と し て、 若 干 の 類

似 点 を 記 して お く。 騨

3ユ.ク マ の 崇 りを 避 け る方式

シ ャ マ ニ ズ ム を有 す る シベ リァ狩 猟 民 の 多 くは 、 ク マ を殺 した と き 「自分 が 殺 した の で
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は な く誰 々(他 民 俗 あ る いは他 動 物)が 殺 し た の だ」 ま た は 「崇 るな らば 、 これ これ の条

件 を み たせ 」 と言 う 。東 日本 で は この 種 の 呪 法 はな く、 主 と して仏 教 的儀 礼 を行 う。 」

3・2・ク マ に備 わ る1能力 の 利 用 ・.一 ・'・ 一・

ク マ は 手 で 自分 の仔 を と り出 して 育 て る と信 じ(『 和 漢 三 才:図会」 な ど)、 ク マ の 手 を

安 産 の守 と し、 ま た そ の 子 宮 、 腸 な ど を干 して 腹 に 当 て て安 産 を祈 る。 ヤ ク ー・ト、 ツ ング

ー ス 、 シ ョル 、 ダ タ・一 ル な どに ひ ろ くク マの 手 、 爪 、 毛 皮 な ど を子 ど もの 守 りに倖 用 す る

こ とに類 似 性 が あ.る。マ タギ た ち も毛 皮 に赤 子 をね か せ て育 て た。 ノ'ミが つ か ぬ か ら安 眠

で き る と い うの は 自然 科 学 的 事 実 で あ る。

3.3.火 に よ る清 め

ウ ラル 山脈 に近 い 方 面 の シベ リア 狩 猟 民 は、 出猟 時 に焚 火 を して そ の 煙 を く ぐる儀 礼 を

行 う。秋 田 県 阿 仁 地 方 の マ タギ も成 人 儀 礼 と して森 吉 山 に 登 った と き頂 上付 近 で モ ロ ビ

(ア オ モ リ ト ドマ ッ ・)を採 って 家 の 神 棚 に あげ てお き、 出猟 時 に これ を燃 や して そ の煙 で

身 を清 め る。』これ ら は いず れ も人 間 の 匂 を消 し て獣 の 嗅 覚 を避 け る方法 で あ り租 必 ず し も

相 互 に 文化 の 伝 播 交 流 が行 わ れ た痕 跡 、 又 は 民 俗 の 類 似 性 を証 す る もの とは い え な い、。.

4.東 ・西 日本 の ク マ に 対 す る意 識 の 差 異'5

西 日本 の 狩 猟 者 が クマ に 霊 が あ って 崇 る と考 え て い るの に 対 し、東 日本 で は そ の よ うな

意 識 が無 い とは い え な い。 下北 半 島 で は 死 に 際 して悲 鳴 をあ げ るク マ、 月 の輪 の無 い ク マ

(両 者 共 に 希 少)に 対 して は 、 四 国 の 場 合 に 類 す る儀 礼(石 を噛 ませ るな ど)を 行 う。 そ

の他 の 場 合 、 ク マ に 対 して は人 間 に対 す る仏 教 の葬 儀 に近 似 し た儀礼 が 行 わ れ 、 呪文 が唱

え られ 祭壇 を設 け る な どの 方 式 も執 行 され るか ら、 正 確 と し て差 異 が あ る とは一い え な い 。.

この 点 は 、 他 の 野 獣 に対 して も東 日本 で は これ を殺 す こと を嫌 悪 す る こ とが多 い。 これ一

は 文 化 的 な 相 違 とみ る よ りも、 そ の 生 産 環 境 と し て西 日本 が よ り農耕 社 会花 して い る の に、『

東 日本 が狩 猟 時 代 の 生 活 を よ り遅 くまで 保 存 し て い る ことで 説 明 で き る。 西 日本 でサ ル を

捕 殺 す る こ と を忌 む(山 中 で は 忌 まれ な い)の に、東 日本 は その 風 が な い こ と、 ま た 西 日

本 に は 多 数 の 野 獣 を捕 っ た猟 師 は 千 匹塚 を建 て て野 獣 の 慰 霊 をす る風 習 が18世 紀 依 頼 一

般 化 す るの に対 し、 東 日本 で は 岐 阜 県 に僅 か に 認 め られ るに 過 ぎな い こ とな どか ら推i論 で

き る。 要 す る に農 耕 社 会 と して の 成熟 度 の 差 と し て説 明 で き るで あ ろ う。

5.ク マ に 対 す る 東 西 日本 の狩 猟 者 の 性 格 認 識

以 上 の よ う な一 般 野 獣 観 を背 景 と し て、 日本 の狩 猟 者 の ク マ に対 す る考 え をみ る と、 東 ,

日本 の 狩 猟 者 は素 木トに クマ をそ の 修 正 の ま まに み る。 一 例 を示 す と、 ク マ は槍 を突 出 す と

クマ 自身 が それ を 掴 ん で 自分 で 胸 あ る い は咽 頭 部 に突 刺 して 自分 で 死 ぬ の だ と考 えて い る

者 が 稀 でな か っ た 。 この ク マの 自殺 と もい うべ き見解 は 、 ロ ッ ト ・フ ァル ク の研 究 に よれ

ば 、 エ ヴ ェ ンキ 、 ニ ヴ フ な どの 狩 猟 民 俗 が 信 じ て い る と ころ で、 ア イ ヌ族 も ま たそ の よ う
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に 、 ク マ は ヒ トに 対 し て は喜 ん で死 ぬ の で あ る。 それ は ク マは 神 が ヒ トに遣 わ した 贈 物 を

届 け る使 者 で あa、 そ の 目的 を果 たす た め に この よ う に す るの だ と考 え る。.

これ は ク マの 腕 ゐ 構 造 が 掴 ん で引 ぐが 押 返 す こ と が 出来 ない こ とか ら来 る本質 的 な 性質

を 、 同 一 の 人 類め 思 考 と し て 同様 に 解 し た と い う こ と で あ って、'文化 的 伝 播 と して 説 明 す

るの は 適 当 でほ な い 。 同 じ く 『東遊 記 』や 『日本 山 海 名 産 図会 』 な ど は、 クマ を見 た と き

ッ キ ノ ワ と人 が 叫 ぶ と、 クマ は 恐 れ る とか 月 の 輪 を手 でか くそ う とす る と述 べ て い るが、

新 潟 県 北 岩 船 郡 三・面村 の猟 師 も同 じよ うに言 い、 四 国 の 猟 師8が そ れ を畏 れ 、 そ の威 力 を

消 そ う と さ ま ざ ま の呪 法 を施 す の も、 同 一系 統 の 呪法 が あ っ た た め と思 わ れ る。 つ ま り、

そ れ らの基 本 と し て は 同 一 系統 の文 化 で あ る とい っ て よい。

か よ うな 霊 あ る野 獣 だ か ら特 別 な鎮 魂 の法 を施 して よい霊 界 に送 って や る の で、 それ は

功 徳 で あ りク マ は 喜 び こそ す れ怒 る こ とは しま い とい うの が農 耕社 会 に お け る狩 猟 者 の発

想 とい え よ う。

6.ク マ を乱.獲 しな い た め の方 式

これ まで の記 述 を東 西 日本 で ま とめ て み よ う。 記載 しな か っ た事項 も含 む 。

東 日本 西 日本

1.

2.

3.

4,

5.

クマ は胆 ・皮 を得

るた め に獲 る。

ケ ボ カ イ(山 神 へ

の感 謝祭 、 ク マ オ ク

リ(オ カ ベ トナ エ)

を行 う。

オ シマ タギ(と れ

な い と き無 理 に獲 物

を追 跡 す る)を 忌 む 。

異 形 の 獣 を とる と

(幻 覚 を含 め)狩 入

を廃 す る

夢 見 を重 視 して 行

動 す る。

1.ク マ は胆 を得 るた

め に獲 る。

2.西 山法 の儀 式(頭

骨 処 理 、 月 ノ輪 呪 力

の消 除、 各種 呪法 に

よ る崇 の厭 勝

3.出 猟 日を暦 で 定 め、

吉 凶 ・方 角 の 忌 み を

守 る。

4.獲 物 が千 頭(南 九

州 は 百)に 満 ち れ ば

猟 師 を止 め る。

5.オ コゼ を守 りと し

て狩 をす る。

上 記 し た1、2を 熟 知 し な い もの は本 格 的 な狩 人 と して の資 格 を、 一 般 に承 認 しな か っ

た 。 また 、3、4も 本 格 的 な 猟 師 の心 得 で あ り、 同 時 に 危害 防 止 で もあ っ た 。 これ を きび

し く実 行 す る と、 猟期 の 実 際 出猟 日は ほ ぼ1/2～1/3と な る よう で あ る。 東 日本 で は5。 も

濫 獲 防 止 の 意 味 が あ っ た。 その他 家 族 が 妊娠 して い る期 間、 忌 ん だ動 物 を見 た と き、:天候

不 良 な ど多 くの 条 件 ㌃ よ っ て 出猟 を取 止 め る。 山 の 神 の 祭 その 他 も出 猟 せ ぬ 土地 が 多 い 。

ま た、 山 の神 の 信 仰 に よ っ て種 々の 禁 忌 が あ り、 そ れ らも きび し く守 られ た 。

以 上 の 点 か ら、 フ レー ザ ー氏 が 記 し た よ うに 「迷 信 では あっ て も、 それ が 自然 の 資 源 の

保 護 や 育 成 の 上 で は 、 大 い に有 益 な 存 在 で あ っ た場 合 は少 な くな い 」の で あ る。 自然 の 資
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源 が 失 わ れ れ ば 、 結 果 と して 自分 た ち の 生 業 が 破 滅 し、 生 計 が 成 りた た な くな る;と が 自

覚 され て い た し、現 代 で は迷 信 で あ っ て も、 嘗 て は そ の よ うに 考 え行 動 す る;と が 必 要 で

あ っ た 時 期 が・存 在 し『た とみ られ る。 』 『1・

この よ うに 考 え て み る と、 生 業 と し て で は な く、 遊 び、 娯 楽 ど しての 狩 猟 と い う もの

(そ れ は起 源 ど し て支 配 者 ・王 者 の 行 う もの で あ っ た)が 大 部 分 を・占め る よう に な っ た こ

とが 、 自然 保 護 上 め 問 題 発 生 を起 こ し た とい え る の で は なか ろ うか 。 上 記 の 日本 の 伝 統 的

狩 猟 者 の守 っ て ぎ光 の は 、 狩 猟 方 法 に つ い て の極 め て 強 い く 自己 規 制 〉で あ っ た。 遊 び の

狩 猟 は この 自己 規 制 を極 度 に緩 や か に す る もの で あ る。従 来 の 日本 人 の 狩 猟 に 学 ぶ べ きは、

この よ うな観 点 を検 討 して み る と ころ に あ る で あ ろ う。

参 考 文 献

千 葉 徳 爾:狩 猟 伝 承 研 究(1969)

千 葉 徳 爾:族 狩 猟 伝 承 研 究.(1971)

千葉 徳 爾:狩 猟.伝.承研 究 篇(1977)

千 葉 徳 爾:狩 猟 伝 承 研 究 総 括 篇(1986)『

千葉 徳 爾:狩 猟 伝 承 研 究 補 遺 篇(1990)

犬 飼 哲 夫 ・門 崎 允 昭:ヒ グ マ(1987)

武 藤 鉄 城:秋 田 マ タギ 聞 書(1969)

オ ッ トー フ ァル ク 、 田 中 克 彦 ・糟 谷 啓 介 ・林 寛 訳
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:シ ベ リア の 狩 猟 儀 礼(1955)
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3.薬 物 と し て の 熊 胆 の 歴 史

宇治 昭C桶 屋製薬株式会社)

1.は じめ に

熊 胆 は ク マ 科 動 物 の胆 汁 を乾 燥 し固形 に し た もの で、 現 在 も国 の定 め る繁 用 医 薬 品 の 規

格 書 で あ る 『日本 薬 局 方 』 に収 載 され 、 主 と して 奇 応 丸 な どの 伝 承家 庭 薬 原 料 と して 賞用

され て い る。 動 物 の胆 汁 を薬 物 と して利 用 す る こ とは 洋 の東 西 を問 わず 広 く行 わ れ て いた

よ うで 、 古 くか らア ラ ビア 、 イ ン ドな どで は 動物 の 胆 汁 を 内服 薬 と して利 用 して お り、1

世 紀 頃 ギ リ シ ャの 医 師 デ ィオ ス コ リデ スが著 した 薬 物 書 『MateriaMedica』 に は魚 類 、 鳥

類 、 哺 乳 類 な ど13種 の胆 汁 生 薬 をの せ て注 解 して い る。 また東 洋 文 化 発祥 の 地 中 国 で も後

漢 時 代(AD25～220)に 著 さ れ た 中 国最 古 の 薬 物 書 『神 農 本草 経 』 に牛 胆 、 鯉 魚 胆 な どが み

られ る。 と ころ で 現 在 熊 胆 を薬 物 と して用 い て い るの は我 が 国 や 中国 な ど、 ほぼ 東 洋 医学

(漢 方 医 学)施 用 地 域 に 限 られ て い る。 で は我 が 国 に お いて熊 胆 が いつ の 頃 か ら、 どめ よ

う な 目的 で用 い られ る よ うに な っ た の で あ ろ うか 。 そ れ は大 陸 文 化の 摂取 と と も に階 、 唐 ∴ ㌣

の 医 薬 の摂 取 導 入 が盛 ん に 行 わ れ た 飛 烏 ・奈 良 時代(593～780)の 頃 に 始 ま る こ と と想 定

'さ れ
る。 しか も唐 時 代(618～907)の 薬i物書(本 草 書)を 見 る と、 熊胆 の 多 面 的 薬 効 の 知

識 が す で に 合理 的 で高 い レベ ル に あ っ た こと が推 察 され る。 そ して、我 が 国 で も薬 物 熊 胆

は 数 多 くの使 用 経 験 に よ っ て、 す ぐれ た薬 効 が 評 価 され、 貴 重 な動 物性 生薬 と して 現 代 に

受 け 継 が れ て きた 。 こ う して 、熊 胆 に は1,000年 以 上 も の なが い時 代 を胆 汁 生 薬 の王 者 と し'

て 賞 用 され 、 ま た 希 少 価 値 の 「ク マ ノ イ 」 の名 称 で親 しま れ て き た歴 史 が あ る。 そ こで 、

この 貴 重 な伝 承 薬 物 熊 胆 に つ い て、 あ らた め て認 識 を深 め、 その 持 続 的利 用 を計 る たあ に

も伝 来 の 経 緯 、 効 能 効 果 な ど薬 物 と しての 熊 胆 の 歴 史 に つ い て考 察 を加 え て み た い。

2.高 貴 薬 熊 胆 の 伝 来 と使 用

2.1。中 国

千 数 百 年 の昔 、 薬 物 熊 胆 の利 用 知 識 は 中国(唐)か ら我 が 国に も た ら され た 。 で は そ の

中 国 で は ど の よ う な経 緯 で、 い つ 頃 か ら使 わ れ 始 め た の で あ ろ うか 。獣 胆 を 古 代 よ り使 用

す る こ と は 西域(古 代 中 国 の 西 方諸 国:ギ リシ ャ～ イ ン ド～ サ ラ セ ン)で 行 わ れ て い た と

想 定 され て い る 。 それ は 『旧約 聖 書 』 にす で に あ る種 の魚 の胆 汁 が化 膿 性 眼病 に 外 用 ざれ

る と記 され 、一ま た 西暦 紀 元数 百 年 か ら西域 で使 用 され て い た薬 物 を集 大 成 し記述 し た、 前

述 の 『MateriaMedica』 の 「各種 の動 物 の 胆 汁 」の 項 に熊 胆 を含 む 各種 の胆 汁 生 薬 が 収 載

され て い る もの の 熊 胆 は な い 。唐 時代 に な っ て初 め て熊 胆 の記 録 が 『薬性 論 」、 『千 金 翼
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方 』 な どの薬 物 書 に み られ る よ うにな る。,

唐 の 最 盛 期 で あ っ.た太 宗(629～649)よ り玄 宗 に 至 る お よ そ120年 間 の 頃 、.西域 に お い て

ア ラ ビア』を統 一 し だサ ラ セ ン帝 国の東 方 進 出 は 目覚 ま し い もの が あ り、 イ ン下 西部 、 パ ミ

『
「 ル の 東 方 に まで 及 び唐 と国 境 を接 す るほ どの 勢 いで 、 その 都バ グ ダ ッ ドは唐 の都 長 安 と ・

繁 栄 を競 う に至.ら た と い わ れ て い る。 陸上 及 び海 上 の 通 商 が活 況 を呈 し、 様 々の 献 貢 品 や

交 易 産 物 を は じめ 東 西 文 化 の交 流 も盛 ん に行 わ れ た 。 唐 の代 表 的 薬物 書 『新 修 本 草 』(65

9)に 、 は るか 西 暦 紀 元 前 の 昔 か らギ リシ ャ医 学 派 が 賞 用 し、 諸胆 と阿 片 を配 合 した 一種 の

解 毒 、 鎮 痛 剤 と し て有 名 な テ リア カ(Theriak)が 「底 野 迦 」 と音訳 され 収 載 され て い るの

も、 当 時 の 東 西 文 化 交 流 の 実 情 を物 語 る もの と して興 味 深 い こと と思 わ れ る。 そ して、 薬

物 熊 胆 や テ リア カ も この 頃 西 域 か ら唐 に もた らされ 、 漢 方 医 学 的 に再 評 価 して 薬物 書 に記

録 、 使 用 され る よ うに な っ た と考 え られ る。 そ し て、 現 代 も 『中華 人 民 共和 国 薬 典 』(薬

局 方 に 相 当 、1977).に 、 熊 胆 及 び清 熱 丸 、 八 宝 眼 薬(点 眼 薬)な どの 熊 胆 配 合 剤 が 収 載 さ

れ 用 い られ て い る。 一=∵ 一

2.2.日 本1'`一

丁 度 この 頃、 我 が 国 で は 「其 の 大唐 国 は法 式備 り定 わ れ 珍 の 国 な り。 常 に達 うべ し」 と.=

い う方 針 に基 づ い て・ 評 明 天 皇2年(630)に 始 ま っ た遣 唐 使 な どに よ る大 陸 の 先 進 文 化 摂.。.眠

収 の 最 盛 期 に 当 た り、 医薬 に 精通 した唐 の 高 僧鑑 真 が 来 靭 し、 正 倉 院 に現 存 す る よ うな薬

物 や 医 薬 書 が渡 来 し た の も この 頃 で 、薬 物 熊 胆 の効 用 や 使用 方 法 も、 は るか 西 方 よ り唐 に

伝 わ る と間 もな く、 詳 細 に我 が 国 に もた ら され た と思 わ れ る。 国 内産 熊 胆 の 記 録 と して は、

醍 醐 天 皇 の 勅 命 に よ っ て編 纂 され た 『延 喜式 』(905～927)が あ る。 そ の 巻37「 典 薬 寮 、

諸 国進 貢 年 料 雑 薬 」 の 項 に 「美 濃 国熊 胆 四具 、 信 濃 国熊 胆 九 具 、越 中 国熊 胆 四 具 」 とあ り、一

これ らが 朝 廷 に 献 上 され て い た こ とが わ か る。 な お、 奈 良 ・平 安 時代(710～1i85)に は輸

入 高 貴 薬 の 窮 香 、 牛 黄 、 鹿 茸 や熊 胆 な どの動 物 薬 が比 較 的 よ く用 い られ て お り、・さ らに 安

土 桃 山 時 代 にか け て姻 蛇 胆(ニ シキ ヘ ビの 胆 汁)・ 虎 胆 ・ 廉 野 迦 な どの輸 入月艮汁 生 薬 の記'

録 が み られ るが 、 熊 胆 を含 め て これ らの高 価 な薬 物 は 限 られ た ご く一 部 支 配 者 階 級 の 秘 薬

と し て 用 い られ る に と ど ま り、 当時 の 貧 し い庶 民 に は お よ そ無 縁 の薬 物 で あ っ た と思 わ れ

る。

さ れ に 時 代 が 移 り江 戸 時 代 に な り、 世 が 泰 平 に な る とと も に産業 、 文 化 や 交通 が発 達 し、

医 薬 品 が い わ ゆ る 「売 薬 」 とい う名 称 で広 く普 及 す る に つれ て 、熊 胆 を記 載 した 薬 物 書 や

熊 胆 を配 合 した 秘 薬 、 家 庭 薬 処 方 集 な どが数 多 く見 られ る よ うに な る。 そ して、 治 療 を乞

う者 が そ の 門 前 に 満 ち た と いわ れ て い る漢 方 古 方 派 の 大 家 後 藤 艮 山(1659～1733)一 が ぐ 熊

胆 を推 奨 繁 用 し普 及 させ た こ と な ど も あ って 、 よ うや く薬 物 熊胆 の す ぐれ た薬 効 が 広 く一

般 に 知 られ 、 珍 重 され る よ う に な っ た。 また 、 元 禄4年(1691)に は磯 貝 舟 也 が 『日本 賀 濃

子 』に 「伯 書 熊 胆 」 な ど と各 地 の 産 物 を記述 して お り、 これ らは産 物と して 多少 と も取 引

き され た もの で あ る。 熊 胆 が 珍 重 され 需 要 が増 え た江 戸 時 代 中期 以 降 に な っ て、 熊 が我 が
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国 最 大 の 野 生 動 物 と して の み で な く、 高貴 薬 物 の 基 原 動 物 と して 認 識 され る よ うに な り、

熊 と 日本 人 との か か わ りが よ り強 くな っ たの で は な い だ ろ うか 。

13
、.薬 物 熊胆 の効 能 効 果'層.

3.1.中 国'＼ 一

西域 か ら伝 来 し だ熊 胆 は、 唐 に お け る薬効 評 価 、 実 証 経 験 に よ っ て7MateriaMedia』 の

効 能 とは か な り異 な っ た、 よ り合理 的 で確 か な効 能 効 果 を もっ て使 用 され る よ う1にな っ て

い る 。 す な わ ち 、 唐 蒔 代 の薬 物 書 『新修 本草 注 』、 『チ金 翼 方 』(約640)、 『外 台秘 要 方 』

(752)な どに、 す で に 「味 苦 く、 寒 、 無 毒 。気 熱 が 盛 ん で黄 胆 に変 じた も の、 暑 期 の下 痢 、

胸 痛 、 小 児 五疽(神 経 質 傾 向、 過 敏 体 質 児の 諸 症 状)小 児驚 痴(ひ きつ け)、 赤 眼 障 署

(結 膜 炎)、 痔 、 悪 瘡 に用 い て、 そ の効 大 で あ る 」 と、 内服 ま たは 外 用薬 と して用 い た 主

治 効 能 を述 べ て い る。一

「味 苦 く、寒 」 と い う の は、 熊 胆 の 味 が きわ め て苦 く、 寒 の 性 質 を もっ た薬物 蜜 い う こ

と で、 漢 方独 特 の 薬 効 表 現 で あ る。 す な わ ち、 熱 気 が あ り、 身 体 が ほ て る 、 口渇 、 炎 症 や

腫 れ に 伴 う さま ざ まの症 状 や、 い らい ら して 興 奮 的 な気 性(神 経 症)な ど、心 身 の熱 症 を'

鎮 め る 寒性 の薬(清 熱 薬)に 属 し、 現 代 医学 的 に は解 熱 、 消 炎 、 抗 菌 、鎮 静 作 用 の あ る薬 ∴ _

物 とい う こ とが で き る。 近 年 熊 胆 の利 胆 作 用(胆 汁 分 泌 促 進:脂 肪 、脂 溶 性 ビタ ミ ンの 消

化 吸収 促進)、 嫌 気 性 細 菌 な どに対 す る発 育 抑 制 作 用 、 鎮 痙 作 用 な どが科 学 的 に 明 らか に

され て お り、 上記 の 効 能 効 果 は1,000年 以 上 もの昔 、 経 験 的 手法 に よ って 見 いだ され た適 用

知 識 と して 、感 嘆 に値 す る もの と言 え よ う。

な お 、r中 華 入 民 共 和 国薬 典 』(1977)に お い て も、 熊 胆 の 性 味 、 主治 効 能 と して 「苦 、・

寒 、清 熱 、 肝 を平 にす る(精 神 を鎮 め る)、 目を 明 らか にす る。'塊風抽孫(こ ど もの ひ き

つ け)の と きに 用 い、 目が赤 く腫 れ痛 む、 咽 喉 が 腫 れ 痛 む と き外 用治 療 す る 」 どあ りへ そ

の 適用 効 能 は現 代 も概 ね 唐 時代 と変 わ っ て いな い こ とが わか る。

3.2.日 本

熊胆 は 我 が国 で も、 安 全 で す ぐれ た 新 医薬 品 と して、 治 験 が重 ね られ 賞 用 され る よ うに

な った 。 江 戸 時 代 に な る と、 漢 方 古 方 派 の 大家 後 藤 艮 山(1656～1755)が 「一 切 卒 病(急

病)急 患 に之 を用 い て 元 気 を喚 起 し、 蔽 塞(病 読 閉塞)を 開通 す るの 効 あ り」 と、 その 効

能 を説 き、 熊 胆 を諸 胆 中 の第 一 と して 賞 用、 自 ら熊 胆 丸(黒:丸 子)な る丸 剤 を製 し て繁 用

す る に及 ん で広 くそ の す ぐれ た効 果 が 知 られ、 手 元 に 備 え る よ うに な った と いわ れ て い る 。

ま た、 漢 方 後 世 派 の香 月 牛 山(1656～1740)も 熊 胆 配 合 剤(奇 応 丸、 反 魂 丹)を 腹 痛 に推

奨 して い る 。艮 山 の 数 多 くの 門 人 の 一 人 、 香 川修 徳(1683～1755)はr一 本 堂 薬 選 』 を著

し、

「熊 胆 、廠 霰(体 内 に で き た で き もの)、 痛 播(腹 部 の つ か え痛 み)、 癒 癖(頚 背 部 か
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ら顔 に か け て 筋 肉 が ひ きつ る こ と)、 心 胸痛 、 腹 痛 、 傷 食(食 あ た り)、 吐せ ず 下 さず癩

狂 、瘡 疾(マ ラ 聖ア様 の 悪 寒 発 熱)、 痢 疾 を療 し、 嘔 吐 を 止 め、 痘瘡 を発 し5瘡 疾(神 経

質 傾 向 、幽過 敏 体 質 者 の 諸 症 状)、 驚 癖(神 経 症)、 産 後 腹 痛 、 生 を催 し、 眼北 点 じて 弱 を
.去 り
、 痔 に塗 りヤ 痛 を止 め、 一 切 の急 病 に用 い て以 っ て 乖 気 を喚起 し.ぐ蔽塞 を開通 す 」 と・

幅 広 い熊 胆 の効 能 効 果 を詳 解 して い る。"

さ らに、 明治 末 期 呑 ら昭和 初 期 に か け て漢 方 治 療 に専 念 す る こ と30年 、 『皇 漢 医 学 』 を

著 し た湯 本 求 真(一1876～1941)は 、 一

「熊 胆 の 医治 効 用 、 この一 本 堂薬 選 の諸 説 及 び余 の 実験 に よ りて之 を見 れ ば 、 本 薬 は 有

力 な る 元 奮 薬 に し て、 鎮 痙 、 鎮 痛 、解 毒等 の 特 能 あ り。 又、 時 と しては 鎮 嘔 、 催 吐 、 緩 下

の 作 用 を現 わ す 。 実 に 各 家 一 日 も欠 くべ か らず の要 薬 な り」 と説 き、 「熊 胆 に 鎮 痙 作 用 あ

り」 と注 釈 し て、 流 行 性下 痢 、 驚 痛 、 直視 攣 急 症 状 に 対 す る適 用例(小 児)を 紹 介 して い

る 。

これ らの 効 能の うち 、 感 染 症 と考 え られ る重 篤 な疾 病 な ど につ い ては 、.現在.で拮 当然 の

こ とな が らす で に有 用 性 が 失 わ れ て い る もの の 、 安 全 性 が 高 い薬物 熊 胆 と その 配 合 剤 は.

東 洋 医 学 な らで は の 貴 重 な 遺 産 と して、現 在 に受 け継 が れ て い る。

4.薬 物 熊 胆 の種 類 と 品質 評 価

真 生 の熊 胆 は ぐ 堅 く砕 け やす く、 そ の破 砕 面 は ガ ラ ス様 の 光沢 が あ り、 淡 黄 緑 色 、 黄 色 、.

黄 赤 色 ～ 黒 褐 色 、 東 名 で深 み の あ る 多彩 な 色 調 を呈 し、 他 の動 物 胆 の 多 くが 生臭 く、 くす

ん だ 黒 褐 色 で 粘 っ こ く吸湿 性 で あ るの とは 対 照 的 で あ る。

江 戸 時 代 に 「困 っ た ち ゃ 身 共熊 胆 持 参 せ ぬ 」(柳 多留)と 川柳 に うた わ れ る ほ ど、 熊 ・

胆 が も ては や され る よ うに な る と、 国産 薬 物 の 中 で も最 も高 価 な薬 物 で あ り贋 物 も多 く出

ま わ る よ う に な っ た た め 、 幕府 も これ を厳 し く取 り締 ま って い る。 そ こで 、 熊 胆 の 真 偽 鑑

別 法 や 品 質 評 価 法 を記 し た薬 物 書 が 数 多 く著 され て い る。例 えば 、遠 藤 元 理 は 天 和 元 年

(1681)に 『本 草 辮 疑 』 を著 し、 熊 胆 を 「和 薬(国 産 薬)に して精 粗 を選 ぶ べ き もの 」 に

分 類 、 亨 保11年(1726)に は松 岡 玄 達 は 『用 薬 須 知 』で 多 くの 薬 物 につ い て詳 述 し、 「熊

胆 和 ニ ク マ 多 シ トイヘ ドモ胆 多 ク真 ヲ得 難 シ 或 ハ猿 ノ胆 及 他 獣 ノ胆 ヲ以 テ 偽 造 ス ル モ ノ

多 シ 」 と して 、 そ の 真 偽 鑑 別 法 を述 べ てい る 。 熊 胆 の 鑑 別 法 な ど につ い て詳 述 した代 表 的

な もの と して松 岡 玄 達 に 学 び、 シ ー ボ ル トを して 日本 の リ ンネ と いわ しめ た小 野 蘭 山 の

『本 草 綱 目啓 蒙 』(1806)の 項 を以 下 に紹 介 す る。

「ク マ ノ イ 夏 胆 冬 胆 ノ別 ア リ、 採 ル時 節 ヲ以 テ 名 付 ク、 夏 胆 ハ 皮厚 ク シ テ胆 少 シ3黄

赤 色 ニ シテ透 明 ナ リ『、 コ レ ヲ琉珀 様 ト称 シ上 品 ト為 ス、 冬胆 二勝 レ ドモ コ レハ 希 ナ リ、 ・・

… … 八 月以 後 二 採 ル ヲ冬 胆 ト云 、 皮 薄 ク シテ 胆 満 テ リ、 コ レ ヲ折 レバ 色 黒沢 ニ シテ 漆 ノ

如 シ 、 黒 胆 ト云 ドモ 上 品 ナ リ、 コ レハ常 二 多 シ、 然 ドモ 偽物 多 シ、凡 胆 ヨ ク乾 燥 スル モ ノ

ヲ良 トス、 偽 物 ハ 燥 キ 難 シ、 冬 ハ 燥 キ タル モ夏 二 至 レバ 柔 軟 ニ ナ ル ナ リ、 上 品 ノ者 ハ 四 時
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共 乾 燥 シテ 柔 ニ ナ ラ ズ … ・ 岡胆 島胆 ノ別 ア リ、 来 た 具 に 加賀 越 前 ヨ リ来 ル モ ノ ヲ岡胆

ト云 、 月星味 ナ ク シテ 上 品 ナ リ、東 国松 前 蝦 夷 ヨ リ出ル ヲ島胆 ト云 、 真 物 ト云 ドモ 膣 味 ア リ

テ 服 シ ガ タ シ 故 下 晶 トス、 是 罷 胆 ナ リ'、蝦 夷 ノ罷 ハ 松 魚 ヲ食7故 胆 二 膣 気 アーリ、`岡胆 ノ大

ナ ル ハ ニ 三 干銭 ン 重 サ ニ 至 ル 、 島胆 ノ大 ナル ハ 五 六 十 銭 ノ重 サ 三 至 ル 、 試 法水 二点 ジテ塵

ヲ避 ケ運 転 ス ル コ ト甚 急 ニ シテ 圏 ヲナ ス者 ヲ上 トス、 緩 ナル 者 ハ 圏 ヲナ サ ズ、 又少 許 ヲ水

面 二 置 ケバ 黄 色 一 道 ザ ガ ル ヲァ シ ト云 甚 細 ク線 ノ如 ク ニ シテ ソ ノ水 底 黄 色 ニナ ル ヲ真 トス 、

ア シ細 カ ラ ズ シテ 粉 ノ 如 キ モ ノ砕 ケ落 チ 水 底 褐 色 ニ ナ ル ヲ偽 トス 」.

また 、 小 泉 栄 次 郎 の 『和 漢 薬 考 』(1893)に も

「熊 胆 二 岡胆 、 島胆 ノ ニ 種 ア リ、 夏 胆(號 珀 手)ヲ 上 品 トス。 冬胆(黒 手)ハ 下 品 、 ソ

ノ他 緑 褐 色 ヲ呈 ス ル青 茶 ア リ、 概 シテ 琉 珀 手 ハ 秋 季 二 、 黒 手 ハ 早 春 二採 収 スル モ ノ ナ レ ド

モ、 號 珀 手 モ秋 二 至 レバ 茶 褐 色 二 変 ジ、 秋 二 茶褐 色 ヲ呈 スル モ ノハ春 二至 リテ 黒 変 ス ル ヲ

常 トス 」 と い っ た よ うな 要 旨の 、 捕獲 シー ズ ンに よ っ て 色調 が微 妙 に変 化 す る こ と を述 べ

る と共 に、 偽 製 法 、 鑑 別 法 を記 述 して い る。.=一 『..　

この 色 調 、 外 観.、 に お い、 味 な どに よ る伝承 的 な鑑 別法 、 品質 評 価法 は、 先 人 達 の 多年

の観 察 と経 験 に基 づ い て得 られ た もの で 、現 在 で も色 調 な どの 五 感 に よる品 質 の 良 否 判 定.

の 重 要 な 目安 の一 つ と され て い る。 熊 胆 に は クマ科 動 物 に 固 有 の 胆汁 酸 で あ る ウル ソデ オ.、.

キ シ コー ル 酸(UDCA)が 含 まれ 、 薬効 上 の 主 成 分 で あ る。近 年胆 汁 酸 分析 技 術 の 進 歩 に よ

っ て 、 経 験 的 に 良 品 と され て き た淡 い黄 緑 色 ～ 黄赤 色 の 琉珀 胆 、 青 茶胆 に はUDCAが 極 め て

高 濃 度 に含 まれ て お り、 総 胆 汁 酸 含 量 も品質 不 良 の熊 胆 や 牛胆 、 豚胆 に比 して 著 し く高 い

こ とが 解 明 され た 。 この 事 実 は熊 胆 の 伝 承 的 品質 評 価 法 の確 か さを科 学 的 に裏 付 け る もの

で あ り、 日本 入 と薬物 熊 胆 と の な が年 の か か わ り、歴 史 的 経緯 を物語 る もの で あ る。

千 数 百 年 の昔 、 我 が 国 に も た らされ た薬 物 熊胆 は 、 一 般 用 薬 品(家 庭 用)原 料 と して の

有 用 性 、 す な わ ち 有効 性 と安 全 性 を十 分 満 た した優 良 な 動物 性 生 薬 と して現 代 に受 け継 が

れ て き た。 この東 洋 医 学 固 有 の伝 承 薬 物 は クマ ノイ の 名 称 で 知 られ 、 そ の有 勅 成 分 ウ ル ソ

デ オキ シ コ ー ル 酸(UDCA)の 単 離 、 化 学 的 構 造解 明 な ど、 熊 胆 をめ ぐ る科 学 的 研 究 が 昭和

初 期 に我 が 国 の 科 学 者(正 田 ら)に よ っ て、 いち 早 く精 力 的 に 展 開 され た こと も、 ク マ ノ

イ、 ひ い て は基 元 動 物 で あ る ク マ と 日本 入 との な が い 歴 史 的 か か わ りを物 語 る もの と して

特 筆 す べ き こ と と思 わ れ る。 近 年 、 胆 汁 の コ ロイ ド化 学 的 研 究 の 進 歩 に よ って、UDCAの 経

口(内 科 的)胆 石 溶 解 剤 と して の新 しい適 用 が現 実 の も の と な っ たが 、 さ らに未 詳 成 分 解

明 な ど薬物 熊胆 に関 す る戦 端 的研 究 成 果 が再 び我 が 国 に お い て得 られ る こ とを期 待 して い

る 。,一

ま た 、 ク マ の 保 護 管 理 と熊胆 の 持続 的利 用 の道 が 開 か れ る こと を強 く希 望 し、 この 報 告

が薬 物 熊胆 と 日本 人 との な が い歴 史 的 か か わ りにつ い て理 解 を深 め て い ただ く上 で少 しで

もお 役 に 立 て ば 幸 い で す。 終 わ りに 当 り、発 表 の機 会 を与 え て くだ さ っ た実 行 委 員 会 、 関

係 各 位 に 感 謝 し ます。
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表1胆 汁 生 薬 に 関 す る記 録 文 献 一 中 国 一

'基
原

讐 一=
一

動 ・ 物

時 代
■

文 献
クマ ブタ ウ シ イ ヌ ヒツジ コイ そ の 他

後 湊 神農本草経. 0 00 0 (熊脂)

25-220
傷 寒.論 0 0

六 朝
名医別轟(500頃) 0 00 0 0

曽L

ニ ワ トリ,マ ム シ,ニ シキ ヘ ビ
420甲589

千金翼方(640頃) 0 0 0 0 ニ ワ トリ

新修本草(659) O ニシキヘビ 底野迦(Theriak)

唐
食療本草(690晴) 0 0 0 トラ,・ イ ノ シ シ,ニ ワ 下 り,ニ シ キ ヘ ビ,サ メ

618-907

本草拾遺(739) 0 0 トラ,ゾ ウpニ シキ ヘ ビ,皇 完魚

外台秘要方(752) 0 0 '=『 ..
　

一 .曽

宋

960-1126

大平恵民和剤局方

(1151)
0 0

「.一

,_・ 一

一

r

イ ノ シ シ,シ カ,ゾ ウ,キ ツ ネ,・声 ワ ヴソ,

明
本 草 綱 目(ユ5go) 0 0 OO 0

を ニ
ニ ワ ト リ,ア ヒ ル,ニ シ キ ヘ ビ,ス ッ ポ ン,一

]368-1649

。 ナ,サ 、,カ ブ ト餌 等-手'や

現 代
中華人民共和国薬典

(1777)
0 0 0 ヘ ビ
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表2胆 汁 生薬 に 関 す る記録 一 日本 一

'

時 ・代 文 献 胆.汁 生.薬

飛 鳥 遣唐使(630-894)、.鑑 真来 日(聯)な どによ
嘔一

(593-707) り唐(618-907)の 文化摂取1一

奈 良 延喜式(藤 原時平ら、927) 熊胆(諸 国進年料雑薬:美 濃、信濃、越中》

(708-780) 医心方(丹 波原頼、984) 蟻蛇胆(唐 物)、 底野迦 く唐物)

平 安 正倉院薬物 倖肚ヒ奈泰彦編、1955) 動物胆(猪 胆?)

(78i-1191) 日本薬物学史(日 本学士院編、1958) 奈良平安時代には熊胆、猪胆、齋香、牛黄などの

動物薬や鉱物薬が比較的多く用いられた.
r

一

鎌 倉
.

・r

日本薬物学史(日 本学士院編、1958)

一

『.『

虎胆(輸 入)
曹

〔

(1192-1333) 一. 曾"

吉野 ・室町 撮壌巣(飯 尾永祥、1454) 虎 胆 一∴

(1334一 蓋572) 尺素往来(一 条兼良(1402一 正481,) 朗

安土 ・・桃山 日本薬物学史(日 本学士院編、1958) 底野迦(1heriaga、 輸入)

(1573-1603)

基煕公記(近 衛基煕、1678) 熊胆(配 合剤、奇応丸)"'

本草辮疑(遠 藤元理,1銘1)

-

熊胆(真 偽品質鑑別法)

日本賀濃子(磯 貝舟也、1691) 熊胆(各 地産物:伯 書) _._

用薬須知(松 岡玄達、1726) 熊胆(真 偽鋼;1法)

江 戸 日本薬物学史(日 本学士院編、1958) 後藤艮山(1659-1733)熊 胆 を諸胆中の第一とし

(16Q3-1868) て繁用、熊胆丸を製して施用、普及させた.

一本堂薬選(香 川修徳、1729) 熊胆(効 能詳述)

本草綱目啓蒙(小 野蘭山、1806) 熊胆(夏 胆、冬胆〔號珀胆、黒胆〕の別、真偽鑑別法》

蜻蛇胆、虎胆、底野迦

蘭方内用薬能識(高 良斎、1836) ピリリ(牛 胆:シ ーボル ト慣用薬品)

古方薬品考(内 藤尚賢、星841) 熊胆、猪胆、羊胆

明治以降. 繍(ノ1、 棘 珠コ自1～、1893) 熊胆(夏 胆、冬胆 〔琉珀胆、黒胆〕の別)こ 牛胆、'
o 幽

(1868一) 一

「一

胆(猪 、虎 、象 、狐 、獺 、鼠 、院 、岨 、鯉 、鰻 、

猿、狼等)

皇漢医学(湯 本求真、1928) 熊胆(熊 胆に鎮痙作用ありとして効能詳述)、猪胆

第十二改正 日本薬局方(1991) 熊胆(繁 用薬品の規格書)
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表3 熊胆効用記述(1)
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4・ 阿 蘇 くま 牧 場 に お け る(ク マ の 飼 育 管 理)
、

`鈴 木 即透(株)阿 蘇 熊 牧 場

1.阿 蘇 ク マ牧 場 の 概 要

熊 本 県 阿 蘇 町 の 阿 蘇 くま牧 場 は,ク マ を主 体 と した 観 光 サ マ ビス業 で 、 昭和48年7月

1日 に オー プ ン し、 ヒグ マ、 ヒマ ラヤ を主 と した 数 十 頭 の 育種 か ら始 ま り、 現 在 で は 亜 種

も含 め、11種 、420頭 の 繁 殖 、 展 示 を して い ます 。'

クマ 以 外 に、 エ トの 十 二 支 の 動 物 を令 わ せ て約600点 余 の飼 養 の 他 、 庭 園管 理 や 果 樹

の 栽 培 も行 っ て い ま す 。

昭和53年 か ら出 産 も始 ま り、徐 々 に 出産(生 産)頭 数 も増 え、 ま た他 施 設 か らの導 入、

放 養 場 、 通 路 ＼ 産 室 な ξの構 造、 安 全 性 、 飼 料 の研 究 とク マへ の影 響 、 繁 殖 、 保 育 の:確立

と平 準 化 、 疾 病 の 解 明 と予 防 対策 な どの研 究 も行 っ て い ま す。 一一 『'

ま た、 第 二 の く ま牧 場 的施 設 を香 川 県 に建 設 中 で す。 一み

2.飼 育 の 現 状 と課 題

ク マ に 限 定 し た、 多 種 多頭 化 の現 状 と問 題 点 を(今 後 の課 題 に も して)御 紹 介 い た しま

す 。

ク.マの他 、 エ トの 十 二 支 の 動物 合 わ せ て、 約1,000点 余 を飼 育 。

〔クマ につ い て]'

創 業 時 ヒグ マ40、 ヒマ ラヤ グ マ10、 マ レー グ マ 及 び ナマ ケ グ マ の子 合 わ せ

て60頭 か ら始 め られ た 。

[阿 蘇 くま牧 場 の 概 要]

創 立 昭 和48年(1973年)7月1日

株 式 会 社 阿 蘇 熊 牧 場 と して発 足

所 在 熊 本 県 阿 蘇 郡 阿 蘇 町 黒 川2163

国 道57号 線 沿 いの 阿 蘇 山 山 麓

飼 養 環 境 標 高500～550m

年 間 平 均 気 温12.3℃ 最 高 気 温33.1℃ 最低 気 温 一11.4℃

年 間 降 水 量2,720皿m降 雪 年1～3回 程 度

昨 年 ま で は 阿 蘇 山 の 噴 火 、 降灰 が み られ た 。

動 物 と して は 、

一26一



出 産 開 始 昭 和53年 か ら 。

現 在Brownbear

HymalayanB".B.

,JapaneseB.B.

AmericanB.B.

Kodiakbear

G頁zzly

Tibetanbear

Malayansunbear

Slothbear

Polarbear

Spectacledbear

計420頭 を繁 殖 、 育 種 、 展 示 。

133

119

96

26

4

19

4ウ マグ マ

9

6

2

2

ク マの 飼 養 頭 数 に つ い て は、 別 評 の とお りで、1973年7月 に は4種 約60頭 の もの が 導 入 』

を含 め、 現 在 は11種420頭 を数 え る。 お そ ら く、 ク マ の み で人 工 飼 育の 施 設 で.は他 に類 をみ

な い、 種 類 と数 と お もわ れ る。

飼 料 につ い て 当 社 で は、 別 表 のペ レ ッ トを中心 に 、 また、 地 元 を中心 に 入 手 で き る飼 料

を組 み 合 わ せ に よ り、 カ ロ リー な どや メニ ュ ー の構 成 を考 慮 し給 与 して い る。 ま た、 年 齢

や繁 殖 期 な どに よ り、 指 定 配 合 の 構 成 を変 え る こと も行 って い る。

餌 の ア ンケ ー ト調査 し た もの を別 表5に 掲 出。 これ らに よ り年1回 の 出産 が 可 能 だ が ぐ

繁 殖 の 難 し い もの もい る。 ㌧

中 に は疾 病 な ど で や む えず 死 亡 す るク マ も で る が、 多施 設 で の死 亡 原 因 をア ニケ ー一ト調

査 した もの を別表6に 掲 出 。 当 社 に お け る疾 病 の上 位 を示 す と別 表7に な るが 、 腸 重 積

は コ グ マ に発 生 し、 死 亡 の確 率 が 高 い 。 これ は ス キ ンシ ップ に起 因す る もの と思 わ れ る 。

人 工 的管 理 に よ り1年1産 は 可能 に な り、 また 育 成 率 も非 常 に 高い技 術管 理 を して い る

が 、1989年 に は 伝 染 性 肝 炎 の 発 生 が あ り、4ヶ 月 令 前 後 の コ グマ が死亡 し た。 これ に つ い

て は、 疫 病 的、 組 織 学 的、 ウ イ ル ス 学 的 に解 明 され 、 ア デ ノウ ィル ス1型 と 同定 され た 。

な お 、 この時 期 南 九 州 で犬 の ジ ステ ンパ ー が 流 行 した の と同 じ時期 で あ っ た 。

この 様 に、 人工 飼 育 に よ り多種 多頭 化 の繁 殖 は 可能 に な っ た が(種 に よ り難 し いの も あ

るが)ア デ ノ ウ ィル ス1型(CAV-1)に よ る肝 炎 の予 防 に つ いて は 、 当 社 も研 究一中 で

あ り、 ワ クチ ン と人 工 受 精 が 今 後 の 課 題 で もあ る 。

以 上 で 当社 の 紹 介 を終 わ ります 。
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.表 .1阿 蘇 くま牧 場 の クマ 飼 養 頭 数 推 移

種 類 1973.71986.91987.91988.919$9.9-1990.9-1991.5

ヒグ マ

ヒマラヤグ マ

ッキノワグ マ

アメリカグ マ

コテ.イ アックヒク'マ

ク'リ スリー

ウマグ マ

マレーグ マ

ナマケグ マ

ホッキョクク。マ

メガ ネグ マ

計

冒

40

10

0

0

0

0

a

子

手

0

0

60前 後

2

3

0

9

4

0

2

1

4

3

2

0

9

8

3

1
占

¶⊥

-
ゐ

62

6

1

9

8

5

4

2

1

3

3

2

4

8

9

3

(乙

、⊥

1

82

2

7

7

3

5

8

2

2

5

3

2

6

ー
へ

0

5

3

1

1
亀

=」

1

1

nj

1

1

0

5

4

5

2

9

5

2

2

5

9
】

,
⊥

6

ワ
】

-
▲

=
」

-
▲

ー
ム

3

5

1

3

4

4

5

2

0

5

2

2

3

6δ

9
臼

n◎

(乙

噌⊥

1

0

1

1

4

133

ユ19

96

26

4

19

4

皇 一

_6

2

2

420

表2阿 蘇 くま牧 場 が 使 用 して い る指 定 配 合 飼 料(ペ レ ッ ト)

基 準指 定 配 合

Kcal/Dog

粗蛋 白 粗脂肪 粗繊維 粗灰分 Ca P MEDog

17.6 4.3 3.6 8.6 1.2 1.2 2.817
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表3

1986年 ～1991年

＼

阿蘇 における出産期

表4産 子数

.「,L「.F.■,一

一.

種 麺 86.9 87.9 88.9 89.9 90.9 91.5

一

ヒグマ 0 5 41 51 37 za

一一

ヒマラヤ 23 14 29 21 22 13

ツキノワ 2 11 za 20 26 22

アメクロ 3 is 8 n A 6

コ髪ワ a 0 3 1
■
0 0 .

グ リズリー

.

4 4 4 5 2 n

ウマ グマ a 0

脚

a a 0 0

マレー 0 0 a 0 a 0

ナマケ a a z i i 3

μ

ホツ》 0 a a a 0 0

.

メガネ
,

a 0 0 a 0 0

計 32

一

44 102 10ヨ 92 76

＼ 年 12月
、

1月 、 2月'
曹丁L.,.

旦月'
.「 ・.

出 産 耶
需

ヒ

グ

ヱ

88

89

90

91

31 21/2680%

29/3485%

21/3070%

12/瓦370%

24

7

3

1123

17

23

【

ヒ

マ

ラ
・

ヤ

88

89

9冒0

91

10

17

工6

is

一.

15/2365%

15/2075%

14/3243Y.

9/1275%

18

31

27

23

ッ

キ

ノ

ワ

88

31

90

91

30

31

27

26

12/1770%

12/1675%

14/1687Ye

11/M78%

3

27

25

22

ア

メ

ク

ロ

as

89

90

91

24

28-31

21

23 }

Hissoy

2/S40Y

3/3.100

3/3100

19

2

29

コ.

デ
ィ
ア
ッ
ク

88

89

90

91

is

23

出産せず

出厘せず

「　
_
i/iioo

1/1.』100

0/o一_

o/o

グ
リ
ズ
リ
ー
.

88

89

90

91

1119

9-22

24

1

7

・P r

2/2100

zizioo
,

i'/zso%

2/2100

ナ

マ

ケ

88

89

90

91

zn,

29・

28・

31・
り

1/1100

1/250%

1/250%

4/250%
・.

1憩 の熊群における出麿開始日から最後の出産 日を衷† 一

出産率=産 室 に収容した熊 の出産串

一

29



表5種 類別産 芋数1

(組 一%)

＼ 年.
一 子 二 子 三 子 計

`

ヒ.

グ

マ

89

90

91

5-10

4-11

2-7

18-72

9-49

4-29

3-18

5-40

6-64

50

37

28

ヒ
マ

ラ
ヤ

89

90

91

9-43

4-18

1-8

6-57

9-82

6-92

o-o

o-o

o-o

21

22

13

ア
メ
ク
ロ

89

90

91

1-25

0-0

0-0

0-0

2二100

3-100

1-75

0-0

0-0

4

4

6

ツ
キ
ノ
ワ

89

90

91

4-20

2一$

o-o

8-80

12-92

11-100

o-0

0-0.

o-a

20

26

22

クぐ

姿

マ

89

90

91

o-o

o-0

1-25

1-40

2-100

0-o

1-60

0-0

1-75

5

2

4

ナ

マ

ケ

89

90
、r'

91

工 一100

1-10U

o-o

o-o

o-o

o-o

o-o

o-0

1-100

1

1

3

・コ

デ

イ

ア

ツ

ク

88

89

90

o-0

1-100

o-0

0門 一 〇

●

1-100

0-o

3

1

0

・人工飼育下 では1回 の出産で2子 が生 まれ る率が高 い
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國

蘇熊牧場(調)

り

阿
「
)

よ「く ま 」 の 飼 料 、1988年11 ,月ア ン ケ ー ト回 答表6 .
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「
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「
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クホツ
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もい生

,

もい煮

ガヤジ煮

ゴンリ

ンカ、ミ

ナナパ

しな

ゾバ、

ドツケスピマク

参人

菜白

菜膏

草牧

.

肉馬

ジ
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セ用一獣甲ソ食肉
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圏
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表7く ま の死 亡原 因

闘 争

肺 動脈破裂'肺 炎

肝炎

出血 性腸炎

尿毒 症

腫瘤 、 胃潰瘍

心不 全

老衰

胆 管癌

甚急性敗血症

肝 癌

肝 機能不全

誤 エ ン窒息

大網膜腫瘍

肝 硬変

病 死

回虫症

糖尿病 の疑い

肺腫 瘍

十 二 指 腸 膵 の腫 瘍 『

テ ンカ ン(溺 死)

円 山 、 ア メ リカ ク ロ ク マー(王 子)、 ヒ グ マ て安 佐).

ヒ マ ラ ヤ ♀(王 子) 、 一

ニ ホ ン(旭 山)・ ク ロ ク マ(旭 山)も マ レー(上 野)

ホ ッキ ョク(旭 山)マ レ ー(平 川)一

ホ ッキ ョク(旭 山)

(到 津)

(到 津)

マ レー(平 川)

ホ ッキ ョ ク(東 山)

ッ キ ノ ワ(安 佐)ヒ グ マ(東 山)ホ ッキ ョ ク(上 野)

メ ガ ネ(上 野)ヒ グ マ(上 野)

ナ マ ケ(平 山)

ク ロ ク マ(秋 吉 台 サ フ ァ リ)2件 マ レー(熊 本)

(秋 田.大 森 山)

ホ ッ キ ョク(仙 台)ホ ッ キ ョク(熊 本)ナ マ ケ(上 野)

ホ ッ キ ョク(仙 台)∵ 一一.

メ ガ ネ(上 野)い

ヒ グ マ(上 野)_

ナ マ ケ(上 野)一

ヒ グ マ 、 ッ キ ノ ワ(沖 縄)

(天 王 寺)

(天 王 寺)

ヒ グ マ(熊 本)

1988、11、 に 当 社 が 行 っ た ア ン ケ ー ト調 査 に よ る

表8ク マ の疾 病

腸 重 積

臨床 的 に は3～4日 位 食 欲 が低 下 し、 衰 弱 死 す る。 重 積 して い る部分 は5cm

位 で も腸 管 内 部 に は、 そ の約5～6倍 が 入 っ て い る。

遺 物 の 臓 器 へ の 刺 入

脱 臼、 闘 争 、

気 管(支)炎 、 肺 炎

肝 硬 変(老 齢)
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5.動 物 園 に お け る動物 脱 出防 止 の意 味 と

希 少 動 物 の飼 育 繁 殖 につ い て

成島 悦雄(東 京都 公園緑 地部)

1.飼 育 動 物 の脱 出 防 止 の意 味

動 物 園 は、 世 界 各 地 か ら珍 しい動 物 を集 め て 人 々 に見 せ る娯 楽施 設 と し て発 達 し て き た。

野 生 動 物 を見 せ る場 合 、 ふ つ う特 定 の場 所 に収 容 して見 せ る こ とに な る。 見 せ る側 と し て

は 、 動 物 が見 や す い よ うに工 夫 す る と と もに、 逃 げ る こ とが な い よ うに 注 意 を払 っ て動 物

舎 を作 る。 動 物 に よ っ て運 動 能 力 や破 壊 力 は様 々 な の で、 個 々の 動物 種 に 応 じた 動 物 舎 が

必 要 に な る。 そ うは 言 っ て も、 動 物 が脱 出 して は じめ て そ の運 動 能 力 に 気 付 か され る こ と

も多 い。 世 界 中め 動 物 園 で、 動 物 舎 の 不 備 や 飼 育 担 当 者 の 不 注 意 な どが 原 因 で動 物 の 脱 出

が 発 生 し て い る 。 動 物 の脱 出例 の い くつ か を以 下 に紹 介 す る。"

1ユ.ク ロ ヒ ョウ脱 出 事 件

日本 の 動 物 園 で の 動 物 脱 出事 件 で は、 上 野 動 物 園の ク ロ ヒ ョウ事件 が 有 名 で あ る。 シ ャ

ム を訪 問 した経 済 使 節 よ り昭和11年5月18日 に雌 の ク ロ ヒ ョウが 動物 園 に 贈 られ た 。 この

ク ロ ヒ ョウ が 同年7月25日 未 明 に運 動 場 の 天 井 の隅 か ら脱 出 して い るの に 職 員 が 気 づ き、

大 騒 ぎ とな っ た 。 ク ロ ヒ ョウは千 川 上 水 跡 の 空 堀 か ら暗渠 に逃 げ込 ん だ が 、 同 日午後2時

35分 、 現 在 の都 立 美 術 館 付 近 のマ ンホ ール で 発 見 され 、 午 後5時35分 、 マ ン ホー ル か ら飛 一

び 出 し た と ころ を捕 獲 され た。 ク ロ ヒ ョウ ほ ど の猛 獣 が都 会 の 真 ん 中 で 脱 出 した に もか か

わ らず、 人 も動 物 も怪 我 が な く、 無 事 、 事 件 が 落 着 した ことは 驚 きに 値 す る。 因 み に 昭 和

11年 の三 大 事 件 とは2.26事 件 、 阿 部 定 事 件 、 ク ロ ヒ ョウ事 件 だ っ た と伝 え られ て い る。2

1.2.チ ンパ ン ジー の 開 錠 事 件

カギ を か け て も逃 げ られ て しま う ,こと もあ る。 昨年 、 犬 山の 京都 大 学 霊 長 類研 究 所 の チ

ンパ ンジ ー が カ ギ を あ け て脱 出 し、 話 題 とな っ た の は記 憶 に新 し い。 動 物 の 能 力 に 応 じ た

動 物 舎 を つ く らね ば な らな い とは い っ て も、 カギ を開 け る こと まで 想 定 し て対 処 しな け れ

ば な らな い とは 、 誰 も思 い つ か な か っ た に ちが い な い。

1.3.シ ロハ ラ ウ ミ`ワシの 脱 出事 件

動 物 舎 が不 備 で 動 物 が脱 出 す る こ と もあ る。20年 ほ ど前 に上 野 動 物 園 の 猛 禽 舎 か らシ ロ

ハ ラ ウ ミ ワシ が 逃 げ た こ とが あ る 。 当 時 の猛 禽 舎 は、 金 網 の か わ りに ピア ノ線 を何 本 も縦

に走 らせ た作 りに な っ て いた 。来 国 の動 物 園 を視 察 して きた職 員 の 提 案 に よ る もの で、 横

に走 る 目障 りな 線 が な い ため 動物 を 見 るに は とて も好 都 合 で あ っ た。 後 で わ か っ た こ とだ
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が 、 適 切 な 張 力 で ビア ノ線 を上 下 に張 れ ば 問 題 は な い が、 張 力 が 十 分 で な い と 中.の ワシ が

ピア ノ線 に ぶ つ か っ.て もが くと、 時 に隣 合 っ た ピア ノ線 が 左 右 に開 き、 頭 が 出 、 俸 が 出、

結 局 、 外 に 逃 げ て し ま う欠 点 が あ っ た。 上 野 の 山 で ワ シ捕 りが 行 わ れ 、 数 日後 に 無 事 捕 ま

え る こ とが で きた 。 現 在 で は横 に も鋼線 が 張 られ 、 改 善 .され て い る。一

1.4.飼 育 動 物脱 出 に よ る直 接 的 な被 害-ー

ペ ッ トも含 め て 飼 育 し てい る動物 が逃 げ 出 す と、 様 々な 問題 が発 生 す る。直 接 的 な 被 害

と して は、 猛 獣 が逃 げ た場 合 、付 近 の住 民 に精 神 的 な 動揺 を もた らす こ とが考 え られ る。

ま た、 動 物 に噛 み つ か れ た り、 ひ っ か かれ た り して人 が傷 を負 う他 、 人 に感 受 性 を 持 つ病

原 体 を動 物 が 持 っ て い た場 合 に は、 病 気 の 感 染 とい う 問題 も発 生 す る。 感 染 試 験 が 行 わ れ

て い る実 験 動 物 が逃 げ だ した場 合 に は、 公 衆 衛 生 上 問 題 に な ろ う。 入 だ け で な く在 来 の 野

生 動 物 に病 気 を感 染 させ る こ と も考 え られ る。

1.5,飼 育動 物 脱 出 に よ る間 接 的 な 被 害

自然 環 境 に対 す る影 響 も大 き い。 間 接 的 な 被 害 と言 っ て も よ い帰 化 動 物 の 商 題、で 透 る。

日本 各 地 で タイ ワ ン リス が繁 殖 して い るが 、 これ は 動 物 園 や 家 庭 で 飼 わ れ て いた 個体 が逃

げ だ し た り、 あ る い はベ ッ トと して飼 い きれ な く な り、 殺 す の は か わ い そ う と意 識 的 に 放 ～

され た もの に 由 来 して い る。 帰 化 動 物 に は、 食 用 と して 飼 わ れ て い た ウ シガ エ ル 、 その 餌.

の ア メ リカ ザ リガ ニ、 毛 皮 と して 養 殖 され て いた マ ス ク ラ ッ トや ヌ ー ト リア 、 ペ ッ トで は

イ ン コ類 、 ア カ ミ ミガ メ、 グ ッ ピー な どが あ げ られ る。

帰 化 動 植物 は 、 今 あ る 自然 の バ ラ ンス を破 壊 す る。 近縁 種 ど う しで交 雑 が お きれ ば 、 種

と して 持 っ て い た貴 重 な遺 伝 情 報 も消 失 して し ま う。 青 森県 で、 経 営 が行 き詰 ま っ た動 物

園 類似 使節 か ら逃 げ 出 した タ イ ワ ンザ ル が、 北 限 の ニ ホ ンザ ル と交 雑 す る お そ れ が あ る と'

問題 に な っ て い る。 外 来 野 生 動 物 を飼 育 して い るの は 動物 園 に 限 らな い が、 動 物 園 で は い

ろ いろ な野 生 動 物 を飼 育 して お り、人 に危 害 を加 え る 種類 も多 い た め、 動 物 の騰 出 防止 に

は 十分 す ぎ る配 慮 が 求 め られ る。下 北 の例 の よ う に、 逃 げ 出 した タ イ ワ ンザ ル を強 制 的 に

捕 獲 で きな い法 的 不 備 もあ り、行 政 当局 に対 しての 働 き か け も必 要 で あ る。

2.希 少 動 物 の飼 育 繁 殖 と動 物 園

動 物 園 は長 い こ と野 生 動物 の消 費 者 で あ っ た。 しか し、 現 在 では 野 生 動 物 の 飼 育 経 験 を

と お して、 飼 育繁 殖 に 関 す る デ ー タ を蓄 積 し、 関 連 技 術 を開 発 して き た。 人 工 受 精 、 受 精

卵 移 植 、 生 殖 細 胞 を冷 凍 保存 す る冷 凍 動 物 園 な ど畜 産 工学 の 応 用 も進 ん で い る。 今 後 は こ

れ らの ノウハ ウ を野 生 動 物 の 繁殖 に役 立 て て い こ う とい うの が 、 世 界 の 動 物 園の 共 通 認識

だ。.一

2.1.国 際 的 な 情 報 ネ ッ トワー クの 構 築

希 少 動 物 の 繁 殖 は、 個 々の動 物 園 だけ でで き る事 業 で はな い・。 世 界 の 動 物 園 で 飼 わ れ て

い る動 物 を1つ の 繁 殖集 団 と み な し、 遺 伝 的 多 様 性 が 最 大 限 保 て る よ う に計 画 的 に管 理 さ
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れ た 交配 を行 う こ と が肝 要 で あ る。 その ため には 、 ど この動 物 園 に ど う い う経 歴 の個 体 が

い る か と い う人 の 戸籍 や 住 民 票 に あ た る情 報 を動 物 園 間 で 共 有化 す る必 要 が あ る。飼 育 さ

れ て い る野 生 動 物 の個 体情 報 を集 めぐ コ ン ピュー ダ ー でデ ー一タ を管 理 す る耐体 情 報 管 理 シ

ス テ ム(ISIS)が1980年 代 の 始 あ に米 国 で 完 成 し=た。 現.在 は、 ま だフ ロ ッ ピー と 印刷 物 に

よ る情 報 提供 た 止 ま っ て い るが 、 生 来 は オ ンラ イ ン化 され、 直接 本 部 に ア グセ ス で きる 計

画 に な っ て い る。.世 界 の 多 数 の 動 物 園がISISに 加 入 して お り、遅 れ ば せ な が ら上 野 動 物 園

と多 摩 動 物 公 園 も}今年 度 加 入 す る予 定 で あ る。.一

2,2.国 際協 力 に よ る種 の保 存

都 で は希 少 動 物 繁 殖 計 画(ズ ー ス トック計 画)を1989年 か ら実施 して い るが、 これ は 日

本 や 世 界 の 動 物 園 との 協 力 を前 提 と して い る。 国 内 の動 物 園 間 の協 力 に よ る種 の保 存 計 画

は 日本 動 物 園水 族 館 協 会 に よ り実 施 され て い る。 国際 的 に は、 日本 の 他 、 東 南 ア ジ ア 、 イ

ン ド、 オセ ア ニ ア、 北 米 、 中 米 、 ブ ラ ジル 、 ヨー ロ ッパ 、 ア フ リカの9つ の 地域 で、 そ れ

ぞ れ 動 物 園 に よる 飼 育 繁 殖 を 目指 す 種 の保 存 計 画 が発 足 して い る。 各 地 域 間 あ調整1さ 囲 際

自然 保 護 連 合(!UCN)の 飼 育 繁 殖 専 門 家 集 団(CBSG)が 行 っ て い る。 最 近 では、 北・米 の 動

物 園 で繁 殖 した シ シ オザ ル が 日本 の動 物 園 に無 償 で送 られ、 日本 で の シ シ オザ ル 繁 殖群 の_

形 成 に 大 きな 力 とな っ て い る。 、

2.3.日 本 産 の ク マ と動 物 園

ニ ホ ンツ キ ノ ワ グ マ とエ ゾ ヒグ マ は 、 と もに 生 息 域 が 分 断 され て お り、 この ま まで は 、

近 親 交 配 が避 け られ ず、 日本 産 ク マ の遺 伝管 理 の 面 で 大 き な問 題 とな っ て い る。 四 国 の ツ

キ ノ ワグ マ に つ い て は全 頭 を捕 獲 して飼 育 繁 殖 を 行 い、 個 体 数 を回復 させ る ことが 考 慮 さ

れ て よ い。 しか し、 四 国産 の ツ キ ノ ワグ マ も含 め て 個 体 数 が 著 し く減 少 した地域 個 体 群 に

つ い て は 、 地 域 個 体 群 の遺 伝 子 を純 粋 に残 す こ とに 固 執 せ ず 、 他 地域 個 体 群 の血 液 を導 入

し、 健 康 な 遺 伝 子 群 と して維 持 す る こ との ほ うが 現 実 的 と思 われ る。 い ず れ に与 て も、 日

本 の 野 生 動 物 の現 状 を考 え た時 、 動 物 園は ク マ を は じめ と した 日本 産 野 生 動物 の飼 育繁 殖

に 、 遺 伝 管 理 の 面 か ら も、 も っ と積 極 的 に関 与 す べ き で あ る。
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一 .一6.東 北 地 方 の ツ キ ノ ワ グ マ

'由 井 正 敏(森 林総 合研 究 所 東 北 支所)

1,は じめ に

東 北 地 方 各 県 や 全 国 の ツキ ノ ワグ マ に関 す る調 査 、 捕獲 統 計資 料 及 び文 献 を黒 い て、 東

北 地 方 の ツキ ノ ワグ マ の生 息 状 況 を整 理 、 分 析 す る。 また 出産 、 死 亡 に 関 す る各 種 パ ラ メ

ー タ等 を用 い て、 東 北 地 方 の ッキ ノ ワ グマ の 今 後 の動 向 を解 析 す る。 さ らに 当 支所 の 収集

した 堅果 の 結 実 状 況 の 資 料 を用 いて 、 ッキ ノ ワグ マ の有 害 駆 除数 との 関 連 を分析 す る。 こ

れ らの結 果 を総 合 して、 東 北 地 方 の ッキ ノ ワグ マ個 体 群 の 保 護管 理 法 を考 察 す る。 な お 当

支 所鳥 獣 研 究 室 で は これ まで に 、秋 田、 岩 手 両 県 の ッキ ノ ワ グマ捕 獲 個 体 の年 齢 査 定 を分

担 実 施 して い る・ .'.二 ∵

2.東 北 地 方 の ッ キ ノ ワグ マ の分 布 の 特徴 、.,

環 境 庁(1979)の 第2回 自然 環 境 保 全基 礎 調 査(動 物 分 布 調査 報 告 書)に よれ ば 、 東 北

地 方 の ツキ ノ ワグ マ は脊 稜 山脈 沿 いか ら北 上 山 地 、 白神 山 地 な どに か け て か な り連 続 的 に

分 布 して い る。 東 北 南 部 で は、 新潟 、群 馬 、栃 木 各県 境 に か け て広 く繁 殖 域 が連 な っ てお

り、 東 北 地 方 の 個 体 群 が 南 の もの と隔絶 して い る わ け で は な い。 た だ し下 北 半 島 の 個 体群

は ほ ぼ 隔絶 状 態 に あ る。 北 上 山 地 の個 体 群 は花 巻 以 北 で奥 羽 山系 と往 来 し てい る と思 わ れ

る情 報 が しば しば あ る。 津軽 半 島、 岩 手県 北 部 、 宮 城 以 南 の太平 洋 側 お よび秋 田 県 南 部 に

は ほ とん ど分 布 し な い。 しか し最近 の調 査 で は、 秋 田県 南 部 丘 陵地 域 に は か な りめ 生 息 が

認 め られ た と い う 。絶 滅 区 画 率 は0.8%で 他 地 方 よ り低 い。 一,、

前記 報 告 書 に よ れ ば、 ッ キ ノ ワグ マ の生 息 区画 率 は 東 北 地 方 が52.5%で 最 も高 く、次 が

中 部 地 方 の47.7%で あ る。 古 林(1988)の 地 方 間 の比 較 分 析 に よれ ば 、 温 量 指 数80以 下 の

区 画率 とツ キ ノ ワ グ マ の 生 息 区 画率 の 間 に は正 の 相 関 が あ り、東 北 地 方 は両 者 と も高 い 。

温量 指 数45～85の 間 が ミズ ナ ラ ー ブナ ク ラス域 で あ り、45以 下 の区 画 は 本 州 以 南 で は少 な い。

ッキ ノ ワグ マ が 東 北 地 方 に広 く分布 す るの は、 ブナ 、 ミズナ ラ等 の 落 葉 広 葉 樹 林 帯 が優 占

して い る こ とが1つ の理 由 で あ ろ う。 しか し、 ブ ナ、 ミズ ナ ラの 天 然 林 は近 年 減 少 が著 し

く、 そ の こ とが ッ.キ ノ ワグ マ の分 布 や 密 度 に影 響 を及 ぼ さな いはず は な い と思 わ れ る 。

3.捕 獲 数 の 変 動

1979～'88年 の 東 北6県 合 計 の年 平 均 ッキ ノ ワ グマ 捕獲 数 は、 狩 猟274頭 、有 害 駆 除526頭

の計800頭 で あ る 。1965年 頃 は 合 計450頭 、1970年 ごろは 同432頭 で あ るか ら、 こ こ10年 は 倍
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近 くで 推 移 し て い る こ と に な る。 この傾 向 は 全 国 的 な ッキ ノ ワ グマ の捕 獲 数 の 変 動 パ ター

ン と一 致 す る。一この10年 につ い て、 捕 獲 数 の 変 動 を見 る と図1の よ うに な る。 図 では 北 東

北3県(青 森 、 秋 田 、 岩 手)と 南 東 北3県(山 形 く 宮城 、 福 島)に 分 け て ま どめ て 示 して

あ る 。 これ は 各3県 で変 動 パ ター ンが比 較 的 同 調 し てち り、 か つ 南北 で は'異な っ て い た た

め で あ る。 』"

図 に よれ ば 、 凹 凸 は それ ぞれ あ る ものの 、 各 ブ ロ ック と も合 計 捕獲 数 が 最近 特 に減 少 に

向 か って い る と'は見 られ な い。 狩 猟 に よ る捕獲 に 比 べ 、 有害 駆 除 の頭 数 は2倍 ぐ らい多 い

が 、 特 に北 東 北3嗅 で は有 害 駆 除 頭 数 の年 次 変 動 が 大 き い。 これ に つ い て は 後 で 分 析 す る 。

4.東 北 地 方 の 生 息 頭 数

東 北 地 方 で は これ ま で に青 森(調 査 年1981)、 秋 田(同1981～'82)、 岩 手(同1989)、

山 形(同1978～'86)の4県 で、 各 種 の 手法 に よ る(環 境庁 ・野 生研1990参 照)ツ キ ノ ワ グ

マ の 生 息 調 査 が実 施 され て い る。 これ らの 結果 に1965年 の 中 央 林 業相 談 所 の調 査 結 果 を合

わ せ て、 表1に 各 県 の 生 息頭 数 を示 す 。 同表 に は 生 息 密 度 お よび 最大 推 定 値 も示 し たσ 後

者 は 統 計 的 手法 に よ る 生息 密 度 調 査 結 果 よ り も実 際 に は も っ と生 息 す るは ず と し て、 各 種

情 報 か ら推 測 され た数 値 で あ る。 な お秋 田県 では1985、'86年 に ヘ リコ プ タ ー を用 い た再

調 査 が行 わ れ 、 前 述 の 南秋 田 の丘 陵 部 に もか な りの 生 息 が確 認 され 、1991年 度 で は全 体 で

1300頭 前後 生 息 す る と され て お り、 表 には その 数 値 を用 い た。 ま た、 福 島 県 につ い て は、

この5年 間 の 平 均 捕 獲 数182頭 の レベ ル か らみ て(秋 田、 岩 手 と 同 レベ ル)、 少 な くと も

800頭 位 は 生 息 す る と考 え た。

表 か ら東 北 地 方 で は1965年 に は全 体 で2070頭 で あ っ た もの が 、 最近 で は 少 な く と も3687

頭 と な り、8割 増 に な って い る。最 大 で は5500頭 位 生 息 す る こ とが 予 測 され『る。 この増 加

傾 向 は 最近 の 捕 獲 頭 数 の増 加 と同調 して い る。 生 息 密 度 は100ha当 た り0.087～(L232頭 で 、

平 均0.1445頭 、 つ ま り692haに1頭 で あ る。 これ は ッ キ ノ ワグ マ の 可住 環 境(環 境 庁 調 査 の

生 息 確 認 メ ッシ ュ)で の 平均 密度 を示 す。 山形 県 の好 適 生 息 環 境 では100ha当 た り0.707頭

で あ り、 これ は ッ キ ノ ワ グマ が 多 い と言 わ れ る石 川県 白 山(渡 辺1974)の0。690頭 と同等

の密 度 レベ ル で あ る。

'5 .東 北 地 方 の ッ キ ノ ワ グマ 個 体 群 の 動 向予 測

前項 で 得 られ た 生 息 数 の 推 定 値 や 捕 獲状 況 、 お よび 東北 地 方 を 中心 に得 られ た出 産 、 死

亡 等 に 関 す る各種 パ ラ メー タの 平 均 値 を用 いて 、 東 北 地 方 の ツ キ ノ ワグ マ個 体 群 の動 向 を

予 測 す る 。 始 め に 各 種 パ ラ メー タ を推 定 す る。

5.1。 繁 殖 年 齢

雌 の場 合 、 岩 手 県(1991)で は、3歳 の個 体 が 子 を連 れ て いた 例 が あ るが 、 一 般 的 に は
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3歳 以 上 で妊 娠 可 能 と考 え られ る 。 つ ま り、 明 け4歳 で通 常 出産 を始 め る。 た だ しすべ て

の4歳 雌 が 出産 す るわ け で は な い。 雌 の 繁 殖 停 止 年 齢 は未 確 認 であ るが 、14歳 の 個 体 が 子

を 連 れ て い た例 が あ るの で 、10歳 台 の 中 間 位 まで は 出産 可 能 と見 られ る。雄 の 繁 殖 開 始 齢

は 明 け4歳 以 上 で 、 停 止 年 齢 は10歳 台 の 中 間 が 平 均 と悪 わ れ る。1(}歳 台 の 中 間 以 降 の 個 体 一

の 割 合 は 低 い の で、 こ こで は3歳 以 上 の雌 は す べ て妊 娠 可能 と して お く。一

5.2.3歳 以 上 の ヅ キ ノ ワグ マ の 構成 比

野 生 で 生 息 ず る ツ キ ノ ワグ マ個 体 群 全体 に 占 あ る3歳 以 上 の個 体 の割 合 は 、』3歳 未 満 の

個 体 の 割 合 が把 握 しに くい の で、 その 推 定 は 簡 単 では な い。 こ こ では 、 岩 手 県 の 捕 獲 個 体

の 年 齢 分 布 状 態 の ス ムー ジ ング に よ っ て推測 して お く。 図2は 工987～'88年 に岩 手 県 な い で

捕 獲 され た ッ キ ノ ワ グマ の 齢 査 定 結 果 か ら得 た 年 齢分 布 の ヒ ス トグ ラ ク で あ る。 こ こで は

1988年 の 分 は、 各 個 体 の 年 齢 か ら1歳 を引 いて1987年 に 重 ね て あ る。2歳 以 下 の捕 獲 個 体

が少 な いの は、 岩 手 県 で は 子 連 れ ク マ を猟獲 しな い紳 士 協定 が あ る た め で あ る 。

3歳 以 上 の 各 齢 級 個 体 数 を用 いて 、2次 回帰 曲線 を 当 て は め る と図2`に 示 じ為 よ うな有

意 な 回 帰 式 が 得 られ た 。 この 曲線 を外 挿 して、3歳 未 満 の齢 級 の個 体 数 分 布 を求 あ る。 こ

れ か ら3歳 以上 の個 体 の 割合 は約60%と な6.た 。 同様 の 手法 を当 ては め る と秋 田県(1983)＼

新 潟 県(1987>と も50%前 後 に な る が、 どれ が よ り実 態 に近 いか は ま だわ か らな い。

5.3.雌 グ マ の 割 合

ッキ ノ ワグ マ の 性 比(雄:雌)は 、 子 グマ で み る限 り1:1で あ る(宮 尾1989)。 しか

し な が ら、 捕 獲 資 料 で成 獣 の性 比 をみ る と各 地 の 平均 でL4:1で 、 雄 が か な り多 く捕獲 さ

れ て い る。 これ は 成 獣 で は雄 が 多 く生 息 す る とい う よ りは、 雄 の方 が捕 獲 され や す い た あ

と考 え られ る 。 そ の ため 実 際 に は 雌 の 方 が 多 く生 残 っ て い るは ず で あ る。 ここ で は、 雄 成

獣 が 各 年 度 当初 生 息 数 に対 して 定 率 で 捕獲 され る とい う仮 定 で シ ミュ レー トし た い くつ か 一

の 結 果 を も とに 、 実 際 の 成 獣 個 体 群 の 性 比 を1:1.5と す る。__一.

④ 出 産 間 隔

岩 手 県 の 調 査 で は 、 秋期 の成 熟 雌15頭 を分 析 した結 果 、 妊 娠 の微 候 で あ る黄 体 細 胞 が顕

著 に 見 られ たの は6頭 、40%で あ っ た。 つ ま り成 獣 雌 は2.5年 に1度 妊 娠 して い る こ とに な

る 。 しか し、 妊 娠 が そ の まま 出 産 に つ なが るわ け では な い。 ッキ ノ ワ グ マの 出 産 は2な い

し3年 に1度 行 わ れ る と され る(新 潟 県1987、 森 下1979)。 平 均 を と って2.5年 に1度

とす る と、 成 熟 雌 個 体群 の 平均 出 産率 は、 や は り40%と な る。 しか し、 テ レメ に よ る米 田

の追 跡 調 査 で は(西 宮1990)、 出産 間隔 は3年 以 上 の もの が 多 い よ う で あ る。 その た め

こ こで は 出 産 間 隔 を3年 と して お く。

⑤ 産 子 数 一

ッ キ ノ ワ グ マ は1回 の 出産 で1～3頭 の 子 を産 む が 、3頭 の場 合 は ご く少 な い。 通 常2

子 で あ るが 、1子 の場 合 もか な りあ る。 各 地 の 調 査(捕 獲 と 目撃 を含 む)の 平 均 値 では 、

山形 県(1982)1.63頭 、 長野 県(宮 尾1989)1.62頭 、 秋 田県(1983)1.49頭 、岩 手 県(19
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91)1.50頭 、 な ど と な り、 その 他 渡 辺(1974)1.92頭 、 高 橋(1974)L89頭 の報 告 が あ る。

これ らの 平均 値 は1一.675頭 とな る 。

1腹 産 子 数 は親 の 年 齢 、 密 度 、 餌 の 豊 凶 な ど によ り'地域 、 年 度 で 異 な る一と考 え られ るが 、

い ず れ 平 均 で は2頭 以 下 で あ る。 上 の 平均 値 は 出 産 後 少 し時 間ーを経 過 して か らの 値 と考 え

られ る の で、 こ こで は約5%増 の1.75頭 を平 均 産 子 数 と して お く。'

⑥ 翌 年 出 産 期 ま で の3歳 以 上 の 捕獲 割 合

こ こ10年 の 東 北 地 方 の ッ キ ノ ワグ マ の年 間 捕 獲 数 は 先述 の とお り800頭 で あ る が 、 この う

ち3歳 以 上 の 個 体 の 割 合 を知 る必 要 が あ る。 各 県 の 捕 獲 実績 の平 均 値 か らその 割 合 を約80

%と して お く。

⑦ 翌 年 出 産 期 まで の 成獣 の 自然 死 亡 率

これ につ いて は デ ー タ が な い の で、 森 下(1979)に な らっ て仮 に3%を と っ てお く。

⑧ 東 北 地 方 の ツ キ ノ ワグ マ の 当初 生 息 数

先述 の 歳 台 推 定 値5500頭 とす る。 . _.

以 上 のパ ラメ ー タ か ら、 東 北 地 方 の ッキ ノ ワ グ マ の毎 年 の全 出産 子 数 を計算 で き'る。55一

〇〇頭 の うち、3歳 以 上 の 成 獣 数 は の60%を 乗 じ て3300頭 、 この うち雌 成 獣 は③ の 性 比 か ら

1980頭 。 そ の うち 春 先 まで に捕 獲 され る個 体 は 、 ③ の 捕 獲 性 比 と⑥ か ら267頭 で、 残 りは

1713頭 。 この うち 春 先 ま での 自然 死亡 は⑦ か ら51頭 で 、 残 りは1662頭 。 この雌 グ マ 個体 群

が3年 お きに(④)、1.75頭(⑤)を 出産 す るの で 、 毎 年 の 全 出産 子 数 は、1662÷3×

1.752970頭 とな る。

970頭 の うち3歳 まで 生 き残 る の は、 図2の 式 の0歳 か ら3歳 まで の 間 の 減少 割 合 約30%

を 当 て は め て、679頭 とな る。 つ ま り東 北 地 方 で は毎 年679頭 の ッキ ノ ワグ 々が 成 獣 の仲 間甲

入 り をす る こ とに な る。 この 値 は東 北 地 方 で 毎 年捕 獲 され る成 獣640頭 に ほ厳 見 合 っ て

い る 。雌 だ け に つ い て詳 し くみ れば 、3歳 に達 す る個 体 は 性比 を1:1と して340頭 、1年

間 に死 亡 す る成 獣 個 体 は 捕 獲267頭 と 自然 死1頭 で計318頭 で、 これ もほぼ 釣 りあ っ て い る。

結 局 、 東 北 地 方 の ッキ ノ ワ グマ 個体 群 は、 こ こで 計 算 し た範 ち ゅ う で は、 現 在 ほぼ 安 定 状

態 を保 っ て い る こ とに な る。

6,有 害 駆 除 と結 実 豊 凶 の 関 係

一 般 に 山 の実 が 不 作 の 年 に は クマ が里 に 降 りて くる と言 わ れ るが 、 そ の点 を検 証 す る。

図3に 北 東 北3県 の ッキ ノ ワグ マ の有 害 駆 除 頭 数 と北 東 北 一帯 に お け る ブ ナ、 ナ ラ類 の結

実 豊 凶 の年 次 変 化 を示 した 。 た だ しコ ナ ラ は 岩 手 県滝 沢 の少 数 例 で あ る が、 そ の他 は 当支

所 の 調 査 に よ る広 域 の 判 定 であ る。

図 か ら各樹 種 と もに 不 作 の 年 に は、 有 害 駆 除頭 数 が 明 らか に増 加 して い る こ と が わ か る。

こ こ で見 られ る 有 害 駆 除 頭 数 の増 加 は、 そ の年 の 不作 が は っ き り した秋 ロ の捕 獲 の増 加 に
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よ っ て お り、 不 作 年 に は ッキ ノ ワグ マが 里 に降 りて き て良 く撃 たれ る こ と を示 唆 し て い る。

7.ま.と め 山

東 北地方 の シ キ ノ ワ グ マ は、 当初 予 想 し た ほ どには 衰 退 の徴 候 を示 して いなが こ と が 明=

らか に な っ たゐ た だ し下 北 半 島 を始 め孤 立 断 片 化 しつ つ あ る地 域 が 見 られ喧る し、 動 向 の予

測 に 用 い たパ ラ メ ニ タに は推 定 幅 の大 きい もの が あ るの で、 現 状 で安 全 と い うわ け で は な

い 。 天 然林 の 開発 や ブ ナ 、 ナ ラ類 の豊 凶 と有 害 駆 除 の 関 係 に見 られ る よ うに 、 個.体群 を不

安 定 化 す る要 因 も あ るの で、 今 後 の動 向 に は 注 意 を要 す る。

東 北 地 方 の ッキ ノ ワ グマ 個 体 群 が現 状 安 定 的 で あ る1つ の 要 因は 、 広 く分 布 す る 旧薪 炭

林 が燃 料 革 命 で報 知 され た結 果 、 結 実 可能 な30年 生 以 上 の 林 に育 って きた こ とが あ げ られ

る 。 しか し、 近 年 し い た け原 木 や グ ル メ用 木 炭 の 需 要 が 急 伸 しつつ あ り、 再 び 短 伐 期 で利

用 され る よ う な こ と に な る と、 ッ キ ノ ワグマ に も大 き な影 響 が 出 て こ よ う。 図 一3の 結 実

状 況 に見 られ る よ う に、 ッ キ ノ ワグ マ の主 要 な餌 資 源 で あ る ブ ナ、 ナ ラ類 の:3揮 は な り年

が ず れ て い る こ とが 多 い。 ま た 豊 凶 は小 地 域 で差 が あ る と も言 われ る。 し たが っ てY山 塊

単 位 に垂 直 的、 水 平 的 に これ らの 樹種 を満 遍 な く分 布 させ る こ とが、 ッ キ ノ7グ マ の 生息=

環 境 の保 全 に役 立 つ こ とに な る。
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島
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7.紀 伊 山 地 の ッ キ ノ ワ グ マ

.柴 田叡弍(奈 良県林業 試験場)

小船武 司(奈 良県株政 課)

1.は じめ に.

紀 伊 半 島 は本 州 の 南 端 に 位置 し、 海 抜800m付 近 まで は常 緑 カ シ類 を中心 とす る暖 温林 が 、

それ 以 上1,600m付 近 まで は ブナ に代 表 され る温 帯林 が 、 され にL600m以 上 に は シ ラ ベ を

中心 とす る亜 寒 帯 林 が み られ る。 しか し、 この 半 島 で は 吉野 、 尾 鷲 、龍 神 地 方 な どの 古 く

か らの林 業 地 が あ り、 これ らの 林 業 地 を 中心 に戦 後 人 工林 化 が進 ん で い る。 紀 伊 半 島 に お

け る ツキ ノ'ワグ マ は、 好 適 な 生 息 環 境 で あ る天 然 林 の 減 少 と と もに 個体 数 が 減 少 して きて

い る とい わ れ て い る。 ま た 、 生 息 域 で は スギ や ヒノキ の造 林 木 に クマハ ギ 被 害 を『起∫.す こ

と も知 られ て い る。 紀 伊半 島 に おけ るツキ ノ ワグ マ につ いて は、す で に柴 田 ・小船 ←1984)、

富 田(1989)お よ び前 川(1991)な どの 報 告 が あ るが 、 こ こでは 最近 の状 況 を加 え、 紀 伊 「

山地 に お け る捕 獲 頭 数 の 年 次 変 動 や 奈 良 県 に お け る捕 獲 地 点 や被 害 の状 況 な ど の資 料 を紹

介 した い 。本 調 査 は林 野 庁 情 報活 動 シ ステ ム 化 事 業 「野 生獣 類 に よ る新 た な森 林 被 害 の防

除法 確 立 の た め の 基 礎 調 査 」 の 一環 と して 行 っ た。

2.捕 獲 数 の変 動

環 境 庁 発 行 の 「鳥 獣 関 係 統 計 」 か ら紀 伊 山 地3県 で の ッキ ノ ワグ マ捕 獲 頭 数 の年 次 変 動

を み た 。 三重 県 、 奈 良 県 お よび和 歌 山 県 での1965年 か らの捕 獲 数 の 変動 を図1『 に示'す。

ま ず、 三 重 県 で の 捕 獲 数 の 変 動 をみ る と、1966年 に は50頭 以 上 が 捕獲 され た 赦 それ 以

後 は ほぼ10頭 以下 の捕 獲 数 で あ った 。 この26年 間 の 総 捕 獲 数 は235頭 で、年 平 均 捕 獲 数 は

9.0頭 で あ っ た。

次 に 、 奈 良 県 の 捕 獲 状 況 をみ る と、3県 の 中 で は も っ と も多 く捕 獲 され 、 こ の26年 間 の

総 捕獲 数 は578頭 に な っ た。 年平 均 で22。2頭 の ク マ が 捕 獲 され た。 この26年 間 比 較 的 コ ンス

タ ン トに 捕 獲 され る傾 向 が あ っ たが 、1977、1978、1979年 ごろの 若 干 の捕 獲 数 の 増 加 は 、

この 時 期 に始 ま っ た 田中 式 捕 獲 艦 の導 入 に よ る もの と考 え られ る(柴 田 ・小 船 、1984)。

さ らに和 歌 山県 で の 捕 獲 数 の変 動 を み る と、3県 の 中 では もっ とも捕獲 数 が少 な く、26

年 間 に78頭 の ク マ が 捕 獲 され た 。1985年 か ら3年 間 は 捕 獲 され な か った が、1989年 と1990

年 に は それ ぞ れ1頭 と3頭 の ク マ が捕 獲 され た 。 年 平 均 の 捕 獲数 は3.0頭 に な っ た 。

以 上 に示 した3県 の 捕 獲 数 を合 計 した紀 伊 山 地 の 捕 獲 数 は この26年 間 で889頭 に な り、 捕

獲 数 の 年 次 変 動 をみ る と、 捕獲 数 は ゆ るや か に 減 少 し て い る傾 向 が み られ た(図2)。26
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年 間 平 均 捕 獲 頭 数 は34.3頭 に な っ た。 年 間 の捕 獲 数 を 前後5年 間の 移 動 平 均 と し、 年 間 の

死 亡 率 を0.206と し、.森下 ・水野(1970)の 方 法 を 適用 して生 息 個体 数 を推 定 した(図2)。

1970年 前後 まで は.200頭 く らい と推 定 され る が、 それ 以 降 は減 少 傾 向 を示 し.、近 年 では150

頭 を切 る よ うな 状 況 に な って い る こ とが わ・か る。 一'一=

以 上 に示 した 捕獲 数 の 内訳 を 「有 害 」 と 「狩 猟 」別 に ま とめ で 図3に 示 した。 こ こで

「有 害 」 とは有 害 獣 駆 除 に よ る捕 獲 を、 ま た 「狩 猟 」 とは11月15日(1977年 以 前 は11月1

日)か ら翌 年2丹15日 ま で の猟 期 注 の 狩 猟 行 為 に よ る捕 獲 を い う。 三 重 県 では235頭 の うち

123頭 、52.4%が 、奈 良県 で は578頭 の う ち209頭 、362%が 、 さ らに和 歌 山県 で は78頭 の う

ち13頭 、16,7%が 有 害 獣 駆 除 で 捕 獲 され た。 この よ う に、 三 重 県 に お いて 有害 獣 駆 除 に よ

る捕 獲 数 が 多 いの は 、 ス ギ 、 ヒノキ に 対 す る被 害 が 多 いの と、 国 有林 が 橿 に よ る捕 獲 を 多

く行 っ て い る こ と に よ る もの と考 え られ る。 ま た、 冬 期 に おけ る狩猟 行 為 に よ っ て 多 くの

クマ が 捕獲 され て い るが、 聞 き取 りに よ る と、 この場 合 ワイ ヤ ー を使 っ た罠 に よ っ て捕 獲

され る こ とが 多 い 。 これ は紀 伊 山地 で は、 冬 期 に お い て、 ク マ は冬 眠 せ ず 活 動す .ること も

あ る こ と を示 して お り、 この地 域 の修 正 を示 す もの と して 興味 深 い。_..

1983年 か ら1988年 の 問 に、 奈 良 県 に お い で 「有 害 獣 駆 除 」 で捕 獲 され た場 合 の 捕 獲 方法'

の 内訳 に つ い て み る と、 濫 に よ る捕 獲 が捕 獲 頭 数 の77.4%と な り、 濫 に よ って 多 くの ク マ

が捕 獲 され て い る ことが わ か る(図4)。 これ は狩 猟 人 口 の減 少 に よ り、 橿 の 設 置 で 手軽

に 多 くの ク マ を捕 獲 す る こ とが で き る よ うに な っ た た め と思 われ る。

3.奈 良 県 にお け る捕 獲 地 点

奈 良 県 に お け る ッキ ノ ワ グマ 捕 獲 地 点 につ い て検 討 した(図5)。.こ れ は先 ほ ど述 べ た・

「狩 猟 」行 為 に よ って ク マ を捕獲 した 地 点 を、1982年 か ら1990年 まで の 間 に演 け らーれ た資

料 を も とに 、 メ ッシュ で 示 して い る。 この場 合 、1メ ッシュ は5万 分 の1の 地 鼠 を縦 横4

等 分 した もの に 相 当 す る(1メ ッシ ュの 面 積 は 約2650ヘ ク ター ル に な る)。 この 図 か ら明

らか な よ うに 、 捕獲 地 点 は 県 南 部 に 集 中 して い る。 奈 良 県 南部 は、 東 は三 重 県 境 の 高 見 山

か ら大 台 ヶ原 に か け て の 台 高 山脈 、 さ らに 中央 部 に 山 上 力岳 、 弥 山、 釈 迦 力岳 を とお る大

峰 山脈 、 さ らに 西 に は 和 歌 山県 境 に あ る伯 母 子 岳 や 南 部 の果 無 山脈 が あ る 。 この うち 捕 獲

地 点 が集 中 して い え るの は 大 台 ヶ原 西 部 の 上北 山 村 、 下 北 山村 、 そ して大 峰 山 脈 の 西 に 広

が る十津 川村 で あ っ た。 特 に伯 母 子 岳 南部 の神 納 川 周 辺 や釈 迦 力岳 西 の旭 谷 周 辺 で 多 く捕

獲 され る 傾 向 が み られ た。

次 に、 「有 害 獣駆 除 」 で 捕獲 され た こ との あ るメ ッ シュ をみ る と、 先 ほ どの 図 とほ ぼ 似

た よ うな 傾 向 を示 し、 川 上村 、 上 北 山村 、 下 北 山村 、 そ して十 津 川 村 で 多 く捕獲 され て い

る(図6)。 この場 合、 標 高 の 高 い地 域 で は捕 獲 され て い な い が、 これ は山 間 部 は 険 し い

の で 捕獲 濫 を 設 置 す る こ とが 困難 で あ る こ とに よ る 。
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4.ま とめ

以 上 、 お もに奈 良 県 の資 料 か ら紀伊 山地 の ツ キ ノ ワグ マ に つ い て紹 介 した。 最 初 に述 べ

た よ うに 、 原 生 林 め 伐 採 に・よ る 生 息域 の減.少 と、 橿 な どに よ る狩 猟 圧 が 加 え られ た結 果 、

紀 伊 山 地 の ツギ ノ ワ グ マ は減 少 傾 向 に あ る.6一 方 、 ク マ は ス ギや ヒノキ に ク マハ ギ の 被 害

を あ た え る有 害 獣 と し て林 業 上 問題 に な っ て い る。 この よ う に紀 伊 半 島 にお け るツ キ ノ ワ

グ マ に 対 して は 、 「減 少 して い く野 生動 物 の保 護 」 と い う課 題 と 「有 害 獣 の駆 除 」 と い う

相 対 立 す る二 つ の 課 題 が あ り、 これ らの課 題 を統 一 した新 しい管理 技 術 の確 立 が 早 急 に求

め られ て い た(柴'由 ・小 船 、1984)。 しか しな が ら、150頭 を割 る とい う生息 数 の現 状 で は、

前者 す な わ ち 「減 少 し て い く野 生動 物 の保 護 」 とい う立 場 を よ り明確 に した施 策 が 今 後 必

要 で あ る と考 え る 。 三 重 県 で は ク マ の捕 獲 禁 止 を条 例 化 しよ うと し た動 き もあ った 。 ま た、

奈 良 県 で も、 有 害 獣 駆 除 での 捕 獲 橿 の設 置 許 可期 間 を4月 か ら7月 に 限 定 した と い う よ う

に 、少 しず つ で は あ るが ッキ ソ ワグ マ捕 獲 禁 止 へ の 方 向 に動 きだ して い る。 行 政 で の こ う

した 動 向 を推 進 す る た め に も、 紀 伊 山地 での ク マ につ い て の研 究 成果 の 蓄積 が 望 まれ て い

る。
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8.西 中 国 山 地 の ツ キ ノ ワ グ マ

.田 公 和 男'(広 島 県 ク マ 調 査 会)

1.は じ め に

中 国 山地 に お け.為ッ キ ノ ワグ マ 生 息 域 は 、鳥 取 県 東 部 か ら兵庫 県 境 に か け ての東 中 国 山

地 と 島根 ・広 島 ・山 口県 に ま た が る 西 中 国 山地 に二 分 され る。 この 内、 東 中 国 山 地 群 は、

兵 庫 県 か ら京 都 府 に か け て の生 息 域 との交 流 が あ るか と考 え られ るが 、 西 中 国 山 地 群 は、

本 州 西 端 の 孤 立 した 個 体 群 で あ る 。

本 稿 では 、 西 中 国 山 地 個 体 群 の 生 息 域 の 概 略 と、主 に広 島県 下 に お け る分布 状 態 及 び生

態 に つ いて 述 べ る 。

2.西 中 国 山 地 に お け るツ キ ノ ワ グ マ分 布状 況 .一 『

島根 県 の ほ ぼ 全 域 及 び広 島 県 北 西 部 、 山 口 県東 北 部 を 中心 に生息 す る。 岡山 県 側 に は少 ～

な く、近 年 、 捕 獲 実 績 は な い(昭 和63年 度 に、 有 害 鳥 獣 駆 除 に よ る捕 獲1頭 あ り)Q

中 国 地 方 各 県 に お け る最 近13年 間 の 捕獲 数 の推 移 は次 表 の とお りで あ る。

○ 中国各県 の捕獲数 の推移(狩 猟及 び有害駆除 による) (環 境庁狩猟 統計)

県名 年度

根

島

口

取

山

計

島

広

山

鳥

岡

合

51525354555657585960616263合 計

47616464784455554439493650686

9196429201610131021171518261

38310112335683570

132129204621218101214143

00000000000011

729013213212966747371848466881161

全 体 的 に は 、53～55年 を ピー ク に して減 少 傾 向 に あ るが、 最 近鳥 取 県 を初 め と し てや や

上 向 き傾 向 が み え て きた 。 広 島 県 に お いて も、 本 年度(平 成3年 度)異 常 な頻 度 で 、一人 里

へ の 出 没 が 見 られ 、 捕獲 数 の 上 向 き傾 向 は さ らに 顕著 に な る と考 え られ る。

西 中 国 山 地3県(島 根 ・広 島 ・山 口)の 推 定 生 息数 は375頭(島 根260、 広 島90、 山 口25、

昭和60年 、 中 国 新 聞 「西 中 国 山 地 ・一動 物 た ち は今 」 よ り)で あ る。
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3.広 島 県 に お け る ツ キ ノ ワグ マ捕 獲 数 の 推 移

昭和44～63年 の20年 間 に・つ い て み る と、総 捕獲 数 は325頭 で、 年 に よ り大幅 な 変 動 は あ る

一が
、 年 平 均 で は16.3頭 を捕 獲 して い る 。 こ.のうち 有 害 駆 除 に よ る捕 獲 数 は107頭 で 、 全 体 の

約33%を 占 め て い る。

○ ツキ ノワグマの狩猟期間、有害駆除別捕獲 数

区 分 年4445464748495051525354555657585960616263

狩 猟685471175949181396591712126

有 害 駆 除 一12-14841015117748145312

4.広 島県 に お け る合 布 状 況

県 内北 西 部 に集 中 し て い るが 、 こ こ数 年 来 南 部 に行 動 域 を広 げて き た。 これ は 、 人 里近

くで世 帯 を繰 り返 して きた 個体 に よ る もの と考 え られ る。

5.各 地 域 に見 られ る生 態 的 特徴

県 内北 西 部域(山 県 郡 ・佐伯 郡 の 一 部)の 出現 状 況(平 成2年 度 調 査)を 見 る と、近 年

(5～3年 前 か ら)極 端 に 増 えて い る。10年 前 にお い て は、 林 ・農 業 者 、 地 域 住 民 か ら 目

撃 ま た は 出現 痕 跡 の 情 報 入 手 は 、 極 め て 希 で あ っ た。 然 るに、 現 時 点 で は地 域 住 民 の殆 ど.

が 、 なん らか の形 で その 情 報 を得 て い る よ うで あ る。 一'

四六 時 中車 の走 って い る中 国縦 貫 自動 車道 脇 の 車 の ヘ ッ ドライ トの あ た る栗 の木 で も、

そ の実 を一 夜 で喰 い尽 くす 。 家 の 庭 の 柿 や 栗 を、 鎖 に っ なが れ た犬 に吠 え られ な が らで も

一 晩 中喰 い あ さ る と い った 具 合 で 、 人 里 に 慣 れ た クマ が増 えて きて い る。

ま た、 本 来 の生 息 域 か ら50kmも 離 れ た 所 に ポ ッ ンと 出現 し てみ た り、 養 殖 魚 の ヤ マ メ を

網 ご と引 き上 げ て 喰 っ た り、 あ ち こち で 残 飯 の 入 っ た コ ンポ ス トを荒 ら した り牧 場 の 飼 料

に つ い た り と、 これ まで に な い動 きが 頻 繁 に 見 られ る よ うにな った 。 さ らに、 被 害 額 を数

字 に 出す 迄 に は い た って な いが 、 収穫 前 の 稲 の 食 害 が あ ち こち で 見 られ る よ うに な った 。

山県 郡 大 朝 町(入 ロ4139人 、 面積90.34k㎡ 平成2年 度)は 、1000m級 の 山 々 を挟 ん で

島 根 県 と接 す る町 で あ るが 、 昭 和60年 ま で は、 クマ の 出没 情 報 は 年 に1～2件 しか な か っ

た。 そ れ が、 昭和61年 には24件 、62年 に は16件(町 産 業 課受)と 異 常 に増 え た(原 因 は 、

島 根 県 側 山 上 の スキ ー 場 造 成 工 事 の 資 材 を運 ぶ ため の ヘ リコ プ ター の 影 響 で あ ろ う と考 え

られ る)。 通 学 す る 児童 ・生徒 が 鈴 を付 け た り、 保 護 者 に送 り迎 え し て も らわ な け れ ば な

らな い状 態 に 、 住 民 はず いぶ ん と クマ に対 す る恐 怖 心 を 抱 い た。
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9.九 州 の ツ キ ノ ワ グ マ

土 肥 昭 夫(九 州 大 学 ・理 学 部)

1.は じめ に

1987年11,月24日.に 大 分 県 大 野 郡 緒方 町 の 山 中(祖 母 ・傾 山系 、 笠 松 山 北 斜 面 、 標 高570m)

で1頭 の ツ キ ノ ワ グ マが 地 元 の 猟 師 ・佐 藤 辰 美 氏 に よ り銃 で捕 獲 され た 。 九州 の ッキ ノ ワ

グ マ は1941年 の捕 獲 記録(く し くも捕 獲 場 所 は 今 回 と 同 じ笠 松 山北斜 面)を 最 後 に、 生 息

を裏 付 る は っ き り した 証拠 が無 い こと に基 づ い て 、 公 的 に は既 に絶 滅 した と考 え られ て い

た(花 井 、1980)。 この こ とか ら、 この 事件 は 「ビ ッグニ ュー ス」 と して全 国 に 報 道 され、

多 くの 入 々の 耳 目を集 め た。 著 者 は捕 獲 され た翌 日に 現 地 に行 き、 この ッキ ノ ワグ マ の死

体 を検 認 す る機 会 を得 た 。 そ の際 、 捕獲 者 の佐 藤 氏 の快 諾 を えて 、 その 後 約3ヶ 月」こわ た

り この ツ キ ノ ワ グ マ個 体 に つ いて の 調 査(出 自調 査)を 、 多 くの研 究 者 と関 係 諸 機 関 の協

力 の も とに 実施 し た。 その 結 果 は 「大 分県 祖 母 ・傾 山 系 で捕 獲 され た ッキ ノ ワ グ マ に つ い. .

て の 緊 急報 告 書(大 分 県 緑 化 推 進 課 、1988)に ま とめ られ て い る。

本 稿 で は まず この 報 告 書 の概 略 を述 べ る。 つ ぎ に、 報告 書 の 公表 後 か ら今 日 ま で の約3

年 半 の 間 に行 わ れ た 九 州 の ッ キ ノ ワグ マに つ い て の 調 査 や 研 究 の 結 果、 及 び 収集 され た情

報 、 環 境 保 全 を 含 あ た 保 護 に関 す る動 きに つ い て 報 告 す る。 最 後 に この ッ キ ノ ワ グマ 捕 獲

事 件 が もた ら した 意義 に つ いて 論議 す る。

本 稿 を ま と め る に あ た って は、 コ ロキ ウム 「日本 の クマ'91」 実行 委 員 会 お よ び事 務

局 の 方 々 に大 変 お 世 話 に な った 。厚 くお礼 申 し上 げ る。

2.出 自調 査

捕 獲 され た ツキ ノ ワグ マ に つ い て以 下 の3点 に つ い ての 調 査 が 行 われ た。

(1)ッ キ ノ ワグ マ か ど うか の分 類 学 的判 定

(2)野 生 の もの か、 飼 育 され て い た もの か の判 定

(3)九 州 産 の も の か、 他 の地 方 産 の もの が 持 ち込 まれ て放 され た もの か の判 定

ま た、 捕獲 地 点 付 近 で の 緊急 痕 跡 現 地調 査 が 同 年12月 に 実施 され、 さ らに 聞 き取 りな ど

の 情 報 収 集 調 査 も並 行 して 行 われ た。

2.1.捕 獲 資 料 と外 部 計 測 値 一 一

捕 獲 資 料 と外 部 計 測 値 を表1に 示 した。

2.2.解 剖 とそ の 結 果

1987年12月15日 、 大 分 県 家 畜 保 健 衛 生所 で解 剖 が行 わ れ た'。解 剖 記 録 が 作 成 され、 出 自
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調 査項 目(表2)毎 の資 料 が 各 研 究 者 に送 られ た。 解 剖執 刀 者 の 大分 県 家 畜保 健 衛 生 所 の

吉 野病 理鑑 定 課 長 、一藤 田主 任 、 井 上 主任 等 の 解 剖 所 見 に よ る と死 因 は猟 銃 弾丸 に よ『る頭 頂

部 貫通 で あ り、 皮 下 脂 肪 の 厚 さ、 腎脂 肪 の重 量 な どか ら栄 養 状 態'は良好 、 病 変 所 見 は 内臓

各 部 につ い て皆 無 で あ った 。 ・ 曹.

2.3.出 自調 査

出 自調 査 の結 果 は解 剖 直 後 に サ ンプ ル資 料 を送 っ た 各研 究 者 に よっ て分 析 され た。 そ の

要 点 を次 に述 べ るー。

2.3.1,塩 液 蛋 白 の遺 伝 変 異

野 澤 ・庄 武(1988)は 捕 獲 個 体 の心 臓 血 を試 料 と し、 電 気 泳動 に よ る血 液 蛋 白 の ス ク リ

ー 二・ング をお こな っ た。 対 象 と して 日光 産 及 び静 岡 県 産 の ッ キ ノ ワグ マ の 血 液 試 料 を同一

支 持 体 内 で 同 時 平 行 的 に泳 動 し比 較 した 。 そ の 結 果 捕 獲 個 体 の試 料 は ッ キ ノ ワグ マ と全 く

同一 の泳 動 像 を 示 し た。 この こと か らッキ ノ ワ グマ で あ る こ とは血 液 か ら判 定 して ほ ぼ 間

違 い な い結 果 を得 た。 さ らに、 捕 獲 個 体 の 血球 酵 素6-phosphogluconatedehydrogenase

に遺 伝変 異 を認 め 、 ζの 変 異 が本 州 中部 以 東 産 の ッ キ ノ ワグ マ に見 られ な い こと 毎 ら、 九

州 産 の遺 伝 子 座 変 異 の可 能 性 を示 唆 した 。 『.

2.3.2.胃 内容 物 分 析

高槻(1988)は 次 の よ うな 胃 内容 分析 結 果 の 報 告 を して い る。

(1)胃 内容 物 の 主 体 は カ シの ドング リで あ り、 そ の 他 の 成 分 も自然 状 態 の 植 物 で あ っ た。

す な わ ち、 人 工 的 な 食 品 、 あ る い は栽培 植 物 は検 出 され な か っ た。

(2)胃 内容 物 は 全 量 で わ ず か60gし か な か っ た。

(3)胃 内容 物 は か な り細 か く粉 砕 され て い た 。 一 ・

この 結 果 か ら野 生 状 態 に あ る ク マが ハ ンタ ー に か な り長 時 間 追 跡 され て 捕 獲'され た と い う'

の が、 自然 な解 釈 で あ ろ う と し て い る。

2.3.3.頭 蓋 の剖 見 と年 齢

花 井(1988)は 頭 蓋 の 計測 と犬 歯 セ メ ン ト相 の年 輪 法 に よ る齢査 定 を お こな っ た。 そ の

結 果 捕 獲 個 体 の 年 齢 を4歳 と査 定 した。 ま た、 歯 の異 常 暦 耗 、 す な わ ち 、 上 顎 の第 大 臼歯

と下 顎 第2・3大 臼 歯 をの ぞ く他 の 全 ての 歯 が 歯 冠 の 大 部 分 が 消 滅 す る まで 磨 耗 し、 歯 髄

腔 が開 口 して い た こ とか ら、 この 個体 が鉄 製 性 の 「お りわ な 」 で捕 獲 され た経 歴 を持 つ も

の と考 え られ る こ と を示 し た。 さ らに、 頭 蓋 基 底 全 長 の 地 理 的 変異 の 勾 配 か らは 九 州 産 と

考 え る こ とは で き な い こ と を論 じ た。

2.3.4.糞 便 か らの 薬 剤 耐 性 大 腸 菌 の検 索

金 城(1988)は 野 生 動 物 の場 合 、 糞便 内 の薬 剤耐 性 大 腸 菌 、 特 に 人 畜 に使 用 頻 度 の 高 い

ペ ニ シ リ ン、 ス ト レプ トマ イ シ ン、 テ トラサ イ ク リン に対 す る耐性 大 腸 菌 の 保 有 の有 無 、

その 程 度 を調 べ る こ と で そ の個 体 の ヒ トや家 畜 との 接 触 の 度 合 あ る いは ヒ トの生 活 環 境 で

の 生 息 の 有 無 が 類 推 で き る こ と か ら、 捕 獲 個 体 の 糞 便 の 大 腸 菌に つ いて 薬 剤 感 受 性 試 験 を
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行 っ た。 さ らに此 較 の 意 味 で飼 育 され て い る ッキ ノ ワ グマ、 ヒグ マ の糞 便 の大 腸 菌 に つ い

て も 同様 の 検 査 を行.っ た。

そ の 結 果 前 記3種 の 薬 剤 に対 す る耐性 大 腸 菌は 、「飼 育 個 体 です べ て 検 出 され た の に 対 し

て 、 捕 獲 個 体 で は全 く検 出 され な か っ た。ま た、 一 度 耐 性 菌 を獲 得 した 動 物 は少 な くと も

4～5年 は 耐 性 菌 が 消 失 す る こと が な く検 出 され る。 この こ とか ら今 回捕 獲 され た ツ キ ノ

ワグ マ は 、 ヒ トや 家 畜 の 生 活環 境 と はか な り隔離 され た山 岳 地 帯 で、 長期 間生 息 して きた

もの と結 論 づ け たrb

2.3,5.寄 生 虫 の検 索

馬 場(1988)は 施 毛 虫 ・肺 吸 虫 の 検 索 を行 っ た が いず れ も陰性 で あ り、 寄 生 虫 の 検 索 か

らは 出 自調 査 に対 す る直 接 ・間接 的 な結 果 は え られ な か っ た。 ま たそ の 後 、横 畑(1989)

は 捕 獲 個 体 の剖 検 の 際 に見 い だ され た寄 生 虫 標 本 を検 索 し て幾 つか の知 見 をえ た が 、 出 自

調査 の 結 果 を左 右 す る よ う な直 接 的 な結 果 は え られ て いな い。

2.3.6.養 蜂 業 者 か らの 聞 き取 り調 査;r

九 州 に他 の 地 方 か ら クマ を持 ち 込 む 可 能性 が あ る と考 え られ た養 蜂 業 者(匿 名)か らの

聞 き 取 り調 査結 果 は、 他 の 地 方 で ク マ を捕獲 して も九州 に運 ん だ り、 運 ぶ途 中 で逃 が した

りす る こ とは全 く無 い と回答 して い る(大 分 県緑 化 推 進 課 、1988)。

2.3.7.緊 急 痕 跡 現 地 調査

小 野 ・土 肥(1988)は ッ キ ノ ワグ マ の捕 獲 の 約1ヶ 月 後 に、 捕 獲 地 点 周 辺 で2日 間 、

延 べ8名 で の痕 跡 調 査 を お こな い 、 ク マ で あ る可 能 性 を持 つ痕 跡 を4箇 所 で発 見 し たが 、

断 定 で き る痕 跡 を見 い だす こ とは で きな か っ た。

2.3,8.出 自調 査 の ま とめ 一 一

土 肥(1988)は こ れ らの結 果 の総 括 を し て、 捕 獲 され た ク マが 間違 い な く野 生 の ツ キ ノ"

ワグ マ で あ る と結 論 づ け た。 さ らに、 これ ま での 九州 の ッ キ ノ ワグ マ の 捕獲 地 点 の 試 料 、

生 息環 境 条 件 な どの 状 況 証 拠 か ら九 州 産 の ッキ ノ ワグ マ で あ る可能 性 は否 定 で きな い と し

て い る。

3.大 分 県 報 告 書 以 後 現 在 ま で の九 州 の ッ キ ノ ワ グマ に つ いて の調 査 及 び保 護 の動 き に つ

い て

3.1.環 境庁 委 託 「昭和63年 度 九 州 地 方 の ッ キ ノ ワグ マ 緊急 調査 」

環 境 庁 は1987年 の 捕獲 事 件 に よ っ て、 九 州 に まだ ッキ ノ ワグ マの 生 存 の 可能 性 が あ る こ

と か ら翌1988年 度 に ッ キ ノ ワグ マ の 緊 急 調 査 を実 施 した。 調査 は野 生 動 物 保 護 管 理 事 務 所

に 委 託 され、 そ の 結 果 は1989年 に ま とめ られ た(野 生 動 物 保 護 管 理 事 務 所 、1989)。 報 告

は現 地 調査 で ッ メ 跡 と い う確 実 な痕 跡 が確 認 され た こ と、1987年 に捕 獲 され た 個 体 は野 生

の ツ キ ノ ワグ マ で あ った こ と、 最 近 まで ク マ に関 す る情 報 の量 が多 い こ と、 と くに 目撃 情

報 に つ い て は信 愚 性 の あ る もの も含 まれ て い る ことか ら 「九 州 に ッキ ノ ワグマ が 生 存 して
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い る可 能 性 は 高 い 」 と結 論 した 。 さ らに、 生 息 の 可 能 性 の 高 い地域 を示 唆 し、 生 息 地 保 全 、

ッキ ノ ワグ マ 捕 獲 禁・止 措 置 、 モ ニ タ リング体 制 の確 立 を提 言 した 。

3.2.大 分 県 ・熊本 県 ・宮 崎 県3県 め ッキ ノ ワ グ》狩 猟 禁 止

九 州 の ツキ ノ ワ グ マの 生 息 の 可能 性 の高 い大 分 ・熊 本 ・宮 崎3県 は1989年 の狩 猟 期 か ら

ツキ ノ ワグ マ の捕 獲 禁 止 の措 置 を実 施 した。 この こ とに よ って少 な くと も今後 は 「狩 猟 に

よ る捕 殺 で生 息 の.確認 」 と い う事 態 は避 け られ る こと に な っ た。 大 分 県 は祖 母 ・傾 山 系 の

主 要 登 山路 に 「グ マ に 注 意 」の 警 告 板 を設 置 し て 自己 の 防 止 の措 置 を した(土 肥♪1990)。

3,3.延 岡 市 在 住 の 猪須 克 己 氏 に よ る痕 跡 調 査

猪 須 氏 は 自主 的 に 各季 節 、 単 独 で 祖 母 ・傾 山 系 と大 崩 山系 を踏 破 して ッキ ノ ワ グ マ の痕

跡 調 査 を続 け て い る。 氏 の 収 集 した痕 跡 の 一 部 はVTRに 収録 され 、1991年 の 「コ ロキ ウ

ム ク マ'91」 会 場 で 公 開 され 、 い くつ か の 痕 跡 は 専 門家 に よ って 、 ツキ ノ ワグ マ の 可

能 性 が高 い と鑑 定 され て い る。

3.4.日 本 版 「レ ッ ドデ ー ター ブ ック 」

1991年 に刊 行 され た 「日本 の絶 滅 の お そ れ の あ る野 生 生 物 一 レッ ドデ ー ター ブ ック(脊

椎動 物 篇)」(環 境 庁 編 、1991)に 九 州 の ッ キ ノ ワ グ マ個 体 群 は保 護 に留 意 す べ き地 域 個幽

体 群 と して 掲 載 さ れ た 。

4.ま と め

九 州 の ツキ ノ ワグ マ 捕獲 事 件 とそ の後 の一 連 の動 きは 、 日本 の野 生 動 物 保 護 に 次 の2点

で意 義 深 い もの で あ る と考 え られ る。

4.1.出 自調 査 の 意 義 一 ・

野 生 動 物 の 死 体 標 本 の 収集 とそ の調 査研 究 は、 野 生 動 物 保 護 に重 要 な資 料 を提 供 す る こ

とは 言 う ま で も な い。 しか しな が ら、九 州 の ッ キ ノ ワ グ マ で実施 され た よ うな 「出 自調 査 」

は 、1個 体 の 動 物 標 本 を 可能 な 限 りの調 査 技 術 を駆 使 し て、1つ の 目的 を持 っ て、 「謎 と

き 」 を行 う と い う もの で あ っ た 。 この よう な調 査 は わ が 国 だけ で な く世 界 に も例 が な く、

全 く新 しい調 査 法 と して 重 要 な意 義 を持 っ もの で あ っ た(池 田、1989)。 この 調 査 法 は そ

の 後 す ぐに、 北 海 道 旭 川 で発 見 され た カ ワ ウ ソ死 体 の 調 査 の 際 に適 用 され効 果 を発 揮 した

(北 海 道 自然 保 護 課1990、 小 菅1990)。 しか しな が ら、 ある地 域 に あ る種 の 動 物 が生

息 しな い、 ま た は絶 滅 した と結 論 づ け る こ とは現 在 の 科 学 の レベ ル で は困 難 な問 題 と して

依 然 と して残 っ て い る。

4.2.地 域 個 体 群 の絶 滅 に つ い て

歴 史 的 に生 存 が 確 認 され て い た動物 の 地 域個 体群 が 絶 滅 あ るい は絶 滅 に近 い状 況 まで に

至 っ た経 緯 に つ い て 、 九 州 の ッキ ノ ワ グマ の 捕 獲 事 件 は 多 くの 示 唆 を与 え た。 図1.は 小

野(1977)に よ っ て ま とめ られ た九 州 の ッ キ ノ ワ グマ の 捕 獲 数 の推 移 を示 して い る 。 この

図 か ら明 らか な よ う に昭 和 初 期(1920年 代)ま で は 、 そ の捕 獲 数 は10年 当 り5～10頭 で 低 い
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な が ら も安 定 して い た。 しか し1930年 代 半 ば か ら1950年 代 の半 ば まで の20年 間 に 捕 獲 数 は

急 激 に減 少 し、 ゼ ロに な っ て い る。小 野(1977)は ッキ ノ ワグ マの 寿 命 や繁 殖 の 資 料 を基

に 、 その 生 息 数 は1920年 代ま で の安 定 期 に.は100頭 内外』、 捕 獲 数 がゼ ひ に な っ た1950年 以 後

の 生 息 数 は10～20頭 で あ っ た と推 測 し一た。1950年 代 後 半 に加藤.(1959)は この こ とに

気 づ いて 、 早 急 な ッキ ノ ワ グマ の 保 護 対 策 を各 方 面 に 提 言 した が、 具体 的 な保 護 策 は 何 等

な され な か っ た 。 も し も、 この 時期 に保 護策 が な され て いた な らば 、 九 州 の ツキ ノ ワグ マ

個 体群 の存 続 は ギ リギ リの 線 で 可能 だ った か も知 れ な い 。

現 在 、 わが 国 の ッキ ノ ワグ マ の個 体 数 は 多 くの地 域 で孤 立 化 して い る。1例 を あ げれ ば 、

丹 沢 山塊 の個 体 群 は 高速 道 や 市街 地 に よ っ て他 の個 体 群 か ら隔 離 され 、 か つ て 九 州 の ッキ

ノ ワグ マ個 体 群 が そ うで あ っ た よ うに、 低 密 度 で安 定 した個 体 群 を辛 う じて 保 って い る と

考 え られ て い る(羽 澄 私 信)。 ま た、 こ の よ うな 個 体 群 が 全 国 の 多 くの 地域 個 体 群 で 認

め られ て い る 。 そ れ らを保 護 策 な しに その ま ま放 置 して お くとそ の 回復 は 不 可 能 とな り・、

九 州 の 個 体群 と 同 じ運 命 を た ど る であ ろ う こと は容 易 に 推 察 で きる 。以 上 の よ うに 、 九 州

の ツ キ ノ ワグ マ 捕 獲 事件 と その 後 の 一 連 の 動 きは 、 わ が 国 の 動物 に保 護 策 を こう じそ効 果

が あ るギ リギ リの 時 点 は 何 時 か と い った 具 体 的 な資 料 を含 め 多 くの示 唆 を提 供 した σ そ し『

て 、 この 事 件 は 現 在 の わ が 国 の クマ 類 をは じ め とす る 大型 哺乳 類 が、 早急 な保 護 策 を必 要

とす る危機 的 な 状 況 に あ る こ との警 鐘 と し ての 重要 な 意義 を持 つ もの と考 え られ る 。
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表1.1987年 九 州 で 捕 獲 さ れ た ッ キ ノ ワ グ ヤ の 捕 獲 記 録 ど 外 部 計 測 値

(土 月巴、1988a).一 一 一

捕獲年 月 日

捕獲場所

上記環境

その他

外 部計測値

1987年11月24日 午 前11:00頃

祖 母 ・傾 山 系 、 笠 松 山 北 斜 面 、 通 称 イ ノ コ 谷

官 行 造 林 地 、 ス ギ24年 生 、 標 高570血

銃 に よ る 捕 獲 、 射 程 約10m

銃 弾ROTTWERLL:201発

体 重=74.5kg

頭 胴 長=141cm(頭 長=30cm)

尾 長=6.2cm

耳 長=9cm(右)、9.3c皿(左)

性 別=オ ズ

表2.1987年 九 州 で 捕 獲 さ れ た ッ キ ノ ワ グ マ の 出 自 調 査,(土 肥 、1988a).

調 査 項 目

頭 骨 計 測

歯

栄 養 状 態

寄 生 虫

胃 内 容 物

薬 剤耐性菌

保 有 状 況

疾 病

遺伝学的検索

位

骨

部集採

頭

歯

肪

肪

肉

物

旨

脂

肺

容

月

腔

内

犬

腎

腹

筋

胃

直腸内糞 便

内 臓

心臓(血 液)

分 析 目 的

地理 的変異

種 確 認

齢 査 定

栄 養 状 態

生 息 環 境

施毛虫、肺吸虫

食 性

生 息 環 境

生 息 状 況

地理的変異

分 析 者

花井 正光

(文 化庁).

同 上

大 分県家畜

保健衛生所

馬 場 稔

(大 分 医科大)

高槻 成紀

(東 北大 ・理)

金城 俊夫

(岐 阜大 ・農 〉

大分県家畜

保健衛生所

野 澤 謙

(京 大 ・霊 長研)
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10.ク マ の 捕 獲 状 況 と問 題 点

宇 野 佐(社 団法人 大 日本猟友会)

1、 ク マ の捕 獲 状 況

ッキ ノ ワグ マ及.び ヒグマ の 近 年 の 捕 獲 状 況 は下 記 の 表 の とお りで あ る。 この表 を見 る 限

り、 捕 獲 数 が 意 外 に 多 いの に 驚 か され る。 数 人 、 ま た は 十 数人 が集 団 で取 り組 む ク マ の よ

う な、 いわ ゆ る大 物 猟 にお いて は 、 それ ぞれ の狩 猟 者 が捕 獲 の報 告 者 に な る こ とが あ る た

め 、 統 計 上 の 数 字 が 実 際 よ り多 く出 る こ とが 多 い と い われ るが 、他 に拠 り所 が な いの で、

こ こで は そ の ま ま掲 載 す る こ とに した 。

狩 猟 に よるも の

昭 和 ・63

ヒグ マ146

ク マ932

有 害 鳥 獣 駆 除 に よ る もの

昭 和63

ヒグマ143

ク マ1148

62

78

1140

62

is9

822

61

158

953

61

289

161

0

7

ハ
O

Q
ゾ

329

60

180

1355

59

89

869

59

222

860

58

167

863

58

231

1145

2.ク マ の捕 獲 に つ い て の大 日本 猟 友 会 の 考 え方

2.1.こ れ か らの 狩 猟 に つ い て の 会 の 認識

大 日本猟 友 会 は 昭 和14年 に社 団法 入 に な っ た が 、 そ の 会 員 であ る各 都 道 府 県 猟 友 会 を通

じて 、20万 名 余 の 狩 猟 家 の殆 どが 、 そ の構 成 員 とな って い る もの と解 す る こ とが で き る 。

した が っ て、 そ の 構 成 員 の 中 に は様 々 な職 業 、 居 住 地環 境 、 生活 環 境 、 ま た狩 猟 に つ い て

の経 歴 、 見 識 を持 っ た者 を含 ん で い る。 しか し、 会 で は 、 会 が発 行 して きた狩 猟 免許 取 得

及 び 更新 時 の 講 習 会 用 テ キ ス ト 「狩 猟 読 本 」 の 改 定 に 当 た り、 今 回特 に 「これ か らの狩 猟 」

とい う一 編 を設 け て、 これ か らの狩 猟 を定 義 づ け 、 ま た、狩 猟 家 の社 会 責 務 を 明 らか に し

た 。.

要 約 す る と、 会 で は、 これ か らの狩 猟 を 「あ らゆ る種 類 の野 生 鳥 獣 が 、 豊 か な 自然 環 境

の 中 で、 適 正 な 数 を保 っ て生 息 を続 け られ るよ う、 そ の 生 息環 境 を保 全 し、 一 方 、 適 切 な

個 体 数調 整 を 具 体 かす る た め に捕 獲 ま た は増 殖 を行 う行 為 」・と定 義 し、 会 の事 業 運 営 に反
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映 させ る と と も1と、 各狩 猟 家 に対 して も、 そ の 実施 を求 め て い るの で あ る 。 ツ キ ノ ワ グマ 、

ヒグ マ につ い て も、...この考 え方 を適 用 して い くこ とは 言 う まで もな い。 これ らの 種 が 、他

の 各 種 の 野 生鳥 獣 と と もに豊 か な生 態 系 を構 成 し、「生 息 を続 け られ る よ う、 捕 獲 を調 整 す

る ば か りで な く、 進 ん で生 息 環 境 の保 全 にも 寄 与 す る こ とを も 「狩 猟 」に 含 め て い るの で

あ る。

2.2.狩 猟 家 に よ る'自圭 管 理 の強 化

これ まで の狩 猟 鳥 獣 の種 の 指 定 、 捕 獲 数 の規 制 等 は、 「鳥 獣 保 護 及 狩 猟 二 関 ス ル法 律 」

に基 づ き、 環 境 庁 長 官 ま たは都 道 府 県 知 事 の 告 示 に よ っ て行 わ れ て きた 。 しか し、 事 務 手

続 き に は 時 間 が か か る う えに 、 一 度 告 示 に よ っ て決 定 す る と、 そ れ を解 除 、 変 更 す る ため

に は 、事 実 の 確 認 、 評 価 、 利 害 関 係 の 調 整 をは じめ 、 煩 雑 な 時 間 の か か る手続 きが 必 要 で

あ る 。

上 述 の狩 猟 の 定 義 に従 えば、 生 息数 が 少 な く、狩 猟 圧 を受 け る と回復 が 困難 な 種 、 及 び

地 域 個 体 群 に つ い て は、 狩 猟 を控 え、 生 息 数 の 回復 を待 つ の が 当然 で あ る。昔 億 事 情 に精

通 した 地 元 の 狩 猟 家 また は 案 内 人 に よ って 、 この こ とが 、 言 わ れ る ま で もな く当 然 実 行 さ

れ て い た もの と考 え られ るが 、狩 猟慣 行 の 異 な る現 在 では、 何 らか の形 で 公告 され る必要

が あ る。

そ こで 、 大 日本 猟 友 会 では、 構 成 員 に対 して、 この よ うな種 及 び地 域 個 体 群 を示 して 、

そ の狩 猟 捕獲 を 自粛 す る こ と を求 め る こ とに して い る。 す で に カ モ類 の 中 で も ヨ シガ モ、

ハ シ ビ ロガ モ に つ い て全 国 的 に捕 獲 の 自粛 を求 め て い るが、 ッキ ノ ワグ マ に つ い て も、 四

国4県 の猟 友 会 が 狩 猟 捕 獲 の 自粛 を 申 し合 わせ て い る 。 この措 置 は あ くま で も 自粛 で あ り、

罰 則 を伴 う 強 制 力 の あ る もの で は な い が、 狩 猟 家 の 自覚 を高 め、 自主 規 制 の実 効 を上 げ て.

い きた い 。 ツ キ ノ ワグ マ 及 び ヒグ マ の 地域 個 体 群 に つ いて は、 個 体 群 の 動 向 を モ ニ ター し 『

な が ら、 この 方 式 の 自主 規制 を拡 大 強 化 し、 行 政 当 局 との連 係 の 下 に捕 獲 個 体 数 の管 理 を

行 い、 持 続 的狩 猟 の継 続 と種 の保 全 を両 立 させ て い きた い と考 え て い る。

2.3。 狩 猟 家 の 社 会 的 責 務

現 代 の狩 猟 を広 い意 味 の 自然 保 護 活 動(野 生 鳥 獣管 理 の実 施)と 位 置 付 け る と、狩 猟 に

携 わ る狩 猟 家 に は 、 様 々 な社 会 的責 務 が生 じて くる 。 ひ とつ は野 生 鳥 獣 管 理 の基 礎 とな る

各 種 調 査 へ の 協 力 と資 料 の提 供 義 務 で あ る。 言 うま で もな く狩 猟 家 は 狩 猟 時 ば か り でな く、

平 生 で も山 野 に 出 か け、 鳥獣 の生 息 状 況 を観 察 す る こ とが 多 い。 自主 規 制 を主 張 す る こ と

は 、 これ を義 務 と して受 容 す る こ とで もあ る。 自 ら も確 度 の高 い調 査 を行 う と と もに 、行

政 当局 、 研 究 者 の 行 う各種 の調 査 に協 力 して、 必 要 な デ ー タ、 資 料 、 標 本 等 を提 供 す る こ

と が必 要 に な るい

今 ひ とつ は 、 有 害 鳥 獣駆 除 な ど、 社 会 的 に要 請 され る野 生鳥 獣 捕 獲 へ の義 務 的 参 加 で あ

る。 従 来 か ら も地 方 在 住狩 猟 家 は 有害 鳥 獣駆 除 に 出 動 して い,るが、 今 後 は、 都 市 在 住 者 も

含 め て、 参 加 す る こ と を義務 と考 え る こ とが必 要 に な って くる で あ ろ う。
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3.問 題 点 と課 題.

3.1調 査 研究 の 不 備

野 生 鳥 獣 管 理 に 関 す る学 問 、 研 究 は、 必ず し も進 ん で い る とは言 えな い。 従 っ て、 狩 猟

鳥 獣 一 こ こで は 野 生 の クマ ー の管 理 につ いて 適 用 す べ き技 術 、 手法 に つ い て は 未 解 明 の 問

題 が 多 い。 この分 野 を 専 門 に研 究 す る研 究 者 が 少 な く、 研 究 の ため の資 金 も十 分 で は な い。

情 報 の 交 換 、 研 究 成 果 の 発 表 手 段 も限 られ て い る。 研 究 成 果 の 蓄積 を増 加 させ 、 実 際 に 適

用 で き る確 実 な 手 法 を 開 発 す る まで に は、 行 政 、 学 問 、 狩 猟 の 各分 野 が 、 互 い に 協力 しあ

い な が ら、 調 査 研 究 を進 展 させ る必 要 が大 き い 。

3.2.国 民 の 野 生 生 物 に 対 す る対応 の不 慣 れ

ク マ の よ うな 大 型 の野 生動 物 との 共存 を果 た す た め に は、 国民 の 理 解 と協 力 が必 要 で あ

る。 特 に 国 土 開発 の 進 展 と山村 地 域 の過 疎 化 に よ っ て 、 野 生 動物 の 生 息 域 と人 の 居 住 、 活

動 域 との 間 に あ っ た境 界 線 が曖 昧 に な って い る 。新 た な 共存 の論 理 と、 共 存 の た め の 相 互

の関 係 の整 理 が必 要 で あ る。 野 生動 物 と人 の 関 係 を構 築 す る教育 が 必要 で あ るが 、 成 果 が

出 る に は 時 間 が必 要 で あ る。 上 述 の 「これ が らの狩 猟 」 の裏 付 け をす る法 律 改 正 も必 要 で 馳

あ る。

3.3.狩 猟 家 の 自主 管 理 の 限 界

猟 友 会 の構 成 員 は20万 人 を越 え る。 しか し必 ず し も これ は狩 猟家 全 員 で は な い。 大 日本

猟 友 会 へ の加 入 が 義 務 化 され て い な いか らで あ る。 従 っ て、 会 員 に 自主 規 制 を求 め て も、

実 行 を担 保 す る制 裁 措 置 一例 えば 猟 友 会 か ら除 名 され た ら狩 猟 が で き な くな る とい う よ う

な 一 が な い。 猟 友 会 へ の 加 入 を法 律 に よっ て 義 務 化 す る こ とは 、従 来 か ら関係 当局 に 要 望.

し た こ とが あ る が 、 実 現 は して い な い。義 務 化 す る こ とに よ る弊害 が 予 想 され るか らで も

あ る。

従 っ て 当面 は、 狩 猟 家 の 資質 の 向 上 に よっ て 、 自主 規 制 の 実効 を 図 る以 外 に な い 。

4.お わ りに

よ く人 と野 生 鳥 獣 との 共 存 を図 るべ きで あ る と いわ れ るが 、 さて これ を実 現 す る とな る

と様 々 な問題 が あ る 。 まず、 我 が 国 で は人 と 野 生 鳥 獣 の 生 息 数 を 自然 自体 の コ ン トロー ル、

す な わ ち 健 全 な 生 態 系 の 推移 に 委 ね られ る よ うな 要 件 が 整 って い る場 所 は殆 ど無 い 。

一 方 、 野 生 動 物 を 資 源 と認 識 し、 科学 的 に管 理 す る ことは 、農 耕 民 俗 と して の伝 統 の 強

い 国 民 の 共 通 理 解 が得 に くい。 ク ジ ラ類 に対 す る欧 米 諸 国 の 国民 感 情 と よ く似 た と ころ が

あ る。

これ らの 問 題 の 解 決 は、 結 局 時 間 をか け た 教 育 、 それ も強 制 的 な もの で は な く、 自然 に

考 え方 が 変 わ っ て い くよ うな 適 切 な 情 報 の提 供 、 しか な いの で は な い だ ろ うか 。 今 は そ の

方 向 で、 根 気 よ く基 礎 固 め をす る こ とで あ ろ う。
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11.青 森県 に お け る狩 猟 及 び有 害 鳥 獣駆 除 の 現 状 につ い て

畳 指 喜代 寿『(青 森 県 自然 保 護 課)

1.は じ と)に

ッ キ ノ ワグ マは 大 型 獣 で、 しか も経 済 的価 値 が高 いの で古 くか ら格 好 の 狩 猟 対 象 とな っ

て き た。 しか し、1960年 代 以 降捕 獲 数 は 急激 に増 加 し、 しか も有 害 駆 除 の 目的 に よ る捕獲

数 が 狩 猟 に よ る捕 獲 数 の2倍 に も及 んで いる こ とか ら、 何 らか の対 策 を講 じな け れ ば絶 滅

す る の で は な い か とい う意 見 も聞 か れ る よ うに な っ た。 一 方 、 ッキ ノ ワグ マに よ る農 作物

等 へ の被 害 は 向上 的 に発 生 して い るほ か、1979年 に発 生 した秋 田 県 で の人 に対 す る死 傷 事

件 は本 県 の入 々 に も未 だ に な まな ま し く、 「や は りク マ は恐 ろ しい 」 との 印象 が 強 い。農

作 物 等 へ の被 害 防 止 に 関 して も、農 家 自 らが 防 衛 す る手 段 を持 た な ぐ・た め狩猶 者 に蓑委ね る

こ とに な り、 そ の 結 果 、必 然 的 に 捕殺 と い う経 緯 をた どっ て い る。 この た め、 ツキ ノ ワ グ

マ の 保 護 の あ り方 、 い わ ゆ る適 正 な狩 猟 法 を確 立 す る こ と、 そ して 農 作物 等へ の被 害 の防.一

止 を図 る こ とな ど を踏 ま えた対 策 を早急 に講 じ る こ とが 求 め られ て い る。

本 県 で は 、 科 学 的 な 資 料 を得 る ため、 これ ま で第2回 自然 環 境 保 全基 礎 調査 を含 め、 ツ

キ ノ ワ グマ の 生 息 状 況 等 に 関 して4回 の調 査 を実 施 して い るの で、 そ れ らの調 査 結 果 を基

に本 県 の 現 状 につ い て紹 介 す る。

2.狩 猟 及 び有 害 駆 除 に よ る捕 獲

2.1.捕 獲 数

本県 に お け る捕 獲 数 に つ いて は 、鳥 獣 関係 統 計 に よ り1920年 か ら記 録 され て い るが 、 そ

れ に よっ て毎 年 の捕 獲 数 を見 る と、1961年 まで は ほ ぼ10頭 前 後 で推 移 して きて い る。 しか

し、1962年 か らは1966年 の124頭 を ピー クに毎 年30～90頭 と急 激 に増 加 し た。 この 間 の 狩猟

に よ る捕 獲 は 、 多 い場 合 で あ って も20頭 未 満 で あ り、有 害 駆 除 に よ る捕獲 が この時 期 か ら

大 幅 に増 加 し た こ と を表 して い る。 更 に、1980年 か ら1989年 ま での捕 獲 数 を表1に 示 した

が 、 この10年 間 に おけ る捕獲 数 は663頭 で、 この 内有 害駆 除 に よ る もの が448頭 と全体 の73

%を 占 めて い る。 ま た、 この間 の捕 獲 数 が最 も多 い年 は1986年 の115頭 、最 も少 な い年 は

1989年 の34頭 で年 次 別 に み る とバ ラ ッキ が 大 きい。

2.2.有 害 駆 除 に よ る月 別 ・場 所 別捕 獲 数 一.

1986年 、 この年 の捕 獲 数 は狩 猟 に よ る もの10頭 、 有害 駆 除 に よ る もの105頭 合 計115頭 で、

これ は 本 県 に あ って は 、1966年 の124頭 に次 ぐ第2位 の記 録 で あ る。 この 時 期 、 県 は 「ツキ

ノ ワ グマ 生 息 状 況 調 査 」を 実施 中で あ り、 特 に 有 害 駆 除 に よ っ て捕獲 され た ツ キ ノ ワグ マ
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に つ い て、 .その時 期 、 場 所 につ いて の調査 が 行 われ て い た の で紹 介す る。.

捕 獲 の 時 期 につ いて は、4月1f頭 、5月5頭 、8月12頭 、9月34頭 、10月38頭 、11月5

頭 で あ る。 捕獲 の場 所 に つ い て はぐ 津軽 南 西 部(津 経 中 南 西 北地 方>74頭 、 下 北半 東 部30

頭 、 県 南 部(上 北 、 三 戸地 方)1頭 であ る。 又 、4月 、5月 に捕 獲一され た16頭 は全 て津軽'

南 西 部 に お け る もの で あ っ た。

2.3.捕 獲 地 点

捕 獲 地 点 に つ一い て は、 本 県 が1987年 、1988年 の2ヶ 年 で実 施 した 「ッキ ノ ワ グ マ生 息状

況 調 査 報 告 書 」の 「捕 獲 記 録 」の 中 で詳 し く報 告 され て い るの で 、以 下 本 文 を その ま ま引

用 し紹 介す る。

「1987、88年 の 調 査 では 下 北 半 島、津 軽 南 西 部 お よ び十 和 田湖 周 辺 南東 部 で の 捕獲 記 録

が あ る。 また 今 回 の 調 査 以 前 の 年 次 にお け る捕 獲 記録 の一 部 もあ るの で、 こ こで は これ ら

の結 果 を総 合 して 検 討 す る。記 録 年 次 は下 北 半 島 で は1925年 以降 であ り、津 軽 南 西部 では

1955年 以 降 、 そ して 十和 田 湖周 辺 南 東部 では1985年 以 降 であ る。 なお 上北 郡 の天 間林 村 、

東 北 町 お よび 十和 田 湖 町 で は1955～1972年 の 問 の ク マ の捕獲 も し くは観 察 の記 録 が あ り、

三 戸 郡 の 三 戸 町 お よ び新 郷 村 で は1975～78一 年 の クマ の捕 獲 も し くは観 察 の記 録 が あ る の で、

それ ら表2に ま とめ た 。

1925～60年 の捕 獲 地 点 は 半 島頭 部 の ほぼ 中 央 部 に位 置 し、 この 場 合 は い わ ゆ る狩 猟 に よ

る捕 獲 で あ る。1961～80年 の捕 獲 地 点 は上 記 とほぼ 同 じ地点 と、 更 に 西部 の海 岸 線 近 くで

も多 くな って お り、 この場 合 も同 じ く主 と して狩 猟 に よ り捕 獲 され た もの で あ る。

1981～88年 の場 合 は 有害 獣 駆 除の 目的 に よ る捕 獲 が 多 くな っ てお り(比 率 は71,4%)、

そ し て捕獲 地 点 に つ いて は 半 島頭 部 の 周辺 地 区 で 多 く、 特 に大 間 町 お よび釜 伏 山南 麓 築 で

多 い。 また む つ市 の東 方 築 お よ び半 島頚 部(横 浜 町 北 部)で も少 数捕 獲 され て い る。 この

地 域 で は1980年 以 前 に は捕 獲 記 録 が なか った 。

津 軽 南 西 部 の捕 獲 地 点 に つ い て は1955～70年 と197工 ～80年 の記 録 を図3に 示 し、1981～

88年 の 記録 を図4に 示 した 。

1955～70年 に は 概 して海 岸 線 に近 い地 域 、 す なわ ち 人 間 の居 住 地域 に近 い と ころで 捕 獲

され て い るが 、71～80年 に は や や 内陸部 に 入 った地 点 での 捕獲 が 多 くな っ て い る。最 も内

陸 部 に入 った 地点 は 、海 岸線 の炉 作 崎 か ら約32kmの と こ ろで あ る。 しか しな が ら1981年 以

降 は捕 獲 地点 は東 方 へ 拡 大 し、 西 目屋村 一相 馬 村 一大 鰐 町 の 捕獲 地 点 とつ な が って い る。

捕 獲 数 は 有 害駆 除 の 目的 に よる ものが圧 倒 的 に多 く、 全 捕 獲 数 の80%を 占 め る。

県 南 部 では1985～88年 の 捕獲 記 録 だ が(図5)、 捕 獲 地 点 が最 も多 いの は 田 子 町 ∫13件)

で、 その 他 は 新郷 村1件 お よび 三戸 町5件 で あ る。 この場 合 に は、 有 害駆 除 の 目的 に よ る

捕 獲 率 は 低 く約28%で あ る。 」
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3.有 害 駆 除 許 可 に係 る権 限 委 任

本 県は 、 等 該 権 限 を1981年4月1日 よ り市 町 村 長 へ委 任 して いる。 当時 、 委 任 す る こ と

に つ いて は 、 「安 易 に 許 可 され る ζ とに な りは しな い か」 、 「捕獲 に よ る影 響 は 全 県 的視

野 か ら検 討 され るべ き であ り、 許 可権 限 は委 任 す るべ きで は な い」等 反 対 す る意 見 も あ っ

た。 この た め県 は 、 有 害 烏 獣駆 除 事務 取 扱 要 領 を定 め、 特 に、 ッキ ノ ワグマ の 捕 獲 許 可 に

当 た って は(1)「 駆 除従 事 者 は通 算5回 以上 の狩 猟 者 登 録(ク マの駆 除 に つ い ては10回 以

上)を 受 け、 が づ 、 駆 除従 事 月 日の属 す る前 年 度 を含 む3回 以 上(ク マの場 合 は5回 以 上)

連続 して 狩 猟 者登 録 を受 け た もの で あ る こ と」 、(2)「 クマ の有 害駆 除 に つ い て は、 ク マが

人 家 の 付 近 、 農地 、 森 林作 業 の場 所等 に 出没 し、 人畜 、 農 作 物 に被 害 を及 ぼ し、 又 は被 害

を及 ぼ す 恐 れ が 強 い場 合 に の み 許 可す る もの とす る こ と。 」 を盛 り込 み、 市 町 村 長 へ通 知

す る と共 に、 市 町 村担 当 者 に対 す る説 明 会 も開 催 した。 ま た、1986年 に は有 害 駆 除 に

よ る捕獲 が105頭 と い うか つ て な い捕獲 が 記録 され た こと を契 機 に 、 は こわ な の使 用 に

当 た って は 、 住宅 地 や農 地 に近 い等 の利 用 で銃 に よ る捕 獲 が 不可 能 な 場 所 に 限 っ て使 用 す

る よ う猟 友 会 に対 しイて 自粛 を要 請 す る等 、厳 し く対 処 して きた。_一

4.考 察

4.1.有 害 駆 除 に つ い て

農 作 物 等 へ の ク マ に よ る被 害 は恒 常化 して お り、 こう し た状 況 は 今後 も続 く もの と思 わ

れ る。 しか も、他 の鳥 獣 とは異 な り、 農家 自 らが 自営 手 段 を持 ち 合 わ せ て い な い た め問題

は こ と さ ら深 刻 で あ る 。一 方 、 有 害駆 除 に よ る捕獲 が狩 猟 に よる捕 獲 の2倍 を超 えて い る

こ と、 そ して捕 獲 地 点 が次 第 に人 里 離 れ た 山地 へ 拡 大 され て きてい る とい うこ う した事 態

は 、適 正 な狩 猟 を確 保 す る とい う観 点 か らみ て も慎 重 に 検 討 す る必 要 が あ る6上 記 調 査 報 「

告 書 の 中 で 、 調査 者 は 山地 へ追 い返 す 手 段 を と るべ きで は な いか との提 案 を し て い るが 、

例 えば 、 忌避 剤、 音 、 光等 を利 用 した い わば 殺 さな い方 法 で農 地へ の侵 入 を防 止 す る手段

の 開発 等 、農 家 自 らが行 い得 る手 段 の 開発 が強 く望 まれ るの であ る。 そ して 、 その 手 段 の

開発 に は 日頃 ク マ に つ い て の研 究 に携 わ っ て い る方 々の 協 力 が是非 と も必 要 で あ る と考 え

るの であ る。

ま た同 報 告 書 で は ク マ の農 地 での 行 動 習性 を記 述 して い るので付 記 す る(本 県 の調 査 の

中 で 狩 猟 者 か らの 聞 き取 りに よ りと りま とめ られ た もの で あ る。)

(1)農 地 への 出現 の時期 お よ び時刻 は7月 ～9月 の朝 方3～5時 頃 であ り、 近 年 に な っ

て 夕 刻 に も現 れ るよ うに な っ た。

(2)単 独 又 は複 数 で 出現 す る。 但 し複 数 の 場 合 で あ っ て も、連 れ 立 って くるの で は な

く、 た ま た まそ の 場所 で 一緒 に な った もの で あ る。

(3)単 独 又 は複 数 に拘 らず 、・毎 回 同 じ通 路 を往 来 す る。

(4)農 地 内 で も複 数 で行 動 す る こ とは な く、20～30aの 農 地 では、15～20mの 間 隔 をお いて行
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動 す る。 ∫

(5)1回 で の行 動 範 囲 は10a程 度 で あ る。

(6)好 ん で採 食 す るの は トウモ ρ コシ、 ス イ カ、 稲1果 実 類(リ ンゴ、 ク リ〈 ス モ モ

な ど)で あ り、 し か も熟 度 を判 別 しく よ く熟 した.もの を選 ん で採 食 す る。一

(7>ス イ カ に つ い て は近 年 に な っ て食 べ る よ う にな った もの であ り、1回 その 味 を し

めた クマ は 、 次 の 年 か らも必 ず食 べ る よ うに な る。

(8)林 地 あ る い は沢 に近 い農 地 か ら順 に採 食 す る。

(9)初 め は農 地 の 周 辺 部 で採 食 し、 次第 に 中心 部 へ 移 る。

(10)そ の場 所 で食 べ る場 合 と、林 の中 へ運 ん で食 べ る場 合 が あ る。

(11)農 地 に滞 在 す る時 間 は、 条件 に もよ るが1時 間 程 度 で あ る。

(12)昼 は、 農 地 の近 くの林 の 中 で休 息 して い る。

(13)子 グ マ の採 食 中 は、 親 グ マ は見張 りを して い る。

4.2.生 息 数 原 び生 息 数 の 変動 に つ いて

1981年 、 県 は本 県 の クマ生 息 数 を把握 す るた めの 調 査 を実 施 し た。 これ は、 第2回.自 然

環 境 保 全 基 礎 調 査 報 告 書(哺 乳 類)の クマ分 布 図か ら、繁 殖 地 域 及 び出没 地 域 と され た メ

ッシ ュ を 田の 字型 に四 等分 した もの を一 区画 と し、 全 区:画数 は362区 画 で あ っ たが そ の うち

の20%を 無 作 為 的 に 抽 出 して72区 画 につ い て現 地 調 査 を 行 っ た。 この結 果 、 捕 獲 した もの

16頭 、 実 物 を発 見 した もの42頭 、足 跡 を発見 した もの17頭 分 で、 これ に よ り本 県 の生 息 数

は 、 津軽 西 南 部179頭 、 下 北 半 島部41頭 、 県 南 部34頭 、 合 計254頭 で ある と推 測 した。 この

こ とに つ いて 調査 者 は、(1)1頭 当た りの 生 息域 は883haで あ り、 白山 の石 川 県 側 で の 調 査

の130～160haに 比 べ て生 息 密度 はか な り低 い もの であ る。(2)1年 間 当 た りの 捕 獲 数 は 多 い

年 で100頭 を超 えて い る場 合 もあ り、((注)1981年 か ら1990年 まで の10年 間 の捕 獲 数 は'

648頭 で あ る)254頭 と い う推定 頭 数 が実 数 に近 い とすれ ば 半 数近 くが捕獲 され て い る こと

に な る 。(3)今 回 の254頭 と い う結 果 は実 数 よ りも低 いの では な い か と思 わ れ る。(4)し たが

っ て ク マ の生 息数 の推 定 は 難 しい面 もあ るが、 この よ うな 調 査 を繰 り返 し実施 す る こ とに

よ り生 息頭 数 変 動 の傾 向 を知 る ことが で き るの で、 早 い時期 に生 息 頭 数 を把握 して適 正 な

捕 獲 数 を産 出 す る必 要 が あ る と延 べ て い る。

ま た、 同報 告 書 で は生 息 数 の変 動 に つ いて は、 「ク マの 発 見 は 多 くな って きて お り生 息

数 は増 加 して い る 」 と い う意 見 が 多 か っ た。一 方 「それ は、 環 境 の変 化 に よ って、 好 ま し

い環 境 の場 所 に集 ま っ てい るか らで あ る 」 とす る意 見 も聞 か れ た。 今 一 つ 、狩 猟 者 に よれ

ば 捕 獲 個 体 が 小 型 化 して い ると い う こと に対 して も、 「それ は、 若 いク マ が 多 くな っ て い

る か らだ 」 と い う見 方 と、 「老 いた クマ が捕 獲 され 残 って い る の は若 いク マ だ け に な っ て

しま っ た の で あ り、 む しろ 、個 体 数 は減少 して い る 」 と い う見方 が あ る。 この こ とに つ い

て、 私 共 は ど ち らの 見 方 が正 しいの か とい う こと を判 断 す る具 体 的 な デ ー タ を も って い な

い。 た だ、 ク マの 発 見 場所 に つ いて の調 査 に よれ ば 、 「下 北 半 島 部 で は、 ス ギ 人工 林 と ヒ
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ノキ ア ス ナ ロ林 で の発 見 が 多 くブナ 林 で は少 な か っ た こ と。 これ は移 動 が主 で あ りマ ツ、

スギ 人 工 林 及 び混 交 林 で は採 食 が 主 であ っ た こと か ら、 クマ は、 生 息 地域 の優 先 植 生 に影

響 されて 生活 環 境 を選 択 す る こと を示 して い る と思 わ れ〉 換 言 すれば 、 クマ ば、 生 活環 境

へ の適 応 力 は か な り高 い 」 この よ う に報告 され て ピ るg=

本 県 で は、 昭 和30年 代 に 入 り拡 大 造 林 は急 激 に進 ん だ が 、 今、 国有 林 に お い て も、 択伐

施 行 へ の き りか え や森 林 生 態 系 保 護 地域 の 設 定 等 、 皆伐 施 行 の見 直 しが お こな わ れ て いる。

ま た、 若 齢 の 人工 林 の 植 生 は、 ブナ 林 に比 べ て 多様 性 に富 み、 採食 とい う点 だ け か らみれ

ば 、 む し ろ クマ の 生 活 環 境 は好 ま し い方 向 に 変 化 して い るの では な い か と思 わ れ るの で あ

る。 そ し て、 青 森 県 で は クマ の 生 ま れ る数 は 増 えて い る とい う見方 に つ いて も、 実態 は ど

うな のか と い う こ とを調 べ る必 要 が ある と考 え るの で あ る。

5.お わ りに

本 県 に お いて は 、 ツキ ノ ワグ マ に よる農作 物 へ の被 害 は依 然 と して 発 生 して い る とは い

え、1981年 か ら1990年 ま での10ヶ 年 で捕獲 され た648頭 と い う数 は決 し て少 な い数 では な い。

そ して、 「この ま ま対 策 を講 じな け れば 本 県 の ッキ ノ ワグ マ は絶 滅 す るお そ れ が あ る」 ど

い う意 見 に対 して は、 少 な くと も現 在の 本 県 に お け る確 か な生息 数 を把 握 した うえ で答 え

る必 要 が あ り、 ま た、 その 時期 を失 して は な らな い し、 そ うす る ことが行 政 の責 任 で あ る

と考 え るの で あ る。

な お、 終 わ りに 当 た っ て 「調 査報 告 書(平 成2年)の 中で の調 査 者 の ま とめ の こ とば を

紹 介 す る。

「青 森 県 に お い ては 津 軽 半 島 で60年 ほ ど前 に ッキ ノ ワグ マが絶 滅 し た よ ケで あ り、 生 息

域 の 面 積 と環 境 か らみ て、 今後 絶 滅 のお そ れ が あ り、 しか もそ の 時期 が最 も早 い と み な さ`

れ る のは 下 北 半 島 の 個 体 群 であ る。 本調 査 に お いて は 「月 の 輪 」 の変 異 か らみ て下 北 半 島

の個 体 群 は 隔 離 され た繁 殖 個 体群 とみな され た 。絶 滅 の危 険 性 は きわ めて 高 い と推 察 され

るの であ る。

ッキ ノ ワ グマ は人 間 に対 して 危害 を加 え る こ とが あ る動 物 な の で、 その 保 護 は か な りむ

ず か しい問 題 で あ る と思わ れ るが 、科 学 的 な 調 査 の結 果 に も とづ き、 科 学 的 な根 拠 に よ る

個体 群 の 保 護 と管 理 を実 施 す る こ とが必 要 で あ ろ う。 そ の際 に も青森 県 猟 友 会 の 全 面 的な

協 力 が必 要 で あ る こと を、 今 回 の 調 査結 果 を ま とめ て み て痛 切 に感 じ た。 」

6.文 献

青森 県1976年 青森 県 自然環境保全基礎調査報告書

青森県1981年 青森 県鳥 獣生息状況調査報告書(哺 乳類)

青森 県1982年 青森 県におけ るッキノ ワグマの生息数等調査報告書

青森県 平成2年 ッキ ノワグマ生息状況調査報告書
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表11990年 よ り1989年 ま での 捕 獲数

区 分 年'次1980198119821983198419851986198719881989計

狩 猟755

有 害 駆 除485!

計.55106

有害駆除による捕獲割合(%)87.248.1

822

4132

4954

83.759.3

14

96

110

87.3

351019

3010516

6511535

46.291.345.7

2

38

40

95.0

3175

31488

34663

91.273.4

表2青 森県南東部において近年ツキ ノ ワグマが発 見 もしくは捕獲 された地点

出現場所 年 次 ・ 情報提供者

天 間林村

東 北町

十和 田湖町

十和 田湖町

三 戸町

新 郷村

新郷村

新 郷村

天間館

水喰

黄瀬平

芦名沢

荒川

女 ケ崎

迷 ケ袋

大駒ケ岳

1955

1955

1967

1972

1978

1965

1975

1975

西野 山之(天 間林 村)

沼辺 竜 夫(東 北町)

古館 要助(十 和 田湖町)

佐 々木 常夫(十 和 田市)

元村 武 四(田 子町)

小笠原 光一(新 郷村)

高橋 千代治(五 戸町)

手倉森 司(倉 石村)

n



0

..

`D

9.0

0

●

O

O

OO

O

o
OO

・鮎

・曹

O

0

。
曵

〆

o

●

σ
O

O
O

●
■■

8ｰ

●
(昏

O

一
O
O

■

O

oo,

0

図1下 北 半 島 に お け る ッキ ノ ワ グマ

捕 獲 地点

(白 丸:1925～60年 、=二重 丸:1961～80年)

図1下 北 半 島 に お け るツ キ ノ ワグ マ

捕 獲 地 点(1981～88年)

(白 丸:有 害 獣 駆 除 の 目的 に よ る捕 獲 、 ～

黒 丸:狩 猟 期 間 中 の捕 獲;有 害 駆 除 の

目的 に よ る捕獲 頭 数 の比 率=71.4%)

1
.醗 覚
0

㌶:鞭
00

O

ｰo

0
◎

ol

雌一遭 〆」 酉＼
図3津 軽 半 島 南部 に おけ る ッキ ノ ワグ マの 捕 獲 地 点

(白 丸:1955～70年 、::二重丸:1971～80年)

◎
◎

.

◎@

響

暢

.
認
・
・

@
㎏

も

◎

0

一72



'.

%
0 、

0

%
む

。O・ ・ 、鈴(甑 ・

o '影

ゆ

.謁
・竜 「 ・

晶(8qρ 。 。。

・轟 ・。翻
萄

oo

8

O●

0

0●●

.へ ・!＼

●

●

O

oo

00
●()● ●●

o

●・ …8象
。OO

O

墾し一/)瓢

0

・
。

。。

o。

。

●

図4津:軽 西 南 部 に お け る ッキ ノ ワ グマ の(1981～88年)

(白 丸:有 害獣 駆 除 の 目的 に よ る捕獲 、 黒 丸:狩 猟期 間 中の 捕獲)

(有 害 獣駆 除 の 目的 に よ る捕獲 頭 数 の比 率=80.0%)

t

O

・(』
●O

●

O

●

V

●
●○

●

●

d

一/

図5十 和 田湖 南 東 部(主 と して 田子 町)に お け る ッキ ノ ワグ マ の捕 獲 地点(1985～88年)
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(有 害 獣 駆 除 の 目的 に よる捕 獲 頭 数 の 比率 寵80.0%)
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12.狩 猟 及 び有 害 獣駆 除 と保 護 管理 の現 状

小林 乙彦(社 団法人 秋 田県猟友 会)

1,ッ キ ノ ワ グマ 捕.獲の推 移

古 来 か ら 「マ タ.ギ」の村 と して ッキ ノ ワグマ との 共 存 が 成 り立 って い る秋 田県 では、 昭

和20年 代 前 半 まで は 年 間捕 獲 数 が50頭 以 下 で あ っ たが 、 昭和54年 以 降 は大 幅 に 多 くな っ て

い る。 この こ とは 、 ッ キ ノ ワグ マ そ の もの の生 息 数 が 多 くな っ た と言 わ ざる を え ませ ん。

ツ キ ノ ワ グマ の 人 間 生活 領域 へ の 出没 原 因等 につ いて は、 被害 者 側 、保 護 側 それ ぞれ に

奥 地 森 林 伐 採 の進 行 並 びに 開発 、 あ るいは 人 間 が 山 に入 り過 ぎる等 色 々な こと を言 って い

るが 、 それ も一 因 で あ るか も しれ ま せ ん。

しか し、 秋 田県 は 県 土 の72%、841,000ヘ ク ター ル が 森林 で、 内50%の420,000!》 ター

ル が 人 工 林 で あ り、 農 林 業 が秋 田 県 の 主産 業 で あ る以 上 、 山 との か かわ りは絶 対 必 要 な訳

で あ る。

狩 猟 鳥 獣 の 生息 数 を コ ン トロー ル す るに は狩 猟 に よる こ とが 最 もよ い方法 で あ るが、 ツ

キ ノ ワグ マ の狩 猟 期 間 は青 森 県 か ら沖縄 県 まで11月15日 か ら翌 年2月15日 まで とな っ て お

り、秋 田 県 で は積 雪 の 関係 上11月 下 旬 頃 か らッ キ ノ ワグ マ が冬 眠 す る。 この た め 、表1

「ツ キ ノ ワグ マ捕 獲 数 の推 移 」の と お り昭和23年 か らの狩 猟 に よ る捕 獲 数 は 天 候(そ の年

に よ って 積雪 が12月 中 旬 又 は下 旬 に な った とき は捕獲 数 が 多 い)に よ り多 くな った り、 少

な くな っ た りす る。

2.被 害 状 況

ッキ ノ ワ グ マに よ る被 害 は 、農 林 産物 の物 損 被 害 が相 当数 に のぼ るだ け で な く、 特 に重

視 しなけ れ ば な らな い こ とは、 死 亡 事故 を含 む人 身 被 害 が 発 生 して い る こ とで あ る。

秋 田県 で は表2,「 ッキ ノ ワ グマ に よる人 身被 害 の推 移 」の とお り昭 和51年 か ら人 身 被

害 が発 生 して お り、 昭 和54年 に は 異常 出没 が続 き15名 の方 々が死 傷 し た。

ま た、 この 年 は物 損 被 害 は1億 円 を超 え、8、9、10月 に は水 田 の 中、 国道 、 住宅 地 、

校庭 、 グ ラ ン ド等 に も出没 し、 ッキ ノ ワ グマ と人 間 の 戦 争 そ の もの で した。 と くに 、稲 作

被 害 が発 生 し たの も この 年 か らです 。

昭 和54年 の 大 被 害 は 、 立 県以 来 初 め ての 出来 事 で、 地 元 新 聞 に よ る読 者 が選 ん だ県 内十

大 ニ ュご スで も第2位 に ラ ンク され る ほ ど県民 に一 大 恐 怖 を与 え た。

昭 和54年 以 降 の ッキ ノ ワ グマ に よ る人 身 被 害 内容 は表3の とお りで あ る。

一74



3.生 息 数 調 査.

昭 和55、56年 の2年 間 に亘 り、 人 身 被 害 及 び農 林 産 物 等 の被 害 防 止 とツキ ノ ワグ マ の種

の保存 を図るため、全 県を対象 とした生息調査 並びに形態 及 び生態調査 を実施 した。

現 地 調 査 は ラ ン ダム抽 出 に よ る150個 所 を(1個 所9km2)猟 友 会 か ら3,626名 の計4,156名

で470回 に亘 り調 査 した 。

ま た、 生 息 数 推 定 の た め食 性 、 年 齢、 繁殖 等 の形 態及 び生態 調 査 も有害 駆 除 で捕 獲 した

189頭 に つ い て 同 時 に 実施 した。 一

この 調 査 は 文 部 省 統 計 数 理 研 究 所 林 先 生 、 文化 庁 花 井 先生 、 秋 田 大学 小 笠 原 先生 、 東

北 大 学 内藤 先 生、 大 阪市 立 大 学 宇 仁 先 生 の 全 面協 力 を得 、調 査 が で きた 。 この場 をか り

再 度 御 礼 申 し上 げ ます 。

この 調 査 の 決 定 に当 って は 、 秋 田県 一FIと し狩 猟 地 図の メ ッシュ(1メ ヅシ ュ/900ha

秋 田 県 内1,415メ ッシ ュ)の 中 で過 去3年 間 の ッキ ノ ワグ マ捕獲 地 域(昭 和52～54年)メ ッ

シュ388と その 周辺 の183メ ッ シュ を基 に ブナ林 帯、 広 葉 樹林 帯 、 の植 生 を勘案1し 、俸 礎個

所 「571」 か らラ ンダ ム に150個 所 を抽 出 し た もの で あ る。 一

2年 間 の 調 査 結 果 が ま と ま り、 対 策 を検 討 し よ うと し た昭和58年 に は、 死 亡 事 故 を 含 み

8名 の方 々が 被 害 を うけ た 。 この た め昭 和59年4月 に文 部省 の 協 力 に よ り前回 調 査地150個

所 の 内秋 田 市 太 平 山 を中 心 と した1市8町 村 に わ た る 区域 で50個 所 の生 息 調 査 を空陸 両 面

か ら実施 した 。

そ の結 果 前 回 調 査 時 の 生 息数 と比 較 す る と大 幅 に増 加 し、 この まま で は異 常 に出没 す る

可 能 性 が あ り、 事 故 多発 が 心 配 され た と こ ろ死 亡事 故 こそ あ りません が10名 め 方 々が 被害

を う けた 。

昭 和58年 に 秋 田市 を中心 と した 区域 に 異 常 出没 が7、8、9、10月 の4ヶ 月 に亘 り続 い

た 。

4.予 備 捕獲(密 度 調 整)

ッキ ノ ワ グマ の 生 息 数 が 多 くな れば な るほ ど、人 間の 生活 領 域 内 で の 出 合数 が 多 くな り、

それ に応 じて 事 故 が多 発 す る こ とは必 然 的 であ る。

今 年(平 成3年)は す でに7名 が被 害 を受 け て お り、 過去10年 間 で被 害 者 は、56名 に の

ぼ っ て い る。

そ こで前 に述 べ た現 状 等 か ら対策 を種 々協 議 した結 果 、予 防 捕獲(密 度 調 整Lを 実 施 す

る こ とど した。.

これ は、 毎 年 実 施 して い る生 息 調 査 に基 づ き生 息 数 を推 定 し、 年 間 繁殖 推定 数 の1/2

以 内 を捕 獲 し、 異 常 出没 を抑 制 し、 事故 の未 然 防 止 を図 る こ,とで社 会 不安 を解 消 しよ う と

す る もの で あ る 。
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推 定 繁殖 状 況'

生 息 調 査 に基 づ く繁殖 状 況 は 次 の よ うに推 測 され る。.

生 息数

1,284頭

1,284×1/2=642

642×54%%=346.68

346.68×1.5=520.02

520.02=2=260.01

年 間260頭 の 繁 殖 が 推測 され る。

予 防 捕獲 予 定 数260×1/2以 内 ≒129頭(市 町 村 単位 に算 定)

5.お わ りに .「 ・

毎 年 実 施 して い る生 息 調 査 の 結果 、 昭和60年 頃 か らッキ ノ ワグ マ の 生息 区域 が拡 大 して

い る 。例 えば 、 秋 田県 の内 陸 地 帯 出 羽 丘 陵特 に秋 田 空港 周辺 では数 組 の親 仔 連 れ が 確 認 さ 一一

れ て お り、 毎 年2～3頭 捕 獲 され て い るが この 区域(出 羽 丘 陵)は 生 息 調 査 地 外 に な って

お り、 生息 推 定 数 に は 入 って い な い。

この よ うな こと か ら、 今 後 は 調 査 対象 地 の数 を拡大 す る必 要 が あ る と思 って い る。'

ツ キ ノ ワグ マが 生 息 して い る以 上 人 間 との 共 存 も大 切 で あ るが、 生 活 が 脅 か され 山 林 事

業 等 の た め入 山す る人 々へ の不 安 が 高 ま り人 身 事故 が発 生 し てい る以 上 、 今 後 も生 息 数 把

握 の た あ の調 査 を継 続 す る と と もに 、種 の保 存 と人身 事 故 防 止 の た め予 防 捕獲(密 度 調 整)

は必 要 で あ る と思 っ て い る。
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ツキ ノ ワグ マ捕獲 数 の推 移表1
単位3取

墜

層

,

区 分 S21 22 23 24 25 26 27 竣 29 30 31 誠 33 訓 お 36 3? 38 39 40 41 12
43 1/ 45 .46

狩 猟 23 46 1/ 15 30 23 16 29 箆 2E 6Z 261.18 26 26
一6 23 43 15 51 25 8 23 4]

有轡竃除 一 一 is 19 zi 29 33 32 .16 is
幽訪
47 35 39

'64
29 24 5乏 SS 35 59 34 83 93

計 ●●● ・ ● ● 23 46 32 訓 51 52 49 51 41 41 銘 73 53 65 90 35 47
95 70 86 84 42 106 iao

区'分 47 48
'49
SO 51 52 53 54 55 56 57 SS 59 60 si 62

・63 H] s 3

狩 猟 31 22 38 ii 35 13 41 コ5 is 96 24 ?9 21 81 15 52 11
37 41 一

有著昭線 93 4/ 136 95 64 145 98 278 44 iu 127 15 202
102 400 64 113 as 63 68 冒 」

計 124 ss 174 ios 99 158 139 293 82 221 isi 154 欝 183 415 116 130 123 104 68

注:平 成3年 度5L月 末 日現在

単位:人

ッキ ノ ワ グマ に よる人 身被 害 の推 移表2

区 分 s51 52 53 54 畢5 56 57 58 59 60 si 62 63 H1 2 3f

軽 傷 2 i 2 2 1 3 2 5 i 5

重 傷 1. 1 12 2 2 5 8 3 5 3 2 4 2

死 亡 1 1 i

計 i
.

_ 1 15 . 2 2 1 8 io 5 8 2 8
3 4 7

弓 ・

注:職3年8月 粕 現在.
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、

表3 ッキ ノ ワ グマ に よ る人身 被 害 内容

年 停一■ 月 日 市 町 村 陵醤韻 腱択浅 苛.鱈 簿 考

5.13 月 仁 恥 1人 虻 山菓勘
「

翁闘
.

-

8.2 大 歴 市 1人 重偏 開餅繭鱒 千円
..」

」

途中軸 適

9.12
,

森 吉 町 2人 軽画 血陪で憾 中

54 lq 9.3嘔 討 辺 町 1人 重属 キノコ勘 114.15i

10.3 甕 黒 町 1人 庫 8

, 10.5 由 内 材 1人 8 服o督宅途中

, 千嬬 開 1人 ' クサ給い

8 響 4人 ∂ 剛 り中
,

10.lq 同 に町 1人 ' クリ益い

10.25 隔 旧町 2人 8 有害殿中

¥ 跳 月.8 爾町翻 養害薔趣 糖 嚇 毎 動 籍 考

4.1C 陰田市 1人" 軽傷 国盲赫憾 魯臨 千F

55 z 4.21 鹿 角i
.

1人 臨
「

購憐 25,470

7.29 河 辺窮 1人 軽儒 刊薩

5E z 9.E 濫 沢市 1人 8 寄ノコ勤 9.91E

51 1 io.u 藍塁闘 1人 ' σ 15,834

・ 1.12 月 仁勾 1人 麺 鮪"憾

1.ZY 臨駒贈 1人 躍 4

6.16 鹿画庫 1人 軽屠 帥雲

6.24 繍 一1(女) 死亡 醸動

5竈 8 1.15 甜且町 1(女) 童優 躍 13,975

,

10.E 猛騰 町 lA 8 儲 躯除,

io.F 詞週駒 1人 8 農僻
辱 」

10.28 鹿働 市 1人 軽傷 国崩憾
・一

年 儒 胆 市鞠" 縮徽 鰭憾 行 鞠 魔 考 塔 倭 月r 扇哺
「

翻韻 鶴撒 行 勇 髄 考

4.3C上 相 鮒 1人 重傷 蔽動 癩醤 5. 墨 巣鰭 1入 重1 曲鶏り
●
欄

5.E 臨和 町 1(女) .軽5
8 細

L

5.'14甜朋
・

1人 軽5 置 千円
7

F

s.is 褒吉 町 1人 重歯 有額除 9.17 AEI 1人 ' 専ノコ勘
o

7.1E 潮透 町 1人 8 鮪り 9.2竈 漸 遷 町' 1入 ' o

7.17 盈 澱 庫 1人・ 8 下辮婁 63 8 9.29 琴丘 町 1α) ' 8 8,451

5f is 9.3t 田R調 1人 ρ 毎ノコ譲り 11,399 10.1? 琴丘 殉 1入 8 クマ⑦鵬 レ
■

io. 角 塵 町 1(女) 9 タリ論い 10.1 A毒 取 1(女) , 等ノコ勘
9

10.13 筐 内 町 1ω 6
書ノコ犀り 10.iF 董呈 鞠 1ω '

層
・'

10.14 詞 辺 町 1人 軽偶 黙納傑 5.2E 犠師 1(女) 重偶 山縦 り

,

io.zs 臨 蝕町 1人 重偶 タ鵬い. 隠1 3 9.Z4 醤 手確 1人 邪 等ノコ勘 30,321.

5.30 目 代 町 2人 重画 下卵婁 10.4 魔巣 噂 1入
「

璽劇
'

7.5 五験目職 1人 虻 血嚢駒 4.21 ニツ摘 1人 重儒 ケマ蜷 詫り.
■

6C 4 7.lc 上相仁聴 1八 童昼 血の賜 り 5,014 5.fi 同 仁聴 1人 8 血粟勘(ゼンマイ)

10.31 毒 吉 町 1(女) 隆鵬 キノコ勘 z 9 8.20 辰 囲寧 1人 ∂ 下搏臓 10.60
幽

4.7 陵 田 市 1人 重塵 国盲服 8.2q 奮 吉陶 1人 8 初励

4.24 具 溶 町 1λ 軽慣 山O魍り 5.1£ 皇隅 1人 動 雌助

6.3 旧沢綱 1人 重瓢 ,ケノコ励 6.F a師 1人 軽傷 '

6.2( 象 喬 町 1(女)
σ 醒 7.17 大師 1入 ' 耕憾中. ・

61 .8 s.z 甜 目町 1入 , 漁瞥の朋り 31.65E 3 1 7.22 瑚 町 1人
θ 此き‡集め

8.2ε 詞 辺 町 1人 8 細o賜 り 8.if 己 翼奄 1(女) 8 嬬の轍 り

9.2( 電 融町 1(隻) 囎 鎗 8.11 上相倒 1入 8 露宅申

9.28 欣 田苺 1人 耀 ケサ捨唱1 8.15 魔 角唐 1(女) 甜 遭へ歩行中

6.4 厭潮 1人 即 タケノコ動

62 z 3.2 渦R蔭 1人 6 サ,ラの‡⑦ 20.01
舳

皮鱒諏る 9

.
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凡 例

口
・S52-54捕 槻

・'19見

囲 望.

国 乞"

日
++

4++

回 彗"以 上

口 訓 遡…個 所選 定1上の
麺髄個 所(571)

ッ キ ノ ワ グマ捕獲 地域 図(S52～S54)

一79一



凡 例

憎 調査個所150個 所

調査個所位置図
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13.広 島 県 にお け る ッキ ノ ワグ マ の保 護 管理 の現 状 と課

題

水 野 邦彦(広 島県林務部森林保全課)

1.は じめ に

最 近 本 県 で は 、 ッ キ ノ ワグ マ が人 里近 くに頻 繁 に 出没 して残 飯 をあ さ った り、栗 や柿 を

目当 てに 人 家 の庭 さ き まで現 れ る な ど、 これ ま で に な い異 常 な行動 が 目立 つ よ うに な って

きて お り、 関係 地 域 に お い て は夜 間 の外 出や 通 学 路 の安 全 確 保 な ど、 住 民 の 日常 生 活 に少

な か らず 影響 を与 え て い る。

ッキ ノ ワグ マ の被 害 防止 手段 と し て、 捕 獲 以 外 に有 効 な対 策 が考 え に くい現 状 で は、 こ

の ま ま人 里 へ の 出没 傾 向 が続 くとす れば 、 西 中 国 山地 の ッキ ノ ワグマ は や が て絶 滅 す るの

で は な いか と憂慮 され る 。

特 に西 中 国 山地 は、 我 国 に お け る ッキ ノ ワグ マ の実 質 的 な西 限生 息 地 に な っ て お り、 そ

の 「種 」 の保 存 は極 め て重 要 な課 題 で あ り、 適 切 な保 護 管 理 対策 の樹 立 が望 まれ て い る。

この た め本 県 で は、 有 識 者 に よ る 「ッキ ノ ワ グマ 保 護 管 理 対策 協議 会 」 を設 置 し て対策

を協 議 した結 果 、"ッ キ ノ ワグマ 保 護管 理 に 係 る今 後 の 課 題"と して 提言 を得 たの で 、 こ

の 内容 を これ まで の保 護 管 理 対 策 の 現状 等 と併 せ て紹 介 す る。

2.ッ キ ノ ワグ マ保 護 管 理 対 策 の 現状 等

2.1.広 島県 に お け る生 息 分 布 と生 息環 境 の 変 化

2.1.1.生 息 分布

本 県 で は 県 西北 部 の 佐 伯 郡 ・山 県 郡 ・高 田郡 一 帯 及 び双 三 郡 ・比婆 郡 の北 部 一 帯 が 主 た

る生 息 地 とな って い る が、 特 に佐 伯 郡及 び山 県 郡 が 本 県 での 生 息 の中 心 で あ る。

なお 、 近 年 は従 来生 息情 報 が なか った県 中 南 部 の ア カ マ ッ林 地帯 で の 目撃 情 報 が増 えて

い るの が 特徴 的 で あ る(図1)。

2.1.2.生 息環 境 の変 化

昭 和30年 代初 期 の 本 県 の森 林 構 成 は、 広 葉 樹 天 然 林 が森 林 面積 の45%を 占 め て い た。

ま た、 ア カ マ ッ天 然林 は 県 中南 部 を中心 に40%を 占 め、 スギ ・ヒノキ 人 工林 は僅 か7%を

占 め るに 過 ぎな か った 。

特 にブ ナ 、 ク リ、 ミズ ナ ラ等 の広 葉樹 天 然 林 は か つ て は 山 口 ・島根 県 境 付近 に広 く分 布

して お り、 ッキ ノ ワグ マ の 生息 分 布 域 と一 致 して い た。

これ らの 広 葉樹 天然 林 は、 昭 和30年 代 よ りの パ ル プ需 要 の 増 大 に よ る伐 採 の 奥地 化 が急
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激 に進 み、 そ の伐採 跡 地 は スギ ・ヒノキ人 工 林 へ の 林種 転 換 がな され て きた。.

この結 果 、 現 在 で は ス ギ ・ヒノキ 人 工林 率 は27%に 達 し、 逆 に 広葉 樹天 然 林 の 比 率 は30

%に 低 下 し て いる(表1)。

2.2.広 島 県 に お け る生 息 状 況 と捕獲 数 の推 移

2.2.1.生 息 状 況

本 県 が 昭和60年 度 に 広 島 県猟 友 会 に委 託 して 調査 した 目撃 齢 や足 跡 等 行 動形 跡 か ら、 当

時、 県 内に は お ホ そ90頭 が 生 息 して い る もの と推 定 して い るが、 その 後 の状 況 に つ い て は

現 在 生 息 調査 を実施 中 で あ る。

2.2.2捕 獲 数 の推移

捕 獲統 計 の あ る昭和21年 度 ～ 平 成 元年 度 ま での 捕獲 の状 況 は 表 一2に 示 す と お りであ

る。 特 に 昭和30年 代 後 半 か らは年 平 均約14頭 が 捕獲 され てお り、 生 息 ・繁 殖 地 域 にお

け る大規 模 な広 葉樹 伐 採 に よ る生 息 環境 の変 化 の 影響 が うか が え る。_

2.3.広 島 県 の保 護 対策 と被 害 防 止 対 策 の現 状

2.3.1.保 護対 策

本 県 で は、 捕獲 禁 止 措置 を講 じる こ とに よ る直 接 的 な保 護 対策 は 取 って い な い が、 第6

次 鳥 獣保 護 事 業 計 画(昭 和62年 度 ～ 平成3年 度)の 樹 立 に 当 た り、 昭和60年 度 に実施 した

調 査 結果 を踏 ま え、 ッ キ ノ ワグマ の 生 息 ・繁 殖 地域 に お い て、 当 面5,600haの 鳥 獣 保 護 区 を

新 し く設 定 す る計 画 と して お り、 これ ま での 生 息 ・繁 殖 地 域 にお け る既 設 の鳥 獣 保 護 区 と

合 わ せ て約12,000haの 鳥 獣 保 護 区 を確 保 す る こ とに して い る。

3.2.被 害 状 況

農 林 作 物 被 害 は、 全 鳥 獣 被 害 額 の1%に も満 た ず、 被 害 その もの が 問題 視 され る こ とは

少 な い。

入 的被 害 に つ いて は 山 中等 で突 発 的 に遭 遇 し て襲 わ れ怪 我 をす る事 故 が この と こ ろ毎 年

1～2件 の割 合 で発 生 して い るが 、 ッ キ ノ ワグ マの場 合 実 際 の被害 も さる こと なが ら、 大

型 獣 と して の恐 怖感 そ の ものが 被 害 の 主体 を な して い るの が特 徴 で あ る。

3.3.被 害 防止 対 策 の現 状

農 作物 の被 害 防 止 に つ い て は、 蜂 蜜 の生 産 現 場 等 の一 部 に お いて 有刺 鉄 線 や トタ ン板 囲

いが み られ る もの の 、 一般 的 に被 害 防 止対 策 は不 完 全 で あ り、 生 産 者 に お いて 工 夫 が 必 要

と思 わ れ る。 一

また、 人 的被 害 防 止 対策 につ い ては 、 関係 市 町村 に対 して鈴 ・笛 の 所持 や出 没 情 報 の周

知徹 底 の 指導 の ほか 、 毎 年 度 当初1～3頭 の駆 除許 可 証 をあ らか じめ 交付 して お く こ とに

よ り、 人 的被 害 の お そ れ 等 緊急 に対 応 しな け れば な らな い場 合に 備 えて い る。
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3.ツ キ ノ ワ グマ 保 護 管 理 に係 る 今後 の課 題(提 言)

3.1.長 期 的 な 保護 対 策(生 息 環 境 の 保 全 対 策)

近 年 の ッ キ ノ ワ グマ の 行 動 形 態 の 変 化億 、 そ の 生 息環 境 の変 化 が要 因に な っ て い る こと

は 明 らか で あ る。 ツ キ ノ ワ グマ を 中心 と した 野 生鳥 獣 を次 代 に引 き継 ぐため に は 、 まず 良

好 な 生 息環 境 を確 保 す る必 要 が あ る。

3.1.1.多 様 な 森林 の 造 成

単 一 樹種 に よ る大 面 積 一 斉林 の 造 成 は 、病 害 虫 や気 象 災 害 に脆 弱 で あ るば か りで な く野

生 鳥 獣 に とっ て 良 好 な 生 息 環 境 と な り得 な い 。 これ か らの 造 林 に お いて は、 環 境 保 全 の 立

場 か ら経 営効 率 の み を追 求 した スギ ・ヒノキ の 大規 模 な一 斉 林 の造 成 は避 け、 ク リ、 ブナ 、

ミズ ナ ラ等広 葉樹 が 混 生 す る多 様 な森 づ く りを 目指 す べ きで あ り、 国 ・県 の強 力 な行 政指

導 が 望 まれ る。

3.1.2.森 林 管 理 の 徹底'_

既 存 の スギ ・ヒノ キ 造林 地 は 一 般 的 に うっ閉 度 が 高 く、 この ため 下層 の 植 生 は退 化 して、

野 生 鳥獣 の利 用 範 囲 を狭 め て い る。 適切 な間 伐 の実 施 は 、森 林 の 生産 性 を高 め るば か りで...

な く、下 層 植 生 の発 達 を促 して ッ キ ノ ワグマ の生 活 の 利 用範 囲 を広 め、 安 定 し た生態 系 の

維持 の 面 か ら重 要 で あ る。

この技 術 は、 林 業振 興 や 水土 保 全 と と もに鳥 獣 の 保護 管理 とを整 合 させ る森 林 管理 の基

本 的 な技 術 で あ り、 今後 ます ま す の 推進 が望 まれ る。

3ユ.3.鳥 獣 保 護 区 の 充 実

これ ま で の鳥 獣 保 護 区の 設定 に つ いて は、 鳥 獣 の 捕獲 が 制 限 され る とい う面 だけ が 強調

され て い た き らい が あ る。鳥 獣 保 護 区 内 の良 好 な生 息環 境 を保 全 す る た め、環 境 改変 制 限

等 、 私権 の制 限 に 係 る損 失補 償 制 度 の 充実 が 望 まれ る。

3.2.人 的被 害 の防 止対 策

関係 地 域 に お い て は 、 出没 状 況 に つ い ての 正 しい情 報 を提 供 して注 意 を喚起 す るな ど、

広報 対策 の充 実 と同 時 に 、 ッ キ ノ ワ グマ の出 没 要 因 とな る不 用 意 な残 飯 の 放 置 や 、蜜 蜂 の

飼 育 を人 家 近 くで 行 わ な い こ と、 柿 ・栗 等 果 樹 の管 理 の徹 底 を期 す よ う、 その 要 因 の 除去

に つ い て指 導 を強 め る必要 が あ る。

3.3当 面の 保 護 対 策 一

3.3.1.保 護 対 策 の 必 要 性

西 中 国 山 地 の ッ キ ノ ワ グマ は 他 の 生 息 地 か ら孤 立 した 地 域個 体群 で あ る ため 、 その 保 護

管理 に は特 に 留 意 す る必 要 が あ る。

ッ キ ノ ワグ マ は 四 国 ・九 州 で 生 息 が確 認 な い しは 推 定 され て い る ものの 、 今 後 「種 」 を
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維 持 して い くに は相 当 厳 し い状 況 に あ る と思 わ れ る。 ㌃.

一 方 、 西 中 国 山 地に お いて も、近 年 の人 里 へ の 出没 個 体 の 増 加 に よ り、 情 報 は多 い もの

の頭 数 自体 は増 え て い な'いと い う卑 方 もあ り、 無 制 限 な狩 猟 の継 続 は地 域 の ツキ ノ ワ グマ

を絶 滅 に追 い込 む ので は な いか とい う懸 念 が あ る。,'

3.3.2.保 護 対策 の方 向

本 県 で は、 ッキ ノ ワグ マ を主 目的 に した狩 猟 は少 な く、 イ ノシ シ猟 中 な どに お い て 偶発

的 に捕獲 され るケ ース が 多 い。 一

保 護 対策 の方 向 と して は、 この よ う に ッキ ノ ワグ マが 目的 外の 獲物 と して 徒 に捕 獲 され

る こと を防止 す る ため 、 主 要 な 生息 地 に お いて ッキ ノ ワグ マ の捕 獲 禁 止 措 置 を講 じる こ と

に よ り、 狩 猟 に よ る捕 獲 を制 限 し、 危 険 な 個体 のみ を有害 獣 として駆 除 捕獲 をす る こ とに

よ り個体 数 を管 理 す る、 いわ ゆ る 「管 理狩 猟 」 を導 入 す る こ とが 、 当 面 取 り得 る最 も適 切

な保 護対 策 と考 え られ る。

3.3.3,地 域 住 民 の 理解_

保 護対 策 を講 じ る場 合、 地 域 住 民 の み が我 慢 を強 い られ る とい う心 理 的 な抵 抗欄 を軽 減

す る行政 的 配 慮 が 必要 で あ る。

この た め に は、 ッキ ノ ワグ マ に関 す る正 しい情 報 を提 供 し、 そ の 「種 」 の保 続 が 重 要 な

課 題 で あ る こ とを啓発 す る と同 時 に、 有効 な追 い払 い技 術 が確 立 され て い な い現 状 の な か

で、 地域 住 民 の安 全 を確 保 す る ため 、 危 険 な個 体 の駆 除 が的 確 に実 施 され る体 制 の 整 備 が

必 要 で あ る。

3,4.生 息 ・生 態 調 査 の必 要 性

保 護対 策 にせ よ駆 除 対 策 にせ よ適 正 な保 護 管 理 対策 を講 じ るた め に は、 ま ず その 生 息 実

態 を的確 に把 握 す る必 要 が あ る。

また、 ッキ ノ ワ グマ は主 と して県 境 に 生息 して い る実 態 か ら山 口 ・島根 両 県 と連 携 した 、

よ り詳 しい生 息 調 査 の実 施 も必 要 と思 わ れ る。

4.本 県 の 当面 の 対応

本 県 で は、 ツキ ノ ワグ マ は減 少 傾 向に あ る との判 断 か ら、 これ まで 有害 鳥 獣 駆 除 許 可 基

準 にお い て、 「人 的被 害 の恐 れ の あ る場 合以 外 は原 則 と して許 可 しな い 」 の方 針 の も とに 、

駆 除 許 可数 を最 小 限 に 抑 え るよ うに指 導 して い るが 、 この と ころの人 里 で の 目撃 回数 が増

加 す る中 で、 生 息 数 が減 少 傾 向 に あ る とす る判 断は 観念 的 で根拠 が な い とす る批 判 も 出始

め て い る。 一

この よ うな状 況 の 中 で 、今 後 きめ細 か な保 護 ・管理 対 策 を講 じて い くた め に は、 まず そ

の生 息実 態 の把 握 が不 可 欠 で あ り、 当面 、 生息 ・生 態 調査 を実 施 す る こ とに よ り生 息 実 態

の 把 握 に努 め た い と考 えて い る 。
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お わ りに

ツキ ノ ワ グ マの 保 護 管 理 対 策 を誇 ず る場 合 、 まず、 人 的被 害 の防 止 を最 優先 に考 慮 しな

けれ ば な らな い し、 ま た、 捕 獲 が ほ とんゼ 唯 一 の被 害 防 止 手 段 で あ る現 状 に あ っ ては 、 い

わ ゆ る 「共 存 」 は 困難 と考 え られ る。

こ う した 意 味 で、'捕獲 を制 限 す る こ とに よる保 護 対 策 は次 善の 策 と して 講 じ られ るべ き

で あ り、 最 善 の 保 護 対 策 は 、 ッ キ ノ ワグ マ に とっ て良 好 な生 息環 境 を維 持 ・醸成 す る こ と

に よ る 「住 み 分 け 」 を 目指 す こ とが 肝 要 と思 われ る。

しか しな が ら現 実 に は、 地域 の振 興 の た めに 今後 ます ます 開発 指 向は 強 ま る もの と 思わ

れ る。

こ う した現 状 の 中 で 、野 生鳥 獣 が 生息 す る良 好 な環 境 を保 全 し、 自然 の 生態 系 を維 持 し

て い くこ とは 、 た だ単 に鳥 獣保 護 制 度 や林 業 政 策 の み の問 題 では な く、 農 業政 策 や工 業 政

策 、 環 境 政 策 あ るい は我 々 の消 費 生 活 の あ り方 を含 め た大 きな視 点 で と ら える必 要 が あ り、

総 合 的 な環 境 保 全 対 策 の 充 実 が望 ま れ る。 一
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14.徳 島 県 に お け る ッ キ ノ ワ グ マ の 現 状 に つ い て

谷 口 右也(徳 島 県 農林 水産 部 林 政 課)

1.は じめ に

四 国 山地 に生 息 す る ッキ ノ ワグマ は 、 本 県 の 木頭 村 、 木沢 村 、東 祖 谷 山村 及 び高 知 県物

部 村 に10数 頭 か ら数10頭(日 本 の絶 滅 の お そ れ の あ る野 生生 物 「日本 版 レ ッ ドデ ー タブ ッ

ク 」)と 推 定 され て い るが、 本 県 に お い て は、 昭和62年 の捕 獲禁 止 措 置 以 前の 昭和54年 度

か ら捕 獲 実 績 は な く、 また、 近 年 生 息 に 関 す る情 報 も極 め て少 な い状 況 に あ り、現 在 そ の

地 域 個 体群 と して の絶 滅 が危 惧 され て い る。

この よ うな 中 、 県 と して は 昭和 和62年4月1日 か ら捕 獲 禁 止(高 知 県 は昭 和 和61年11月15日

か ら)に 、 ま た、 平 成 元年11月1日 か ら国設 剣 山 山 系 鳥獣 保護 区の拡 大更 新(2,539haを

10,139haに 拡 大))行 っ た と ころ で あ る が、 この よ うな措 置 は あ る意 味 で現 在 の烏 獣 保 護 行

政 行 の限界 と も い え る もの で あ り、 これ 以上 踏 み こん だ措 置 は非 常 に難 し い状 況㌃ あ る。

す なわ ち 、 現 在 の法 律(鳥 獣 保 護及 狩 猟二 関 スル 法律)に お い て、 絶 滅 の 恐 れ の あ る鳥

獣 の保 護 は 、 捕 獲 禁止 措 置 や鳥 獣 保 護 区 の設 定 とい う、単 に 「生息 地 の 上 に存 在 す る野 生

鳥 獣 を、法 律 に よ り人 間 に よ る捕獲 の 規 制 を行 う。 」 とい う こ とだ け で あ り、 時代 が 要 請

す る種 の保 存 ・生 態系 の保 護 と い う本 来 的 な意 味 で の鳥 獣 保 護行 攻 は 未 だ 成 育 せ ず、 それ

以 前の狩 猟 行 政(捕 獲 の規 制)の 段 階 で しか な いの が現 状 で あ る.

し か しな が ら、 私 た ち行 政 の 担 当者 と して は、 自然 の 多様 性 の シ ンボル と して の ツキ ノ

ワグマ を、 現 在 の 危機 的 な状 況 に至 ら しめ た我 々人 間サ イ ドの責 務 と して 、今 後 、 行 政 内 .

部 の コ ンセ ンサ ス を形 成 しなが ら、 長期 的 な ビジ ョン をたて 、保 護 の 施 策 を推 進 した い と

考 え てい る と ころ で あ る。

以 下 、本 県 の状 況 に つ い て、 ッ キ ノ ワグ マ を と りま く歴 史 や問 題 点 に つ いて紹 介 して い

き た い。

2.四 国 山 地 の ッキ ノ ワグ マ を と りま く状 況

四 国山 地 の ッキ ノ ワグ マ が、 現 在 の 頭 数 に ま で減 少 した理 由 と して通 常 言 わ れ て い る の

は、 国 内の他 の 地 域 個体 群 も同様 で あ ろ うか、1点 目は捕 獲(狩 猟 及 び有 害 鳥 獣駆 除)で

あ り、2点 目は 生 息 地 で あ る原 生林 の 開発 で あ る。

1ユ.捕 獲 に つ いて

ッキ ノ ワ グマ は 、 大型 の狩 猟 獣 で あ り、 ま た、 そ こに 生活 す る入 に と っ ては 猛 獣 で あ り、

林 業 に と って は 造 林 木 へ の ク マハ ギ が 甚 大 な技 害 を及 ぼ す ことか ら害 獣 と され て きた 。
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この よ うな こと か ら、 狩猟 や有 害 鳥 獣駆 除 に よ り捕 獲 され続 売 け て き た歴 史 が あ る。

四 国に お け る これ ま での捕 獲 実 績(昭 和和48年 度 以 降)に つ い ては 、 資 料1の とお りで

あ り、狩 猟 に よ る捕 狸 数.では徳 島県 と高 知 県 は ほぼ 同数 で あ るが 、 有 害 鳥 獣駆 除 に つ い て

は 本 県 の み で 行 わ れ て い る。'

次 に、 本 県 の 捕 獲 実 績 に お け る銃 ・捕 獲濫 それ ぞれ の 実績 は資 料2の とお りで あ る。

以 上 の 数 字 が ど の よ うな意 味 を もつ もの で あ るか 、 素 人 の私 に は コ メ ン トす る資 格 は な

いが 、 た だ結 果 的 には 昭和54年 度 以 降 の 捕獲 実 績 の な い こと か ら も、 昭和62年 度 か らの捕

獲 禁 止 措 置 及 び平 成 元 年度 の 国設 剣 山 山 系鳥 獣 保 護 区 の拡 大 更 新 一 す な わ ち捕 獲 圧 か らの

保 護 と い う観 点 で の これ らの施 策 は 、 あ ま り大 きな 意 味 を持 った とは 考 え難 い と ころ であ

る。

1.2.天 然 林 の 関 発 につ いて

後 発 の林 業 県 と して の徳 島 県 は、 戦 後 急 激 に 植林 を行 い、 資料3の とお り天 然林 の 率 が

昭和62年 度 で35%、 .うち ッキ ノ ワグ マが 生 息 す る と推 定 され て い る木 頭 村 ・木 沢 村 ・東 祖

谷 山村 の3村 で は28%と い う低 い率 とな って い る。'一

しか しな が ら、 県全 体 で94%と い う高 い民 有 林率 の本 県 で 、 これ ら3村 で も78%が 民 有

林 と い う状 況 の な か で 、経 済 行為 とい う面 と国 土 の保 全 と い う公共 性 を併 せ 持 つ 林 を、 ツ

キ ノ ワグ マ の保 護 とい う側 面 の み か ら否 定 し さ る こ とは問題 で あ ろ う し、 それ で は 単 に

「保 護 か 関発 か 」 「都 市対 山村 」 とい う対 立 の 構 図 で しかな くな る。

これ らの不 毛 な 論 議 で はな く、 現 在 行 わ れ て い る林 業 と い う もの を十 分 踏 ま え た上 で の

保 護 の検 討 と い う こ とが重 要 で あ り、 双 方 に、後 に述 べ る 自然 保 護 に つ いて の 共 通 の 認 識

をつ く りだ して い くこ とが重 要 で あ る。

3.保 護 施 策 等 を進 め る上 で の 問題 点

四 国 山 地 に お い て は 、 ッキ ノ ワグ マ を現 在 の状 況 に ま で減少 させ た2つ の 要 因の 、1点

目の 捕獲 圧 に つ い て は 捕獲 禁 止 措置 等 に よ り問 題 は な くな った とい え るか、2点 目の 生 息

地 の 原生 林 を残 す こ とは さきに の べ た と お り今 後 と も大 きな 問題 で あ る。

しか しな が ら、現 在 の危 機 的 な状 況 を考 え る とき、 さきの コ ロキ ウ ムで の 結 論 に あ る と

お り、 「人工 増 殖 」等 も視 野 に いれ た更 に踏 み込 ん だ施 策 に つ い て検 討 す る必 要 が あ り、

更 に 、 そ れ らの 実施 に あ た って は県 民 の コ ンセ ンサ ス を得 る こ とが何 よ りも重 要 と考 えて

い る と ころ で あ る。(現 に、 新 聞紙 上 に 「人 口増 殖 」等 の 記 事 が で る と、 そ こ に否 定 的 な

コ メ ン トが の せ られ て いる)。 一

そ して 、 これ ら を進 め る には 、何 よ り もまず 検討 す べ き基礎 的 な資 料 一 す な わち 、 専 門

機 関 に よ るツ キ ノ ワ グマ の生 息状 況 や生 息 環 境 の 調 査 が必 要 で あ り、 これ か ら以 下 に述 べ

る こ とは 、 本 県 の 平 成4年 度 の 予 ‡要求 の過 程(結 局 は予 算 の獲 得 は な らな か っ たが …)

に お いて で て き た問 題 点 で あ り、 今後 本 県 の鳥 獣 保 護 行攻 にお い て解 決 して い か な けれ ば
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な らな い問 題 であ る。 二

3.1.予 算 要 求 の 過 程 に お いて で て き た問題 点

予 算 要 求 の 概 要 は、 まず 初 年度1こ今 後 の基 礎 とな る[生 息 碓靱 調査 」 を実 施 し、 推 定 生

息 数 や生 息 環 境 を つか み 、 次年 度 に、1'つ は そ の調 査 拮 果 を基 に今後 の保 護 の方 策 等 を い

か にす るか と い う 「検 討 委 員 会 」 を設 け て持 論 を 出 し、 並行 して初年 度 ゐ調 査 を2ケ 年 間

継 続 す る(テ レメ トリー 等)と い う、3ケ 年 計 画 で あ った。

しか し、 今 回予 算 が 獲 得 か で きな か った理 由 とし て、 本県 の財 政状 況 や鳥 獣 保 護 行 政 位

置 付 け等 い ろ い ろ な要 因 は 差 し引 く必 要 は あ る と思 うか、一問題 点 を次 の よ うに整 理 で き る

と思 う。

1)保 護 の 必 要 性(2.2.)

な ぜ 、 また 何 の た め そ こ まで保 護 す る必 要 が あ るの か?

2)理 由(2.3.)

四 国 山地 の ッ キ ノ ワ グマ の重 要 性 県の鳥獣保護行政 の守備範 囲

3)結 論(3.)

自然 保 護(多 様 な生 態系 の保 護)に つ い ての 共 通認 識 の 必 要 性 噛

3,2.保 護 の必 要性

まず 、 第 一 段 階(す な わ ち 入 口論 と もい うべ き もの で あ るが か …)は 、 な ぜ 、 ま た、 何

の た めに ツ キ ノ ワ グマ の保 護事 葉 を実施 す るの か 、 とい う単 純 に して 納 得 させ が た い 問題

で あ っ た。

す なわ ち 、 かつ て害 獣 で あ り猛 獣 と して恐 れ られ 駆 除(県 と して捕 獲 艦 の補 助 金 の 支拾

実 績 もあ る)さ れ 続 け て きた ッ キ ノ ワグ マ で あ るか 、現 在 は捕獲 禁止 措 置 な り国設 鳥 獣保

護 区 の拡 大 更 新 等 、 県 と して や るぺ き こ とはや って お り、 これ 以上 更 な る保 護 策 を実施 す

る必 要 が あ る の か。

そ れ は何 の た め す る のか 。

ま た、 そ こま で踏 み込 ん だ こ とをす るの で あ る な ら、 国 の立 場 な り方針 は ど うい う もの

な の か 。
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1・5.ッ キ ノ ワ グ マ に よ る農 林 業 被 害 の 実 態

山 田 文雄(農 林水産省 ・森林総合研 究所 ・関西支所)

1.は じめ に

ツ キ ノ ワグ マ ∫θ1θηarcto5餉 沁θta朋5/aρ0耐C認(以 下,ク マ とい う)に よ る.農林 業 被害

は,そ の 生 息 す るほ とん どの 地域 で発 生 して い る(花 井 、1982)。 これ に 対 す る被 害 防 止法

と して、"駆 除"に よ る出 現 個 体 の除 去、 生 息 数 の低 減 化 が 依 然 とし て主 体 と な って い る。

しか し、 この よ う な"駆 除"が ク マ個 体群 の 地 域 的 な孤 立 化 や絶 滅 化 を助 長 させ て い る こ

とか ら、 有 効 な被 害 防 止 法 とク マ の総 合的 な保 護管 理 手 法 の確 立 が早 急 に 望 まれ て い る。

本 稿 で は 、 クマ の総 合 的 な保 護 管 理 手法 を確 立 す るた め に 、 ク マに よ る農 林 業 被 害 の現

状 を 明 らか に し、 と くに林 木 へ の剥 皮被 害 の実 態 と発 生 メ カ ニ ズ ムに つ い て詳 し ぐ検 討 し、

被 害 防止 法 の 今後 の課 題 に つ い て述 べ る。 一'

2.農 業被 害

農 業被 害 で は イ ネ、 マ メ類 、 果 樹 、飼 料作 物 、 野 菜、 イ モ類 、 工芸 作 物 、 蜂 蜜 な ど 多種

類 が 対象 に な り、 放 牧 牛 へ の被 害例 もあ る(表1)。1987年 度 で は被 害 は飼 料 作 物(面 積

44ha、 量280t)、 野 菜(面 積120ha、 量93t)お よび果 樹(面 積91ha、 量107t)で 多 く、 イ

ネ(面 積1ha、 量3t)、 イ モ類(面 積1ha、 量1t)、 そ の他(面 積15ha、 量29t)を 含 め 合計

で被 害 面 積315ha、 被害 量1,864tと 報 告 され て い る(農 水 省植 物 防疫 課、1989)。 被 害 はふ

つ う夏 か ら秋 にか けて の 農 産物 の生 育期 と収 穫期 に 多 い。

被 害 は東 北 、 関 東 、 甲信 越 、近 畿 、 中 国の 多 数 の府 県 で 発 生 して い る。 この うち 、 長野

県(面 積77ha、 量272t)、 群 馬 県(面 積17ha、 量63t)、 山形 県(面 積10ha、 量54t)、 鳥

取 県(面 積24ha、 量37t)な ど で被 害 が多 く、 ま た岩 手県 で は イネ、 中 国地 域(鳥 取 県 、 島

根 県 お よ び山 口県)で は 養 蜂 へ の被 害 も報 告 され て い る(農 水省 植 物 防 疫 課 、1989)。

これ まで クマ の 出現 の ほ とん どな か った地域 に お いて 、 ク マ の 出没 や農 作物 へ の被 害 が

増 加 した例 や 、 さ らに 民 家 の床 下 で冬 眠 を開 始 した例 もあ る。 この よ うな 原 因 と して 、本

来 の 生 息 地 域 の餌 の減 少(堅 果 植 物 な どの豊 凶)や 生 息 地 の 改変(天 然林 の伐 採 な ど)の

影 響 が あ げ られ て い る。農 作 物 へ の 獣類(イ ノ シ シ、 ネ ズ ミ類 、 ノウサ ギ 、サ ル 、 モ グ ラ

類 、 シカ な ど)に よ る全 被 害量 に対 して、 ク マ の被 害 は 面積 で約1%、 量 で約5%を 占め

る程 度 で あ るが・、 人 へ の 直 接 的 な加 害 の危 険性 もあ る こ とか ら、 被 害 防 止策 と して"駆 除

"が 実施 され て い る
。
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3.林 業 被 害 一

林 業 被害 で は 、 スギ 、 ヒノキ な どの林 木 へ の 剥 皮 害(い わ ゆ る"ク マハ ギ")に 加 え て、

栽 培 され た キ ノ1コ類 、 ク リ、 クル ミな どの林 産 物 の 実 の 採食 や枝 折 りな どが 問 題 とな っ て

い る(表1)。 林 木 以 外 の これ ら林 産 物 ぺ の 被害 時期 は農 業 被 害乏類 似 して収 穫 期 に 多 い。

林 業 経 営不 振 の 中 で、 収 入源 と して 期待 され る これ ら林 産物 への 被害 は林 業 家 に とっ て深

刻 な 問題 で あ る。

林 木剥 皮 害 は古 くか ら報 告 の あ る東 海(長 野 県、 岐阜 県、 静 岡 県、 三 重 県)、.近 畿(福

井 県 、滋 賀 県 、 京 都 県 、 奈 良 県)な どに加 えて 、近 年 で は東 北(秋 田県)、 関 東(新 潟 県 、

埼 玉 県)、 中 国(広 島県 、 山 口県)で も報 告 され つ つ あ り、 また 全国 の過 去10年 間の 被 害

面 積 の 推移 を み る と、 毎 年50～400ha程 度 の被 害 が発 生 し てい る(林 野 庁 保 全 課 、1991)。

獣 類(ノ ウサ ギ 、 シカ、 カモ シカ 、 野 ネ ズ ミ、 イノ シ シ、 サ ル)に よ る林 業 へ の全 被 害 面

積 に 対 して、 ク マ の被 害 は2～3%程 度 を 占め る。 しか し、 今 後 調 査の進 展 や 地 域情 勢 の 変

化 な どに応 じて、 被害 報 告 の 増 加 が予 想 され る。 「_.

3.1.林 木 剥 皮 被 害 の特 徴

これ ま で に 明 らか に され て い る地域 に おけ る林 木 剥 皮 の特 徴 に は共通 性 が認 あ られ る

(Yamada(、1990;山 田ほ か、1990)。 す な わち 、 剥 皮 時 期 は春 か ら夏 、 と くに5～7月 に

多 発 に す る。 剥 皮 形態 の特 徴 と して、 樹 皮 剥皮 に加 え て形 成 層 に 切歯痕 が 残 り、 ま た樹 皮

や 形 成層 に爪 痕 も残 る場 合 が あ る。 同一 林 分 で は、 成 長 の良 い太 い林 木 が 選択 的 に剥 皮 さ

れ る(図1)。 斜 面 で は 山側 か ら剥 皮 され る林 木 が 多 く、 樹 幹 の1/4周 囲 を剥 皮 され る頻 度

が 最 も高 く(約70%)、 樹 幹 の 全 周 を剥 皮 され る林 木 の頻 度 は10%程 度 で あ る。剥 度 高'

(地 上 か ら剥 皮 傷 上部 ま で)は 最 大3皿で 、50cm～2mの 範 囲 の頻 度 が最 も高 い(80%)(表

2)。 林 分 当 りの被 害 を受 け る林 木 の本 数 は 毎年1～3%程 度 で、 同一 林 分 に1～3・4回

以 上 クマ は 出現 し剥皮 を繰 り返 す ・地 域 的 に み る と、 林 木 剥 皮 は比 較 的狭 い範 囲

で 発 生 し、 しか も断続 的 に発 生 して い る と いえ る。

ま た、 ク マ の 捕獲 は5～10月 の期 間に かけ 、 と くに6～7月 に か な り多 く、 剥皮 発 生 時

期 と よ く一致 す る(表3)。 この よ うな捕 獲結 果 か ら、 ク マ は本 来の 生 息 地 帯 で あ る落 葉

広 葉 樹 林 帯 か ら夏 季 に 周辺 地 域 へ 分 散 し、 造林 木 を剥皮 す る とい う行 動パ ター ンの存 在 が

示 唆 され て い る(鳥 居 、1985)。

3.2.剥 皮 に よ る材 質 へ の影 響

軽 度 の剥 皮 に よ る林 木 の 直接 の枯 死 は あ ま りな いが 、 頻繁 に剥 皮 を繰 り返 され た林木 で

は枯 死 の頻 度 も・高 くな る。一 方 、 剥 皮程 度 が 小 さ くて も、剥 皮 は 材 の商 品 価 値 を低下 させ

る。 と くに 、 用 材 と して の 商 品価 値 の最 も高 い元 玉(根 元 か ら樹 高4～6mま で の部 分)を 剥

皮 さ れ る ため 、 そ の部 分 か ら腐 朽 菌 や変 色菌 の 侵 入 に よ る材 質 低 下 を起 こ し、 ほ とん ど

価 値 が な くな る。 。
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剥 皮 に よ る32年 生 スギ 造林 木 に対 す る材質 へ の腐 朽 ・変色 の影 響 調 査 結果 を蒙 .4に 示 し

た。 剥 皮 は12～27年 生 の 時 に発 生 して お り、剥 皮 発 生 時 の胸 高直 径 は 平 均13.Oc皿(最 小6.

5Cm、 最太27C皿)で あ っ た。 剥皮 毎 は平 均130Cm(最 小9Qcm、 最 大246c皿)で 、 剥皮 に よ る腐

朽 高(腐 朽 あ 伸 長)は 平 均226cm(最 小nOcm、 最 大353cm)で あ っ・たb一 したが っ七 、 腐 朽 の

進 行 は剥 度 高 の 平 均1.8倍(最 小1倍 、 最大3.2倍)に 達 す る ことが 明 らか に な っ た。 この

よ う に、 わ ず か な 剥 皮 で も剥 皮 部 分 か ら変 色 ・腐 朽 菌 の 侵 入 に よ り、 か な り広 範 囲に 材質

劣 化 が進 展 す るた め、 用材 として の価 値 はほ とん ど な くな り販 売 で きず 、 さ らに収 獲 直 前

の 優 良 木 が 被 害 を受 け や す い ことか ら、 林 業経 営 者 の 損失 は かな り大 きい 。

3.3,剥 皮 発 生 メカ ニ ズ ム の検 討

上 述 の よ うに 、 ク マ に よ る剥 皮 時期 は春 か ら夏 、 と くに5～7月 に 多発 に す る。 この 時期

の 林 木 の 形 成 層 で は直 径 成 長の た め に細 胞 分裂 が盛 ん で、 細 胞 壁 は最 も薄 くな り、 物理 的

に最 も剥 皮 しや す い状 態 で あ る(高 部 、1990)。 こ の形 成 層 部 分 に は 、 葉 で生 産 され た シ

ョ糖 な どの 単 糖 類 が周 年 流 動 して い る が、 初春 に は蓄積 され た糖 類 が細 胞 内 に 多量 に あ り、

しか も春 か ら夏 に か け て は蒸 発 散量 の増 加 に つれ 樹 液流 動 が 比 較 的 多 くな り、 弘マ の 剥皮

時 期 にお け る形 成 層 部 は高 い糖 分 を有 し て い る とい え る。物 理 的 剥皮 の しやす さ(Bark

peelability)は5月 か ら8月 にか け 高 くな り、 さ らに細 い木 よ り も太 い木 で 高 い とい う

(Wilcox、1962)。 特 定 の季 節 に 巣 中 し、 しか も成 長 の 良、い太 い林 木 を選択 的 に剥 皮 す る

ク マの 行 動 は 、 この よ うな林 木 の物 理 ・生 理 的状 態 と密 接 に 関係 す る と考 え られ る。

西 日本 の針 葉樹 一斉 造林 地 にお い て、 融 雪 時期(初 春)か ら初 夏 に か け て、 ク マに 適 す

る餌 条 件 は比 較 的 悪 く、 手 に入 れ や す い最 適 な餌 は一 般 的 に少 な い。 しか も、 この 地 域 の

人 工 林 率 は か な り高 く、 沢 筋 か ら尾 根 近 くまで植 栽 可 能 な場 所 は ほ とん ど針 葉 樹 の 造 林 地

とな って い る。 一 般 的 に、 低 質 の餌 環 境 下 にお け る動 物 の餌 選 択 では 、 高栄 養 価 、 あ る い

は高 消 化 率 の 食 物 を選択 す る よ りも、 手 に入 れ やす い(availabllityの 高 い)食 物 を選 択

す る。 し たが って 、針 葉樹 人 工 林 の 多 い環 境 を行 動 圏に して い る クマ に とっ て、 この 時期

の餌 と して栄 養 的 に低 くて も、 ほぼ 均 一 に生 育 し確 実 に 手 に 入 る針 葉 樹 造 林木 の形 成 層 部

の糖 類 を剥 皮 しな が ら採食 して い る と考 え られ る。 クマ 類 で は樹 木 へ の 剥 皮行 動 は普 通 に

み られ る行 動 の一 つで 、 また、 芳 香 性物 質 に対 して強 い反応 を示 す と い う(Yoshlmura、

1990)。 この よ う な ク マの 行動 や反 応 の 対象 と して 、針 葉樹 造林 木 は よ く適 合 した特 徴 を

持 っ て い る と考 え られ る。 今後 、 さ らに 詳細 な検 討 を行 う と と もに、 剥 皮 発 生 メ カ ニ ズ ム

に 直接 関係 す る本 種 の 採食 生 態 や行 動 パ ター ンな どの解 明が 必要 で み る。

4,被 害 防止 法 の 問題 点 と課題

ク マ に よる農 林 業 被 害 に対 す る防止 法 と して、"駆 除"が ほ とん ど唯一 の手 段 に な っ て

い る。 これ ま で に、 農 業 で は 防護 柵 な どが 試み られ 、 ま た林 業 で は 除 ・間 伐 な どの 保 育作

業 の徹 底 化 に よる林 地 への クマ の侵 入 を防 ぐ方 法 、 あ るいは 林 木 に ビニ ル テー プや 肥 料袋
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な どの巻 き付 け、 ク マ脂 肪 や 思 ・避 剤塗 布 に よ る剥 皮 防 止法 が検 討 され て い る.(例 えば 山

中 ほ か、1991)。 一本 種 の 生 態 解 明 が 不 十分 であ る こ とや被 害 が局 所 的 、 断続 的 に発 生 す る

た め、 被 害 回 避法 や 予 防法 の効 果 を試験 検 討 す る こ と さえ かな り困難 な場 合 が 多 い。 被 害

を受 けて い る農林 家 が 試 行錯 誤 的 に被 害 防止 法 を試 み て い るのが 現状 で あ る。 ま た、 今 日

の農 林 業 経 営 不 振 の 中 で 、 十 分 な被 害防 止 費 をか け る例 は少 な く、"駆 除"に よ る確 実 な

被 害 防 止 に 依 存 して い るの が現 実 で あ る。

農 林 業 被害 に対 す る防止 法 を検 討 す る う えで、 物 理 ・化 学 的防 止法(フ ェ ン ス、忌 避 剤

な ど)や 生 態 的 防 止法(犬 の使 用 、 給 餌 な ど)な ど、 被 害 対象 物 や発 生 状 況 に 応 じた 多様

な 方 法 の検 討 が必 要 で あ る。 さ らに、 現 行 の"駆 除"の 適 正化 や管 理 化 、"駆 除"の 被 害

防 止 効果 の判 定 な ど基 礎 的 デ ー タ の集積 や これ らの 材 料 に も とつ く個 体群 生 態 学 的解 析 が

必 要 で あ る。 長期 的 な対 策 と し て、 本 来 の 生息 環 境 の 回復 、保 護 地域 へ の 捕獲 個体 の移 住 、

各 種 の被 害 防 止 法 へ の補 助 、 さ らに 被害 補 償 な ど も必 要 とな ろ う。 いず れ に して も、 他 の

哺 乳 類 と同様 に個 体 群 のモ ニ タ リ ング技 術 の研 究 開 発 とそ の標 準化 を図 りろ つ、 まれ に も

とつ いた ク マ の総 合的 な保 護 管 理 体 系 の確 立 が 重 要 で あ る と考 え られ る。 一

ク マ は わが 国 で は大 型 獣 の 代 表 者 で、 そ の繁 殖戦 略 は 長寿 命低 繁 殖型 に属 す る(三 浦 、

1990)。 この た め、 生 息 地 の 改 変 や 捕獲 な どの 影響 に よ り、 個 体群 を維持 す る ヒ とす ら困

難 とな り絶 滅 しや す い と い う特 徴 は 、人 間活 動 とク マ の 生活 圏 との重 複 の 多 い地 域 で は早

くか ら認 め られ て い る。 不 都 合 な野 生動 物 を排 除 して 、 目的 とす る農 林産 物 だ け を無 傷 で

効 率 よ く収 獲 す る こと には 限 界 が あ る と考 え られ る。 生物 圏に お け る種 の存 在 と多様 性 を

保 全 しつづ 、 影 響 度 の 少 な い、 か っバ ラ ンス よ い生 物 資 源 の 持続 的 利用 を いか に 図 るか が

今 後 の課 題 に な る と考 え られ る。

5.引 用 文 献

花 井 正光.1982.ツ キ ノ ワグ マ."鳥 獣 害 の防 ぎ方(由 比 正 敏 ほ か編 著)":313-324、

農 山漁 村 文 化 協 会(東 京).

農 水 省植 物 防 疫 課.1989.鳥 獣 害 に よる農 作 物 被 害 調査 概 要 ・植物 防 疫、43:95-98.

三 浦慎 悟.1990.日 本 にお け る鳥 獣管 理 の現状 と今 後 の課 題.森 林 計 画研 究 会 会 報 、

(331):11-20.

林 野庁 保 全 課.199Lほ 乳 類 に よ る森林 被 害."林 業統 計 要 覧(林 野庁 監 修)"=29、

林 野弘 済 会(東 京).

高 部圭 司.1990.樹 木 の年 輪."樹 木 の年 輪 が 持 つ 情報(深 沢和 三 編):1-6、 文 部.省科 学

研 究 費 研 究 成 果 報 告 書.

鳥 居春 己.1985.静 岡県 北 部 に お け るッ キ ノ ワ グマ の 生息 動 態."森 林 環 境 の変 化 と大 型

野 生動 物 の生 息 動 態 に関 す る基 礎 的研 究(環 境庁 自然保 護 局編)":85-118.

Yamada,F.1990.BarkstrippingdamageofconifersbytheJapaneseblackbear.

一96一



i40r-

X70

100

80

sa

44

20

0

8fO1214181824222426283432343638444244464854

D8H(。 順}

[コ 健 全 木 ■ 剥 皮 木 一冒

図1健 全 木 と剥皮 木 の胸 高 直径 階 の頻 度 分 布 、 お よ び両 者 の平 均 値 の比 較

(山 田 ほ か、1ggo)。 両 者 間 に有 意 差 が 認 め られ る(t検 定
、p<o.01)

1「口

一

=

='
一π

一

匿

一

一

一

一

一

一

一

璽

一

「
.5

1

i

DBHｱSE(cm)

健 全 木2L7±0.3

剥 皮 木26.9±0.5

「rhr量 「ヒ「」

一98



表!.ク マ による農林業被害例

農作 物

水 稲,マ メ類,ハ ク サ イ,ダ イ コ ン,バ レ

イ シ ョ,カ ボチ ャ,ス イ カ,デ ン トコー ン,

ヤマ ユ リ,カ キ,ブ ドウ,ナ シ,ス モ モ,

モモ,リ ンゴ,テ ン サ イ,蜂 蜜 な ど

林 産物

キノ コ類,ネ マ ガ リダ ケ,コ ゴ ミ(ク サ ソ

テツ),ク リ,ク ル ミ,ヤ マブ ドウ,ア ケ

ビな ど

スギ,ヒ ノ キ,カ ラ マ ツ,マ ツな ど

農水省植物 防疫課(1989),山 形県 ・京都府資料

表2.林 木 剥皮 の特徴

斜面に 頻度

対する(%)

被害方向

樹幹周 に 頻 度 剥 皮高 頻 度

対 す る α)(cm)(%)

剥 皮割合

上

下

横

り
山

1

7

り
6

1
↓

2
U

Q
Q

1
⊥

Z/9

2/4

3/4

4/4

fi4.7<5Q12.9

19.651-1DD37.6

3.9101-20040.6

ユ0ρ8201く8.9

京 都 市花 背地 区 の被害木120本(ス ギ造 林木)の 集 計値,

山 田ほか(1990).
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表3,捕 獲 され た クマ

(39頭)の 月別 捕 獲頻 度

月 欝 月磐

-

∩乙

3

4

E
O

ハ
0

0

0

0

0

Z.s

17.9

735.9

812.8

923.1

1Q7.7

110

120

京 都 市 に お け る1982～1987

年 の 数 値,山 田 ほ か(1990),

表4.剥 皮 に よる材質へ の影響

測 定 値 平均値 標準偏差 最小値 最大値

(1)胸 高 直 径(cm)

(2)最 大 剥 皮 高(cm)

(3)最 大 剥 皮 長(cm)

(4)剥 皮 最 大 幅(cm)

(5)発 生 年(年)

(6)'発 生 時胸 高 直 径(cm)

(7)腐 朽 高(cm)

(8)最 大 剥 皮 高 に 対 す る

腐 朽 高((7)/(2))

(9)成 長 率(cm/年)

(((1)一(6))/(5)))

(10)剥 皮 面 積(c㎡)

((3)x(4))

(11)剥 皮 割 合

((4)/3.14x(1))

23.3

131.6

13Q.9

13.2

13.8

13.0

225.9

1.8

6.2

36.5

36.5

16.2

4.7

4.6

67.8

o.s

0.80.4

1850.125Q6.6

0.170.15

14.7

90.0

90.0

0

5.D

6.5

110.0

1.0

35.5

246.0

246.0

87.0

20.0

27.0

353.0

3.2

0.32.0

013050.0

0 0.83

京 都大 悲 山国有林 の32年 生 スギ27本 の測 定値,1991年6月5日 と

6月27日 調査.
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16.ク マ の 被 害 総 合 防 除 シ ステ ム は 可 能 か

羽澄俊裕(野 生動物保護管理事務所)

1.は じめ に

ク マ は 危機 的 な 状 況 に あ る と言 わ れ る が、 ど うい っ た要 因 が ク マ を そ う した状 況 に陥 れ

て い るの か を は っ き りさせ な けれ ば 、 ク マ を保 護 す る手 段 は 生 み 出せ な い 。

筆 者 は、 自治 体 の 委 託 と して1986年 に神 奈 川 県 の 丹 沢 山塊 、1989年 以 来 東 京 都 の 奥 多 摩

地 域 、1989年 に は 北 ア ル プ スや 白山 山 系 をか か え る富 山 県、1990年 に は 兵 庫 県 立 博 物 館 の

ク マの 調 査 事 業 に か か わ って きた 。 ま た、1988年 に は環 境 庁 の 緊 急 調 査 と して 、 絶 滅 し た

と いわ れ る九 州 の ク マ の 情 報 を集 め て まわ っ た 。 一方 、1988年 か ら3か 年 に わ た ってWW

FJの 助成 に よ り、 孤 立 化 の懸 念 され る個 体 群 と して、 丹 沢、 下 北 半 島、 中 国 山地 東 部 の

氷 ノ山 の状 況 を見 て ま わ っ た。 これ らの調 査 は、 ク マ を と りま く現 状 の整 理 と、一保 護 管 理

上 の 問題 点 をで き る だ け 明確 にす る こ とを 目的 に作 業 を進 め て きた。 さ らに各 地 で実 施 さ

れ て い る調 査 報 告 を参 考 に しな が ら、 ニ ホ ンッ キ ノ ワグマ 全体 の保 護 管 理 対 策 に つ い てW

WFJ自 然 保 護 事 業 報 告 書(印 刷 中)に ま と め た。 コ ロキ ウ ム での 講 演 は こう した一 連 の

調 査 に基 づ い て お り、 と くに クマ に よ る被 害 と その 防 除 も含 め た総 合 的 管 理 の 方 向性 に つ

い て 報告 した 。

2,ツ キ ノ ワ グ マ に よ る被 害 とは な に か

2ユ.造 林 木 被 害

造 林 木 で あ る ス ギ、 ヒノキ、 カ ラマ ッ な どの 樹皮 を ク マ に剥 が れ る害 。春 か ら夏 に か け

て 発 生 し、 樹 皮 を 剥 い で形 成相 が か じ られ て し ま うた め、 その 部分 の 腐朽 に よっ て 林 木 と

して の価 値 が低 下 す る。 全 周 を剥 皮 され た もの は枯 死 す る。 ク マが 何 故造 林 木 の皮 を剥 ぐ

の か に つ い て の 原 因 は い まだ に不 明 で あ る。 自然 林 内 には 全 国的 に発 見 され る痕 跡 で あ る

た め 、針 葉 樹 の 皮 を剥 ぐ行 動 は ッ キ ノ ワグ マ の一 般 習 性 であ る と考 え られ る。 た だ 、 ク マ

ハ ギ 被 害発 生 地 の 分 布 が特 に西 日本 に 目立 つ と い う点 につ いて は、 伝 統 的 に林 業 が 盛 ん で

早 くか ら大 面積 に 造 林 を お こな っ て き た西 日本 地 域 と、 多雪 の ため に スギ や ヒノ キ の成 長

が 悪 く造 林 開発 の 遅 れ た東 日本 地 域 の 違 いで あ る と思 わ れ る。

被 害 の 防 除 方法 は確 立 され て お らず 、 捕 獲 濫 を数 多 く設 置 して ひ たす らク マ を除 去 す る

こ とで対 処 され て い る。 地 域 に よ っ て は駆 除 に報 酬 金 を出 す ほ ど積 極 的 な もの で あ り、 伝

統 的林 業 地 帯 で あ る四 国 や 紀 伊 半 島 の クマ が 極 端 に減 少 したの は 、 こ う した駆 除 の結 果 で

あ る 。
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2.2.農 業 被 害

ク マ の分 布 す一る 山 の 周辺 で、 畑 の 作 物 が熟 す 頃 に 発 生 す る食 害 で あ る。 トウ モ ロ コ シが

多 いが 、 ブ ドウ、 ナ シ、 ク リ、 カ キ な どの果 樹 全般 が被 害 の対 象 と な る。 被 害 防 除 が工 夫

され る事 例 ぱ 少 な く、・箱 わ な か 銃 に よ る駆 除 が お こな
.われ て い る。.西 日本 の ほ うが箱 わ な

が普 及 して い る 。 と くに 地域 の産 業 と し て重 要 な農 作 物 の 場 合 に は 、徹 底 した駆 除 が 行 わ

れ るQ

2.3.養 蜂 ・養 魚 ・家 畜被 害

養 蜂 被 害 は 、 ク マ の分 布 す る山 の 中 に設 置 した ハ チ の巣 箱 が 被 害 の 対 象 と な り、 ハ チ ミ

ツ の 食 害 で あ る。 養 魚 被 害 は 、 養魚 場 の魚 の食 害 で あ る。 家 畜 被 害 と し ては 、 子 牛 や ウサ

ギ の 食 害 が あ るが 、 ヒグ マほ ど多 くな い。 これ らの場 合 に も、 被 害 防 除 の 工 夫 が され るの

で は な く、 被 害 発 生 後 に 箱 わ な や駆 除隊 に よ る駆 除 が お こな わ れ て い る。

2.4.入 身 被 害

人 身 被 害 の 新 しい もの と して は、1988年10月 の 山 形 県戸 沢 村 で3人 が襲 わ れ、 死 亡 した

悲 惨 な 事 件 が あ っ た 。 怪我 を した とか 、 命 か らが ら逃 げ て きた とい うよ うな話 は、、 ク マ の

分 布 す る 地 域 では 毎 年 の ように 新 聞 記事 に な る 。事 件 が お き た場 合 に は、 駆 除 隊 に よ っ て

山 狩 りが お こな わ れ 、 駆 除 され るか 、 そ の ま ま見 逃 し とい う形 にな る。 た だ、 時 に死 亡 事

故 に い た る とい う点 か ら、 ク マ は 危 険 な猛 獣 で あ る と い う イ メー ジが 一 般 化 し、 クマ を見

か け た と か ク マ の 足 跡 や糞 が あ っ た だ け で も駆 除 の要 請 が 出 され るほ どに 、 過 敏 な反 応 が

住 民 側 に生 ま れ や す くな って い る 。 こう し た こ と は狩 猟 文 化 の 変化 と同 様 に 、 や は り地 域

住 民 の 生 活 ス タ イ ル の 変 化 と関 係 が深 い。

3.被 害 防 除 と して の駆 除

3ユ.一 般 的 な 駆 除

これ まで述 べ て き た よ うに、 ク マ の被 害 に対 して は ほ と ん ど駆 除 と い う形 で対 処 され て

い る 。 ま た 、 危 険 な 動 物 で あ るた め 、事 故 を未 然 に防 ぐと い う理 由か ら許 認 可 を簡 便 に し、

臨 機 応 変 い つ で も駆 除 で き る よ うな体 制 を整 え る 自治 体 も多 い。 また 、 林 業 被 害 防 除 の た

め の 駆 除 の 目的 は で き る だけ ク マ を減 らす こ と に あ り、 つ きつ め れ ば 地 域 か らの ク マ の撲

滅 が 目的 で あ る 。 し たが って、 駆 除捕 獲 の 期 間 は実 質 的 に 無 制 限 で あ る し、 捕獲 数 に つ い

て も形 式 的 に制 限 を つ け ては い る ものの 、 自 己 申告 制 であ る。 山 奥 の 捕 獲 を いち いち 確 認

す る よ う な体 制 に は な っ てい な い 。 したが っ て、 す べ ては 地 元ハ ンタ ー 組織 の 自主 的 な規

制 に まか され て お り、 現 実 に は ほ とん ど野 放 しの 状 態 に な る。

近 年 は 捕 獲 の 確 実 性 や 大物 猟 をす るハ ンタ ー の 減少 か ら、 箱 わ な を もち い た駆 除 が 増 加

す る 傾 向 に あ る。50頭 前後 しか い な い と思 わ れ て いた 下 北 半 島 の孤 立 個 体 群 で は、1988年

の 秋 に2人 の ハ ンタ ー が ドラ ム カ ンの箱 わ な を もち い て30頭 以 上 も捕 獲 した。 この こ とは

地 元猟 友 会 で も問 題 に な り、 箱 わ なの使 用 が 禁 止 され たが、 箱 わ な駆 除 の脅 威 を示 す いい
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例 で あ る。

3.2.予 察 駆 除

一 方 、 多雪 地 帯 で4丹 か ら5月 に 行 わ れ る伝 統 的 な春 グ マ猟 は、 法 律 に よ る狩 猟 期 間

(通 常11月15日 ～2月15日 一)か らは ずれ てお り、 夏 か ら秋 にか け ての 被 害 を軽 減 す る と い

う名 目で 行 う予 察 駆 除 と して 位 置づ け られ て い る。 箱 わな が 個人 的 に行 われ る もの で あ る

の に 対 し、春 グマ 猟 は集 団 で 行 う場 合 が 多 い こ と もあ って 、猟 友 会 内 部 の 自 己規 制 が機 能

しや す く、 捕獲 頭 数 制 限 な どの話 合 いは 比 較 的 よ くお こな わ れ て い る。 ただ 、 ,閉鎖 的 な 山

間 部 の狩 猟 の 実 態 は掌 握 しきれ な いの が 現 実 の よ うで あ る。

3.3.駆 除 の構 図

この よ うに我 が 国 で は年 間 を通 して ほ ぼ無 制 限 に ク マ の捕 獲 が認 め られ て い る。 こ う し

た理 由 の第 一 に は 、 産 業 、 人 身 の 保 護 を最 優 先 す る とい う我 が 国 の野 生鳥 獣 行 政 の 基 本 原

則 が見 え て くる。 そ の う え、 被 害 防 除 を猟 友 会 は じめ農 家 や 個人 に ほ と ん ど無 償 で 依 頼 し

て い る と い う理 由 か ら、 捕獲 し た動 物 の所 有 権 く らい は努 力 して捕 っ た人 の もの と して 認

め ざ る を え な い よ うに な って い る。現 在 ク マ の金 銭 的 価 値 は、 日本 の野 生 動 物 の.中で も っ

と も高 価 な もの で あ る。 そ の こ とは韓 国 をは じめ とす る国 際 的 な熊 胆 需 要 が あ る か らに ほ

か な らな い。 こ う した こ と を総 じて み る と、 「クマ の 保 護 さえ考 え なけ れ ば 」、 捕 獲 が積

極 的 に推 進 され る ほ ど、 行政 担 当者 、 第 一 次 産 業従 事 者 、 国 際的 熊 胆 市 場 、 これ らの どの

立 場 に とっ て も メ リ ッ トの あ る状 況 が 生 まれ るの で あ る。

4.個 体群 の 孤 立 化

クマ の よ うに1頭 の 行 動 範 囲 が広 く、低 密度 で生 活 す る大 型 動 物 に とっ て 、 保 護 管 理 上

の 最 大 の課 題 は 、 個 体 群 が分 断 され孤 立 す る こ とを 防 ぐ こ とにあ る。

戦後 の拡 大 造林 以 来 、 広 葉 樹 林 が 減 少 し、 越冬 や繁 殖 を さ さえ る、 ク マ に と っ て重 要 な

食 物 資 源 量 が減 少 して き た こ と は事実 で あ る 。秋 の ク マ の異 常 出没 現 象 は、 こ う し た森 林

伐 採 に結 実 不 良 が 重 な っ た結 果 起 きて い る とい うの が、 お そ ら く間違 い の な い 予 測 で あ る。

数 年毎 に発 生 す る こう した事 態 は、過 度 な捕 獲 圧 と栄 養 不 良 か ら く る繁 殖 率 の 低 下 に よ っ

て、 ク マ個 体 群 に 最 悪 の 事 態 を もた ら して い る。 た だ し、 こう した状 況 の 中 で も、 結 実 の

見 られ る代 替 地 へ の 移 動 が 可 能 であ る とか、 過 度 な捕 獲 圧 か らの 回復 手 段 と して 、 他 地 域

か らの分 散 個 体 の 侵 入 定 着 が 確 保 され て い る とすれ ば 、 と りあ えず 時 間 と と もに 自然 回復

が期 待 で き る 。 しか し、 市 街 化 、 リゾ ー ト、 あ る い は そ れ に と もな っ た交 通 網 の 整 備 に よ

っ て地 域 環 境 が変 化 し、 クマ の 個 体群 間 の交 流 が分 断 され た場 合 に は、 危 機 的 な 事 態 は 急

速 に進 展 して い .く。 そ の こ との 例 と して、 四 国、 紀 伊 半島 。 中 国 山地 の 各地 域 個 体 群 の 現

状 が あ げ られ て い る。 問 題 は 東 北 各地 で も進 行 し て お り、 さ きに述 べ た下 北 半 島 部 な どは

象 徴 的 な事 例 で あ る。

ここで 注 意 しな け れ ば な らな い こ とは、 個 体 群 の 孤 立 化 現 象 は、 分 布 が 連 続 し てみ え る
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地 域 に お い て も、 人 間 の 社 会的 動 向や 地 形 的 条 件 に よ っ て は、 小 さ く虫 喰 い 的 に発 生 し、

さ らに近 隣 個 体 群 へ の孤 立化 の危 険 性 を伝 播 させ る と い うこ と であ る。

一5 .保 護管 理 の た め の ビジ ョン ・.一

こ う した状 況 に あ る ッキ ノ ワ グマ を と りま く問題 に 対 して、 前 向 きに 対 処 す る対 策 につ

い て整 理 した 。

5.1.保 護管 理 目標 の設 定

以 下 の点 か ら保 護 管 理 の 緊 急性 の程 度 を個 体 群 毎 に 予 測 し、 ラ ンク 分 け す る。 どの 個 体

群 に も、 生 物 学 的 な見 地 か ら生 息動 態 調 査 を実 施 して い くこ とは必 要 で あ るが 、 す べ て の

個 体 群 に つ い て 均 等 に勢 力 を傾 け るわ け に い か な い の で 、 緊急 性 の度 合 の 高 い もの か ら優

先 的 に作 業 を進 め る。

5.1ユ.目 標 とす る地 域 個 体群 の 区別(管 理 ユ ニ ッ トの設 定)

孤 立 化 の危 険性 を予 測 す る こ と と、 目標 を で き る だ け 明確 にす る た め に、 全 国 の ツ キ ノ

ワ グ マの 分 布 を、 個 体 の 交 流 の 可能 性 の あ る 山塊 毎 に 区 分 す る(図1)。 .

こ う して 区分 し た グル ー プ の うち、 す で に完 全 に ク マ の移 動 が た た れ て い る境 界 で 囲 ん

だ も の を ひ とっ の 地 域 個 体群(localpopulation)と し、 そ の 中に 、 ま だ交 流 の 可 能 性 が

残 され て い る が 今 後遮 断 され る 可能 性 の 高 い境 界 で 囲 ん だ もの を亜 地 域 個 体 群(sub-

population)と す る。

5ユ.2,各 個 体 群 毎 の 現 況 評価

これ ま で 自治 体 単 位 で 報告 され て き た狩 猟 や 駆 除 、 被 害 、 生 息環 境 に つ い て の情 報 を、

各 地 域 個 体 群 毎 に編 成 しな お し、 下 記 の よ う な項 目に つ い て の情 報 整 理 を お こな う。

① 狩 猟 、 駆 除、 被 害 の 情報 地点 図

② 被 害 内容 の整 理

③ 狩 猟 駆 除 数 お よ び狩 猟法 の整 理

④ 植 生 区分 図

⑤ 土 地 利 用 計 画 図

5.1.3,個 体 群 毎 の 問 題 点 の 整理

現 況 評 価 の結 果 か ら、 次 の 各項 目につ い て確 認 す る。

① 狩 猟 圧 は過 度 で は な い か?

② 駆 除 は妥 当 で あ るか?

③ 地 域 個 体 群 の 分 断 の お そ れ は な いか?

④ 食 物 供 給 地.が 確 保 され過 度 に分 布 して い るか?

⑤ 越 冬 環 境 は確 保 され て いる か?

⑥ 被 害 問題 の 対 処 が 適 切 に され て い るか?
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17.新 潟 県 の ク マ ー 生 息 数 ・密 度 の 調 査 法 一

豊 島 重 造(グ リー ン ・シグ マ 、新 大 名 誉教 授)

林 知 己夫(元 、 放 送 大 学 教授)

1.は じめ に

森 林 に 生 息 す る ニ ホ ンッ キ ノ ワグマ(以 下 、単 に ク マ と呼 ぶ)を 我 々が 望 む レベ ル で 保

護 し、農 林 産 業 に支 障 を生 じな い よ うに 生 息 頭数 を 調 整管 理 す る た め には、 まず 生 息 個 体

数 の把 握 が 重 要 で あ る。

ク マ は 習 性 上 、 冬 季 に冬 ご も りをす る こ とか ら、 降雪 地 域 では 積 雪 下 の岩 穴 、 樹 洞 な ど

の 穴 中 に在 り、 冬季 積 雪 面 上 の足 跡 、 その他 フ ィー ル ドサ イ ンだ け か らポ ピュ レー シ ョン

問 題 に ア プ ロ ー チ す る こ とは で きな い 。す なわ ち 、 狩 猟 体 験 者 か らの 聞 き込 み謁 査 に頼 ら

ざ る を得 な い実 情 に あ る。 そ の上 、 ク マは 一 般 的 に 行 動 圏 も大 き く、 移 動 範 囲・も か な りの

広 さ を もっ と考 え られ、 生 息数 調 査 に は種 々の 困 難 が つ き ま とい が ち で あ る。

また 、 新 潟 県 内 の ク マ の 生息 数 の 増 減 に 大 きな影 響 を与 えて い る もの に 、 特 に春 クマ に

対 す る有 害 獣 駆 除 が あ る。 そ の際 、 適 正 捕獲 頭数 の 制 御、 捕 獲 期 間 の長 短 の 調 整 、 駆 除 実

施 区 域 の 広 狭 を調 整 して、 ク マの 個 体 数 保護 の効 果 を高 め な が ら人 間 社 会 との 調和 が 保 持

され る よ うに 努 め る必 要 が あ る。

ク マ の 生 息 数及 び密 度 を把 握 す るた め に、 春 ク マの 活 動 が 始 ま る(4、5月)頃 、 行 動

す る姿 を確 実 に 観 察 確 認 し、 統 計 的 手法 に よ る調 査 を新 潟 県 の 全 域 で 、 昭和59～61(1984

～1987)年 の3年 間 に わ た り実施 した の で、 その 実 施 方 法 並 びに 要 領 に つ き、 そ の大 要 を

報 告 す る 。

2.調 査 方 法

2ユ.県 内 の ク マ 生 息 区 域 の 割 り出 し

昭 和57～58年 度 に お け るク マ の有 害 獣 駆 除 の 実 施 デ ー タ を も とに、 関 係 地 域 の猟 友 会 員

と協 議 し、 県 内 の ク マ 生 息 区域 図 を作 成 して 、 これ を図1に 示 した 。す な わ ち、 全 県 面 積

に 対 す る ク マ生 息 区域 の 面積 は4,944k㎡ で39.3%に 相 当 し て い る。 また 、調 査 実施 年 度 別

区 域 を棒 線 で示 した。 な お、 本 県 の 上 越 市 、 中 頚城 郡 、 東 頚城 郡 を連 ね る領 域 の一 部 に よ

り、 ク マ の 生 息 個 体 群 の生 息 圏は 東 西 に大 き く分 断 され て い る。 一

2.2.調 査 不 能 区域 の 削 除 に よる調 査 対 象 区域 の決 定

外 業 で1回 の 調 査 に 際 し2日 以 上 を要 す る 区域 、 地 形 急 峻 で調 査 行 動 に 危 険 を伴 う 区域

は 調 査 不 能 区域 と して調 査 対 象 か ら除 外 した 。 調 査不 能 区域 は朝 日、 飯 豊 国 立 公 園の 奥 地
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の 一 部 。 御 神 楽 、 粟 岳 、 守 門 岳 、 浅 草岳 、 駒 岳 、 八 海 山 の各 区域 の 一 部 。尾 瀬 を含 む 日光

国立 公 園 の 一 部 。 苗 場 、 白砂 山 、 妙 高 、焼 山 を含 む 中 部 山岳 国立 公 園 の 一 部 な ど で、 総 面

積 は1,206k㎡ で ク マ 生 息 区域 全 体 の 約24.4%に 相 当 して い た。 従 って 、 調 査 対 象 区域 は 面

積3,738k㎡ で75.6%を 示 し て い た。 、 一

2.3.調 査 区画 の分 割

調 査 区域 を示 す5万 分 の1地 形 図 を用 い、1区 画 に つ き占有 面積 を約600ha前 後 に 仕上 げ

る よ うに し、 形 態 は沢 筋 を中 心 に して尾 根 筋 で 囲 む よ うに調 査 対 象 区域 を分 割 区分 して い

る。 区画 相 数(N)は601個 に な っ た。 各 年 度 の 区域 内 の 区 画数 は59年 度 が131個 、60年 度

が224個 、61年 度 は243個 で あ っ た。 また、61年 度 の 調 査 対 象 区 域 は県 北 と県 南 の 両地 域 に

別 れ た が 、併 行 し て調 査 を実 施 して い る。

2.4.抽 出 区域 の決 定

調 査 対 象 区域 別(調 査 実 施 年 次 別)に 総 数601個 の 区画 に分 割 して い る。 各 区 域 毎 の 区 画

に対 しては 一 連 番 号 を付 記 し、 各 々の約3分 の1の 区 画数 を乱 数 表 を 用 い て ラ ンダム に 抽

出 した。 抽 出 区:画数(n)は59年 度 区域 で40個 、60年 度 で70個 、61年 度 が74個 とな った 。

ま た、 全 体 で は184個 の 区:画が 抽 出 され て い る。 な お、 そ の半 数 の92個 を 「1回 観 察 区画 」

と し、1回 の観 察 と1回 の追 い 出 し(捕 獲 作 業)に よ る生 息 数 確 認調 査 を実 施 して い る。

残 りの 半 数 区 画 は 「3回 観 察 区 画 」 に指 定 し、3回 の 観 察 後1回 の 追 い 出 し(捕 獲 作 業)

に よ る生息 数 の確 認 調 査 を実 施 す る こと と した 。

昭和59(1984)年 度 調 査 区域 で の抽 出 区画 の 選 考 と、観 察 回数 区分 区画 の配 置 状 況 の 一

例 を 図2に 示 して み た。 す なわ ち 、 〔コ印 は1回 観 察 区 画 を20個 、 ○ 印 を3回 観 察 区画 と し

て20個 を各 々示 して い る。 他 の 年 度 での 調 査 対 象 区域 で も同様 の処置 を行 って い る。

2.5.こ こまで の 各 作 業 業 務 の総 括

本 県 内 に住 む ク マ の 生 息 数 を把 握 す るた め 、 各 調 査 計 画 に も とづ き実 施 した 作 業 の 段 階

過 程 を観 察 実施 状 況 表 と して 、表 一1と して 取 りま と め てみ た。 す な わ ち、 昭和59～61年

度 の3年 間 の 調 査 対 象 区域(調 査 不 能 区域 を 除 いた)面 積 は3,734k㎡ で 、 区画 総:数 は601

個 で あ る。 そ の 内 、 ラ ンダ ム に抽 出 した観 察 用 区 画数 は約30%の184個 とな り、 調 査 区画 の

総 面 積 は1068k㎡ に な っ た。 観 察 調 査用 の抽 出 区 画184個 の 内訳 は3回 観 察 区画 が半 数 の9

2個 、1回 観 察 区画 も同 様92個 で あ っ た。 な お 、 昭 和60年 調 査 区画 の11区 画 は 諸 般 の 都 合 で 、

調 査 区 画 に近 寄 れ ず に不 実 行 とな っ た個 数 で あ る。

更 に、 観 察 調 査 を実 施 す る に際 して、 調 査 区 画 内 の 植 生 及 び林 相 な どの 自然 環 境 状 況、

捕 獲 個 体 の性 別 、 体 重 、 体 調 、 体 高、 推 定 年 齢 な どの測 定 を 実施 した 。 個 体 年 齢 測 定 の た

め に歯 牙(右 側 上 顎 部 の 犬 歯)の 採 取 を行 い、 これ か ら後 日、 犬 歯薄 片 を作 りヘ マ トキ シ

リ ンに よ る染 色 判 定 を実 施 して い る。 また 、 上 記 環 境 調 査、 観 察 調 査 、 捕 獲(追 い 出 し)

に よ る確 認 調 査 用 の 記 録 様 式 を整 理 して野 帳 を作 り、 調 査 に際 し記 載 の 疎 漏 な き を期 した。

さ て、 上 記 の 諸 調 査 に 参 加 す る調 査 員 は 、 ク マの 狩 猟 に熟 達 した猟 友 会 員 の 中 か ら選 考
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し、1回 の 観 察 と追 い出 し(捕 獲 を含 め)確 認 調 査 に は最 低 限4名 か らな る調 査 班 を編 成

して 、 そ の 任 に当 て る こ とに した 。 以下 、 調 査 結 果 に つ い て述 べ て み る。

3.調 査 結 果 一

3.1.新 潟 県 の ク マ と生 息 環 境

調 査 区 画 ご とに環 境 デ ー タ を と り、 クマ との 生息 関 係 を数 量 化 法(第2類)に よ り探 っ

てみ る こ と に した。

植 生 分 布 状 況 をみ る とチ シマ ザ サ ーブ ナ群 落 が 最 大 の 地 域 を 占有 し、 新 潟 県 全 域 の17.3

%を 示 し た。 次 いで 、 ブナ ー ミズ ナ ラ群 落 が12.3%を 示 して い る。針 葉 樹 の オ オ シ ラ ビソ

群 落 は1.1%に す ぎず 最 小 領 域 を示 して い る。 ク マ の生 息 と環 境 関 係 を数 量 化 法 で分 析 す れ

ば 、樹 種 別 に は 広 葉 樹 林 率70%程 度 の と ころに 高 い出現(生 息)傾 向 が 認 め られ 、 ブ ナ ・

ミズ ナ ラ ・ク ヌギ林 に 生 息 が特 に 高 い傾 向 を示 す よ うで あ る。 現 地 、 生 息 区域 の 生 息 と斜

面傾 斜 方 位 関係 で は北 東 、 北 、 北 西 面に 出現 傾 向 が強 く示 され る よ うで あ る。 生 息 と標 高

階 との 関係 を み る と、 平 均 標 高 で は、1000m～14001nの 範 囲 に生 息 ピー ク が認 め られ 、 標

高 差 で は1000m位 で生 息 出現 傾 向 の 強 い こ とが示 され て い る。 な お 、 数 量 化 法 に よ る詳 細

分 析 結 果 に つ い て は ク マ生 態 調 査 報 告 書(1987)を 参 照 され た い。

3.2.新 潟 県 の ク マ と地 域 分 布

各 年 度 別 の調 査 区域 にお け る調 査 区 画 の生 息 確 認 調 査 結果 をみ る と、 お よ そ、 次 の様 な

もの で あ る。 す なわ ち、 生 息確 認 の得 られ た 区画 数 は3年 間 で92個 とな り、 全 抽 出 区画 数

の 丁 度50%に 相 当 して い る。 これ を、 各年 度 区域 別 に み る と昭和61年 度 が47区 画 で64%を

示 し、 次 い で60年 度 が31区 画 で44%、59年 度 が14区 画 の35%の 順 に小 さ くな る。 この 傾・向

は 各 区 域環 境 の 特 色 に よ る もの か、 理 由 は明 確 で は な い 。

3.3.新 潟 県 の クマ の 年 齢 構 成

ク マ の年 齢 査 定 は 歯 に よっ て 行 わ れ る場 合 が 多 い 。 本 調査 に お い て も、3年 間 各 調 査 区

域 で そ れ ぞ れ捕 獲(生 息確 認)さ れ た ク マ289頭 の うち 、236頭 を対 象 に年 齢査 定 を行 っ て

い る 。採 取 した 右 側 上 顎 犬歯 の 歯根 部 横 断 切 片 を作 製 し、 歯 根 部 の セ メ ン ト質 をヘ マ トキ

シ リ ンに好 染 して層 の数 を測 定 した。 ま た、 個体 の年 齢 は そ の数 に1を 加 えた もの で あ る。

年 齢物 頭 数 の判 定結 果 を表 一2に 示 し て い る。 す な わ ち、3年 間 に 捕獲 され た もの236頭

(性 別 不 明4頭 あ り)の 年 齢 範 囲 は1～28齢 で 、 そ の平 均 年 齢 は6.3才 で あ っ た。 雌 グ マ9

2頭 の 平均 年 齢 は7.11才 、 雄 グ マ140頭 の 平 均 年 齢 は5.96才 で あ っ た。 捕 獲 グ マ の 年 齢 判 別

で は雄 グ マ が雌 グ マ に比 較 して若 い傾 向 を示 して い た。 雌 の春 クマ は子 ど もを連 れ て る場

合 多 く、.追 い 出 し時 に も用 心 深 く行 動 す る習性 に よ る結 果 の表 れ とみ られ る よ う。 ク マ の

年 齢 構 成 の詳 細 に つ い て は、 新 潟 県 で捕獲 され た ク マ の年 齢 構 成(1987)を 参 照 され た い。
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3.4.新 潟 県 の クマ の 生 息 数 の推 定(追 い 出 し確 認 を含 め)

3.4ユ 地 点 区 画数 に よ る倍 率 での 推 定

全 調 査対 象 区域 がN個 の 区画 に 区:切 られ て い るが 、 そ の 中 か ら等 確 率 で抽 出 したn区 画

を調査 した 。追 い 出 しに よ りy頭 の生 息が 確 認 され 拳 時、1区 画 の平 均 生 息 数y=y/n

とな り、 全 域 の 推 定 総 頭 数xは 、x=y・Nで 推 定 され 、xこy・N/nで 示 す こ とが で

き る 。 この 時 の推 定 精 度 σx2は

ux2=N(N-n)/nQ2...........(1)

た だ し、 σ2は 母 集 団 分散 で あ り、 この 推定 に は不 偏 分 散S2を 用 い た い。 そ こ で、n区

画 間 の分 散

S2=L/nE(yi-y)2.............(2)

は(2)式 で 求 め、 これ を(1)式 に代 入 して 対 象 区域 推 定 頭 数xの 推 定 精 度 を求 め られ る。 す

な わ ち、

σx2≒N〈N-n)/n・S2(3)

この標 準 偏 差 σx=ゾ σx2と な り、 この 時95%信 頼 度 の もとで の 推 定 幅 は2σxと な り、

生 息総 頭 数 はx±2σxと な る。 た だ し、 追 い出 しの 際 、 未 確 認 頭 数 も相 当数 が 考 え られ

る の で一 値 を捨 て 十値 の み 採 用 す る。

各年 度 の 調 査デ ー タの 諸 数 値 につ いて は、 これ を表 一3に 示 して い る。全 調 査 対 象 区域

の 生 息総 頭 数 は各 年度 の 推 定 頭 数 を加 え る。 す な わ ち 、47+163+289=497(頭)と な り、

標 準 偏 差 は σx=》 一(59年 の σx2)+(60年 の σx2)+(61年 の σx2)=46.4と な り、

そ の推 定 幅2σx(信 頼 度95%の もので)は2σx≒93、 相 対 精 度2σx/N=0.19と

な っ た 。 ま た 、1k㎡ 当 りの 生 息 密 度 は0.13頭 とな っ た。

3.4.2観 察 と発 見確 率 ・存 在確 率 に よ る推 定生 息 数

今 回 の調 査 は抽 出 区 画 の 一 部 に 対 して 、 観 察 ・追 い 出 し確 認 調 査 か ら発見 確 率 を推 定 し

て お き、1回 の観 察 調査 で 発 見 確 認 数 か ら生 息数 を推 定 しよ う とす る もの で あ る。 す なわ

ち 、 今後 追 い 出 し(捕 獲)を 行 わ な くと も、 観 察 に よ る だ け で生 息 数 の 推定 を 可 能 とす る

方 法 の確 立 を 図 っ た もの で あ る。

発 見確 率 は1日 の 観 察 調 査 結 果 を もと に計 算 す る。 豊 富 と して はベ イ ズ方 式 、 マ キ シ マ

ム ラ イ ク リフ ッ ド(ML)方 式 な ど あ る が、 いず れ も大 差 は な い。 基 本 的 に は1回 の観 察

調 査 で確 認 数 が0で あ っ て も、 本 当 は存 在 して い たか も知 れ な い と い う点 を考 慮 して い る 。

例 えば 、観 察1日 の発 見 頭 数(観 察 の た めの 追 い出 し を行 っ た調 査 区画 で の数)y1;2頭

を得 た とす る 、追 い出 しに よ る確 認 値y2=3頭 を得 た とす る。 そ の 時 の発 見 確 率P=y1

/y2=o.667と な る。 ま た、 調査 区画 の平 均 発 見 確 率 が得 られ て い れば 、確 認 総 頭 数yi

(仮 にloo頭 とす れ ば)か ら推 定 生 息 数xiを 次 の よ う に して求 め る こ とが で き る。 これ が

基 本 的 な 考 え方 で あ る。 ま た 、現 実 の追 い 出 し確 認 頭 数 で1ま59年 度 が14頭 ・60年 度 に は43

頭 、61年 度 が85頭 で あ っ た。 この調 査 デ ー タ に発 見 確 率 を用 い て全 域 へ の 延 長 推 定 生 息数
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をみ る と、59年 度 は61.3頭 、60年 度 に は195.5頭61年 度 が351.6頭 とな り、 全 体 で は608,4頭

に な った 。 ま だ、 追 い出 しに よ る確 認数 よ り推定 生息 数 が大 き い値 を示 す が、 追 い 出 され

た もの も有 るは ず で あ るか ら、 これ は 当然 な こ と と言 い得 る。 な お、 よ り厳 密 に は ノ ウサ

ギ の存 在 、 事 前確 率 を土 台 に した ベ イ ズ推 定 を必 要 とす る が、 これ に関 す る発 見 確 認 頭 数

に対 す る 推定 生 息 数 の 算 出法 の詳 細 は、 林 知 己夫 に よ る、 生 息 数 推 定(1987)に 示 され る。

4.む す び

新 潟 県 内 に 生 息 す るク マ の生 息 環 境 、 生 息 数 と密 度 及 び年 齢 構 成 な ど を主 とす る調 査 技

術 と方 法 に つ き論 述 して きた。 ク マ の生 息 に関 係 の深 い もの と考 え られ る ブ ナ原 生 林 も伐

採 開発 が進 み 、 生 息 環 境 は悪 化 の一 途 を た ど っ て い る よ うで あ る。 それ に 、 ク マ捕 獲 用 機

器 の性 能 も高度 化 し、 残雪 期 の 春 ク マ は有 害 獣 駆 除 の 折 の ター ゲ ッ トとな り、 生 息 数 の 増

減 に大 き な影 響 を与 え て いる と判 断 され る。 従 っ て、 クマ の 生 息 数 を成 可 く精 確 に推 定

(発 見 率P=0.67と して推 定 し た生 息 総 頭 数608.4頭)し て、 そ の増 減 調 整'に 際 して は仮 令 、

それ が 有 害 獣 駆 除 で あ れ、 一 般 狩 猟 に よ る捕 獲 を含 め 駆 除総 頭 数(新 潟 県 の近 年22年 間"

昭 和41～63年"の 年 平 均捕 獲 頭 数 約140頭)が 、 そ の地 域 の ク マ の繁 殖 に連 な る出産 頭 数

(本 調 査 期 間 で の 年 平 均推 定 出産 頭 数125頭)を 超 過 しな い よ う に、 特 に留 意 しな けれ ば な

らな い。 これ が逆 転 す る ように な れ ば 生 息 数 は 直線 的 に低 減 す る こ とに な る。

減 少 傾 向 に あ る クマ の保 護 は今 後 保 護 区の 設 定 も考 えね ば な らぬ が 、 ク マ と ヒ トとの 関

係 は ひ と つ 間違 え ば入 身事 故 に連 な る危 険 を もは らん で い る。他 に 農林 産 業 被 害 を含 め て

考 えて も、 ク マ の 習性 を熟 知 して 当 たれ ば 、 お の ず と効果 的 な 防 除法 も確 立 され よ う。例

えば 、 捕 殺 は成 可 くこれ を排 し、 代 わ りに忌 避 剤 に よ る被 害 防 除法 の 開発 を進 め効果 が 発

揮 され る様 に な れ ば、 日本 の森 の 王 者 た る クマ の 保 護 と人 間 社 会 との 調和 の とれ た共 存 が

可 能 に な る で あ ろ う。
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表1調 査実施状況表

謂査

年度

生息区域

総 面 積

(ha)

訓査不能

区域面積

(ha)

調査2橡

区域而積・

(ha1

調 査 区 画

総 面=積
'(ha)
総区画数 調査区画数

3回 観察

区'画 数

1回 観察

区 画 数

59 82,501 3,990 78,511 23,Z52 ,134 40 20 ZO

60 192,686 67,760 124,926 32,911 224 70 35
35

(111ヒ'

61 219,254 48,914 170,340 51,870 243 74 37 37

計 494,441 120,664 373,777 1Q8,033 601 184 92
92

(11)

注:()内 は調査が実施できなかったものo

図2捕 獲 され たクマの年齢構成

幽

合 計

年 齢

a ♀ 押 計

1 7 5 1 13

2 19 io 29

3 24 14 3 41

9 22 15 37

5 19 8 27

6 7 4 11

7 7 4 ll

8 3 s 9

9 10 10

io 4 s 9

ii 2 2 4

12 3 1 ● 4

13 5 5

is S 2 7

15 i 2 3

is i 2 3

17 i 1

is i 4 5

19

20 1 1

21

22 i i 2

23

24 1 t

25 1 i

26

27 1 監

28 1 1
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図3追 い出し捕獲に よる新潟県の クマの生息頭数 と密度の推定

ξ9年訓i陛分 60年 馴査分
一
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18.ク マ を め ぐ る植 生 と食 性 一採 食 パ タ ンの 地 理 的 変 化 一

日浦 勉(北 海道 大学 農学部)

1.は じ め に

現 在 ま で に ヒ グ マ 、 ツ キ ノ ワ グ マ の 食 性 に 関 し て は そ の 季 節 変 化(Clark,1957、Bromle

i,1965、Bee皿anandPelton,1980、NozakietaL,1980＼Aoi,1985、Torii,1989)に 始 ま

り 、 栄 養 分 析 に よ る 各 食 物 種 の 重 要 性 の 評 価(Mealey,1980)季 節 移 動 と の 関 連 性 の 検 討

(Servheen,1983)な ど 数 多 く の 研 究 報 告 が な さ れ て き た 。 し か し そ の 何 れ も が 各 フ ィー ル

ド個 別 の 論 議 に と ど ま っ て お り、 ヒグ マ ・ッ キ ノ ワ グ マ と い う種 の も つ 食 性 の パ タ ン を 一

般 化 し よ う と し た 試 み は な い 。 本 報 告 で は 世 界 各 地 の ヒ グ マ ・ッ キ ノ ワ グ マ の 食 性 を 比 較

検 討 す る こ と に よ っ て そ の 地 理 的 ・構 造 的 パ タ ンの 一 端 を 明 ら か に し よ う と す る も の で あ

る 。

2.資 料 と方 法

資 料 は ヒグ マ に つ いて12地 域13論 文 、 ッ キ ノ ワグマ につ いて は7地 域7論 文 の 糞分 析 結

果 を用 い た。 た だ し ヅキ ノ ワグマ に関 して は ア ジ ア ク ロ ク マ とア メ リカ ク ロク マ を一括 し

て 扱 っ た。 これ ら既 存 の 研 究 報 告 か ら調 査 地域 毎 の食 物 種 の 種 数(動 物 質 ・植 物 質)と 出

現 頻 度 か らその 多 様 度(ShannonandWeaver,H')を 求 め た。 そ の概 要 を表 一1に 示 す 。

ま た食 物 種 の 重 量 比 を算 出 して あ った報 告 か ら、 生 息 環 境 別 の食 物 種 順 位 一利 用 度 曲線 を

作 成 した 。

これ ら解 析 は ヒグ マ の 採 餌 者 と して の位 置 付 け を次 の よ うに想 定 して行 っ た 。 仮 定 とそ

こか ら予 想 され る 最 適 採 餌 戦 略(厳 佐 、1981、1990)は 以 下 が 挙 げ られ よ う。

1.彼 らの 棲 む 環 境 構造 は あ る特 定 の 餌 の発 見 が 、 あ る統 計 的 な期 待 値 を持 っ て反 復

で き る よ う に な っ て い る 。

2.追 跡 者 で は な く探 索 者 で あ る。

→遭 遇 し た 全 て の 採餌 可能 な もの を喰 う こと

3.大 型 の 身 体 を持 って い る。

→ 様 々な 大 き さの餌 を食 べ る。

4.餌 密度 が 低 い と ころに 棲 ん で い る(ホ ー ム レ ンジの 質 に よ る)。 一

1→ い ろ い ろ な餌 品 目の うち、 よ りよ い(栄 養 豊 富 、 消化 良好 等)餌 だ け に 限 らな い 。

つ ま り生 息 環 境 に 存 在 す る採 餌 可 能 な もの を片 っ端 か ら喰 う こと、 よ っ て そ の食 性 は環 境

に 大 き く依 存 す る こ とが最 適 採 餌 戦 略理 論 か ら予測 で きる だ ろ う。 こ の予 測 が 実 際 のデ ー
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タ で裏 付 け られ る か ど うか を検 討 す る もの で あ る。

3.結 果

3ユ.食 物 種 数 の 地 理 的変 化.一 一

各 地 の平 均 食 物 種 数 を ヒグ マ とッキ ノ ワグ マ で比 較 す る と、 植 物 質 は そ れ ぞ れ23.4、

24.1、 動 物 質 は それ ぞれ7.1、6,3と 両 種 で差 は な か っ た 。 しか し調査 地 毎 の緯 度 と出現 食

物 種 数 の 関 係 を見 る と、 ヒグ マ の動 物 質 種 数 で は 明 瞭 な 傾 向 は な く(r=0。259,p>0.05)、

植 物 質 種 数 が 高 緯 度 に な る につ れ 減 少 す るの に対 し(r=一 〇.590,p<0.05)、 ツ キ ノ ワグ マ

で は動 物 質(r=0。927,p<0.01)植 物 質 種 数(r=0.918,p<0.01)と もに高 緯 度 に な る に つ

れ 増 加 した(図1)。 ま た これ ら緯 度 との 相 関 計 数 を ヒグ マ と ッキ ノ ワグ マ で比 較 す る と、

ヒグマ よ りツ キ ノ ワ グマ で 高 い値 が 得 られ た 。 以 上 は 種 数 でみ た場 合 で あ るが 、 ツキ ノ ワ

グ マ は サ ンプ ル数 が 少 な くて解 析 に 耐 えな か った もの の 、 ヒグマ の食 物 種 の 多 様 度 で 比 較

して も 同様 の傾 向 が 得 られ た(r=一 〇.614,p<0.05)。

3.2.食:物 選 択 性 の 検 討

ヒグ マ 、 ツキ ノ ワグ マ と い う種 に 顕 著 な食 物 の 嗜 好 性 、 選 択 性 が あ るの な ら どの 地 域 で

も特 定 の 食 物 の 出 現頻 度 が 高 くな るは ず で あ る。従 来 、 クマ の 食 物 で 重 要 な もの と して い

くつ か の もの が挙 げ られ て い る。 す な わ ち夏 期 の 草 本 と して セ リ科 ・イ ネ科 、 夏 か ら秋 に

か け て の 果 実 類 と して サ ク ラ属 ・ス ノ キ属(ベ リー 類)、 秋期 の ドング リと して ブ ナ属 、

ナ ラ属 等 で あ る 。 これ らが 選択 的 に 採食 され て い る か ど うか の 検 討 の た め ヒグ マ 、 ッ キ ノ

ワグ マ 両種 で 調 査 地 毎 の 出 現頻 度 を 比較 した(図2、 図3)。 これ を見 る と ヒグマ 、 ツキ

ノ ワグ マ 両 種 で特 定 の 食物 の 出現 頻 度 が 高 い とい う傾 向 は な く、 地 域 に よ っ て 出現 パ タ ン

は異 な って い る。 この 図 は ほぼ 低 緯 度(温 帯)か ら高 緯 度(寒 帯 一 ッ ン ドラ)に な る よ う

に左 か ら地 域 毎 に ま とめ て 示 した もの で あ る が、 ヒグ マ の場 合 高緯 度 に な るに つ れ第 一優

占種 の 出現 頻 度 が 増 加 して 多様 度 が低 下 して い る の に 対 し、 ツキ ノ ワグ マ で は 逆 に第 一優

占種 の 出現 頻 度 が 低 下 して 多様 度 が増 して い る。 この こ とは 図1で み られ た傾 向 と一 致 す

る 。

セ リ科 、 イ ネ科 、 ス ノキ属 の オ ー プ ンラ ン ド性 植 物(論 議 参 照)と ブ ナ属 、 ナ ラ属 、サ

ク ラ属 の 森林 性 植 物 の 出現 頻 度 を比 較 す る と、 ヒグ マ の場 合温 帯 で は両 者 が混 在 して い る

の に対 し、 高 緯 度 に 向 か うに つ れ オ ー プ ンラ ン ド性 植 物 が増 加 して寒 帯 で は 森 林 性 植 物 は

な くな り、 オ ー プ ンラ ン ド性 植 物 の み とな る。 一 方 ッ キ ノ ワグ マ で は、 温 帯 地 域 で ほ ぼ 森

林 性 植 物 の み が 出現 す る の に対 し、 よ り高 緯 度 の 地 域 で は オ ー プ ンラ ン ド性 植物 も混 じ る

よ うに な る。

3.3.環 境構 造 の 違 い に よ る採植 パ タ ンの変 化

前節 で検 討 し た よ うに ヒ グマ もツ キ ノ ワグ マ も様 々 なハ じタ ッ トに生 育 す る 植 物 を食 べ

て い る こ とが 分 か っ た が、 この こ とは す な わ ち世 界 的 に み れば 両 種 と も似 た よ うな ハ ビタ
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ッ トを利 用 して生 活 して い る こ とを物 語 っ て い る。 そ れ で は 同一 地 域 内 の異 な るハ ビ タ ッ

トで の食 性 は ど の よ うに な っ.てい る だ ろ うか 。 これ を検 討 す るた めハ ビタ ッ ト別(森 林 、

高 山草 原 、 開 水 面)の 植 物 種 順 位 一利 用 度 曲線 を食物 種 を無 視 して 作 製 した(図 一4)。

似 たハ ビダ ッ トで あれ ば 日本 で も欧 米 で も同 様 な利 用 度 曲線 を示 し た。 また ハ ビダ ラ ト間

の 違 いは 明瞭 で、 森 林 で の 利 用 度 多様 性 が最 も高 く、 高 山草 原 で は 多様 性 が低 く、 開 水 面

で は この 中 間 的 なパ タ ン を示 した 。

4.論 議

ヒグ マ もッ キ ノ ワグ マ も世 界 的 にみ れ ば 特 定 の餌 品 目に偏 る こ と な く、 多 様 な食 物 種 を

採 食 して い る と い え る。 ま た あ る特 定 の ハ ビタ ッ トで の食 物 利 用 パ タ ンは そ の 地 域 に 関 り

な く非 常 に似 通 っ て い る(図4)こ とか ら、 ク マ類 に は明 瞭 な食 物 の選 択 性 は な く、 あ る

時 間 ・場 所 で の食 物 の 利 用 可 能 性 を強 く反 映 した採 食 戦 略 を とっ て い る と考 え る こ とが 出

来 る。 ま た、 緯 度 と食 物 数 の 相 関係 数 の比 較 か らッキ ノ ワ グマ で よ り この傾 向 が顕 著 に現

れ て い る と推 察 され る。

一 般 に 、低 緯 度 の熱 帯 か ら温 帯 を経 て高 緯 度寒 帯地 域 に 向か う につ れ 生 物 の 種 多 様 性 は

低 下 す る(MacArther,1972)。 ヒグ マ でみ られ た よ うな、 高緯 度 に な るに つ れ 食 物 種 の 多

様 度 が 低 下 す る こ とは、 そ こに存 在 す る動 植物 の気 候 に と もな う多 様 性 の 低 下 を反 映 して

い る と考 え る こ と も可 能 であ る。 しか し この考 え で は、 ッキ ノ ワグ マ に み られ た よ うな 緯

度 の 上 昇 に と もな う食 物 種 の増 加 は 説 明 で き な い。 この よ うな傾 向 を 生 み 出 す 要 因 の 一 つ

と して 、 地 域 内 の ハ ビ タ ッ トの 多様 性 が影 響 を及 ぼ して い る と考 え られ る 。

セ リ科 、 イ ネ科 、 ス ノ キ属 は ッ ン ドラや 草 原 、 湖 畔 や河 岸 等 の開 水 面 な ど を空 間 的 に 開

け た場(オ ー プ ンラ ン ド)に 生 育す る植 物 で あ るが 、 これ に対 しブ ナ属 、 ナ ラ属 、 サ ク ラ

属 は そ れ 自体 が 高 木 で あ る森 林 性 の 植 物 で あ る。 これ ら植 物 の糞 か らの 出現 頻 度 を比 較 す

る こと に よっ て 、 その 地 域 の 環 境 構 造 の異 質 性 を推 し量 る ことが 可 能 で あ る。 す な わ ち ク

マ 類 が 食 物 資 源 の 利 用 可 能 性 に応 じた採 食 を行 っ て い る とす るな ら、 これ らの 糞 中 に 出 現

す る頻 度 を そ の地 域 内 の 各ハ ビタ ッ トの 面積 比 を反 映 す る もの と して お お まか に 捉 え る こ

とが 出 来 る と考 え る訳 で あ る。 ヒグ マ の分 布 域 の場 合(図2)、 低 緯 度 地 域 で は 森 林 と オ

ー プ ン ラ ン ドが混 在 して い る複雑 なハ ビタ ッ ト構 造 を持 つ の に対 し
、 北 米 高緯 度 地 域 で は

ハ ビ タ ッ トは オー プ ン ラ ン ドの み で構 成 され て い る と考 え られ る。 一 方 ッ キ ノ ワグ マ の 分

布 域 で は逆 に 低 緯 度 で は ほ とん ど が森 林 で 占め られ るの に 対 し、 高 緯 度 に な る に つれ オ ー

プ ンラ ン ドの 混 在 率 が 高 くな り、 環 境 構 造 の 異質 性 が 高 ま っ て い る と推 察 され る。 この こ

と が ヒグ マ と ツキ ノ ワグ マ で食 物 多用 性 の緯 度傾 斜 が逆 転 す る原 因 とな っ て い る と考 え た 。

これ と似 た こ とは 北 米 で のほ 乳 類 の 種 数 分布 とハ ビタ ッ ト数 の 関 係 に も見 られ(Pagelet

al_1991)、 グ ロ ー バ ル な視 点 で み た場 合 種 の 多 様性 の決 牢 に はハ ビタ ッ トの異 質 性 が 重

要 な 役 割 を果 た して い る と考 え られ る。
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以 上 の よ うに ヒグ マ、 ツ キ ノ ワグ マ の 食 性 は環 境 の 構 造 や食 物 の利 用 可能 性 に強 く影 響

され て い る 。 この こ とは す な わ ち 環 境 の 改 変 が 彼 らの 生活 に 直接 に作 用 す る こ と を意 味 し

て お り、 保 護 管 理 の う え で生 息環 境 の保 護 整 備 が先 ず 欠 かせ な い こ とを如 実 に表 して い る

だ ろ う。1「,一
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19.ヒ グ マ 及 び ツ キ ノ ワ グ マ の繁 殖 生 理

坪 田 敏男(岐 阜大 学農 学部)

1.は じめ に

クマ 類 の 繁 殖 生 理 の 特 徴 と して次 の3つ の こ とが あ げ られ る:1)ふ だん 単 独 生 活 を して

い るの が 交 尾 期 に 限 り番 を形 成 し交 尾 に 至 る、2)着 床 遅 延 をす る、3)冬 眠 中 に 出 産 す る。

この 稿 で は,こ の3つ の 特徴 を 中心 に して繰 り広 げ られ るク マ類 の 繁 殖 生理 を紹 介 す る。

2.性 成 熟 年 齢

生 理 的 に み た性 成 熟 年 齢 を 知 るた め に、3～5月 にハ ンター に捕 殺 され た雄28頭 、 雌33

頭 の エ ゾ ヒグ マ の 生 殖 器 を 回収 し、 肉眼 的 及 び組 織 学 的 観 察 を行 っ た(Tsubotaeta1.,

1900a)。 年 齢 は 、 米 田(1976)の 方法 に従 い、 犬 歯 の 歯根 部 の セ メ ン ト層 に み られ る層 板

の 数 を数 え る こ とに よ っ て判 定 した。 雄 では 精 細 管 内 の 細胞 の種 類 を、雌 で は 黄 体 の 退縮

物 であ る 白体 す な わ ち 排 卵 の 有 無 を基 準 に し て、 性成 熟 に 達 して い るか 否 か を判 定 し た。

雄 グマ で は 、 精 細 管 内 にセ ル トリ細胞 と未 分 化 な精 細胞 しか み られ な か った 個 体 と、 精

祖 細胞 、 精 母 細 胞 、 精 娘 細 胞 、 精 子 細胞 そ して 中 に は 精 子 まで の分 裂像 が確 認 され た 個体

とに分 け られ 、 前 者 を未 成 熟 個 体 、後 者 を性 成 熟 に達 した個 体 と判定 した 。

雌 グ マ で は 、 白体 が1歳(N=1)及 び3歳(幽3)に お い て み られ ず、2歳 の2頭 中1頭 、

4歳 の7頭 中4頭 及 び5歳 以 上 の 全 て(N=20)に お い て み られ た 。 白体 が み られ た個 体 は、

前 年 の 交 尾 期 に性 成 熟 に達 して い た(排 卵 し た)と 判 定 した。

以 上 の 成 績 よ り、 雄 で2～4歳 、 雌 で1～4歳 で 生 理 的 に性 成 熟 に達 す る こ と が判 明 し

た。

3.性 行 動

野 生 の エ ゾ ヒグ マ は、 親 雌 が 子 を連 れ る場 合 を除 い て ふ だん は 単独 生活 を 営 ん で お り、

交 尾 期 に な る と雄 グ マ が 発 情 し た雌 グ マ に接 近 して交 尾 に至 る と考 え られ る 。野 外 で の ヒ

グ マ の性 行 動 を観 察 で き る機 会 は 極 め て少 な く、 そ の実 態 を解 明 す るに は ま ず飼 育 され た

ヒク マ で の性 行 動 を観 察 す るの が よ りよ い方 法 だ と考 え た。 そ こで 、 多頭 集 団飼 育 した と

して のぼ りべ つ ク マ牧 場(登 別)、 少 数 飼 育 下 と して 円 山動 物 園(札 幌)で 性 行 動 の観 察

を行 っ た(坪 田 ら,1985:坪 田 ・金 川,1986)。

の ぼ りべ つ ク マ 牧 場 に お け る乗 駕(マ ウ ンテ ィン グ)数 の 日別変 化 を図1に 示 した。 乗

駕 数 は 、5月 上 旬 よ り次 第 に増 加 し、6月 上 旬 が そ の ピー クで(N-30)、 そ の 後 次 第 に減

一123一



少 し、7月 上 旬 に は ほ とん どみ られ な くな っ た。 北 半 球 で の ク マ類 の 交 尾 期 は いず れ も初

夏 に み られ、 エ ゾ ヒグ マ に つ い て もその 例 に もれ る こ とが な か っ た。 また 、 の ぼ りべ つ ク

マ牧 場 で観 察 され た雌 ヒグ マ20頭 の 発 情(雄 を許 容)の 様 式 は 、 次 の3つ の型 に 分 類 で き

た:1)観 察 期 間 中 を通 じて1回 の 発 情 が継 続 し た ζみ られ る場 合(12頭)で 、 そ の発 情

期 間 は19～51日 で あ っ た:皿)観 察期 間 中 に2回 の発 情 の継 続 が み られ た場 合(6頭)で 、

初 回 の 発 情 期 間 が10～19日 間 、2回 目の 発 情期 間 が8～22日 間 で、 中 間 の非 発 情 期 間 は～

20日 で あ っ た:皿)観 察 期 間 中 に発 情 が継 続 しな か っ た 場 合(2頭)で 、 不 定 期 な発 情 が

28～50日 間 み られ た。 円 山動 物 園 の雌 ヒグ マ3頭 の発 情 様式 は、 前 述 の 皿型 に相 当 し、20

～24日 間 に不 定期 に発 情 が み られ た 。 この よ うに発 情 期 間 を便 宜 的 に3型 に分 類 した が、

残 念 な が ら排 卵 に 関 す るデ ー タ は得 られ て い な い の で、 発 情 の生 理 メ カニ ズム につ い て は

言 及 で きな い 。 しか し なが ら、 集 団飼 育 され た のぼ りべ つ ク マ牧 場 だ け でな く、 よ り 自然

条 件 に似 た 少 数 飼 育 下 の 円 山動 物 園 に お い て も観 察 され た よう に、 エ ゾ ヒグ マ の 発 情 期 間

が一 般 の 家 畜 な ど と比 べ る と非 常 に長 く、 ま た個 体 差 も大 き い こ とが 確認 され た 。 この よ

うな傾 向 は 、 ヨー ロ ッパ ヒグ マ及 びハ イ イ ロ グマ で もみ られ る。

4.着 床 遅 延

雌 ヒグ マ に お け る着 床 遅 延 の生 理 メ カニ ズ ム を解 明 す る ため、 黄 体 ホ ル モ ンの 一 種 で あ

る プ ロゲ ス テ ロ ン(P)濃 度 の測 定 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ る胎 子発 育 過程 の追 跡 な らび に

子 宮 内潅 流 に よ る胚 の 形 態 学 的 観 察 を行 っ た(TsubotaetaL,1987:Tsubotaeta1.,

199-Tsubotaetal.,inpreparation)o

分娩 に 至 っ た4頭 の 血 清P値 は、 分 娩 前 約300日 か ら約210日 まで は低 い レベル で あ っ た

が、 分 娩 前 約210日 よ り分 娩 前約60日 まで 徐 々 に上 昇 し、 分娩 前 約60日 に大 きな 上 昇 が み ら

れ た(図2)。 この2回 のP値 上 昇 の うち 前 者(分 娩 前 約210日)は 、 時期 的 に は 交 尾期 に

相 当す る こ と か ら、 排 卵 後 の 黄 体 形 成 時 の 変 化 と考 え られ る。 この 時 の黄 体 か らのP分 泌

は少 な い 。 ま た、2回 目の 大 き な上 昇(分 娩 前 約60日)は 、 着床 に伴 う変 化 と推 測 され る。

この 時 に 黄 体 は活 性化 し、P分 泌 が 盛 ん に 行 わ れ る よ うに な っ た と考 え られ る。 これ は、

11月 下 旬 か ら12月 上 旬 に か け ての 時 期 にな る。 着床 時 期 にP値 が上 昇 す る ことは 他 に動 物

種 で も観 察 さ れ て い る。

2頭 の 妊 娠 ヒグ マ に お い て9、10及 び11月 と胎 子 を捉 え る こ とが 出来 なか っ た が、2月

に な っ て(分 娩 前37日 と33日)初 め て胎 子 像 を得 た 。 この 時 点 の胎 子 の大 き さ(頭 尾 長)

は、1.5及 び2.Oc皿 で あ っ た。 その 後 胎 子 は 発 育 を続 け 、 分 娩 前7日 及 び3日 に は 胎 子 の大

き さは 、 そ れ ぞ れ約14.0及 び17。Ocmに まで 達 し た。 この よ うに計 測 した胎 子 頭 尾 長 よ り胎

子発 育 曲線 を描 い てみ る と、 図3の よ う にS字 状 曲線 と な った。 但 し この 場 合 、 胎 子 の発

育 開 始 時 期 は 、 血 清P値 が 大 き く上 昇 し た分 娩 前 約60日 と考 え る。 この よ う にエ ゾ ヒグ マ

に お い て 、 実 際 の 胎 子 発 育 期 間60日 は、 妊 娠 期 間 の約1/4に 相 当 し、 着 床遅 延 期 間 は お よそ
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170日 であ る こ とが 示 され た。

さ らに 、3頭 の雌 ヒグマ の 子 宮 よ り、9、10及 び11月 に 着床 して い な い胚 を 回収 す る こ

と が で きた 。 これ は、 エ ゾ ヒグ マ に お い て少 な くと も11月 ま で着 床 遅 延 が 起 こ って い る こ

と を実 証 す る もの で あ る。ユ2月 の材 料 が得 られ な か?た の で、 着 床 時 期 を確 定 す る こ ど は

で きな か っ た が 、 先 述 の血 清P値 の変 化 か らみ て も、 や は り11,月下 旬 か ら!2月 上 旬 にか け

て の時 期 に着 床 が 起 こっ て い る と結 論 づ け て よ さそ うで あ る。 各胚 は 、透 明 帯 の 中 に 細胞

塊 が み られ、 胚 盤 胞 の段 階 ま で発 育 が進 ん で い た がぐ 内細 胞塊 と栄 養 膜 細 胞 層 を区 別 す る

こ とは で き な か っ た。 未 着 床 胚 が検 出 され た個 体 で は、 黄 体及 び子 宮 腺 が発 達 し、 そ れ ぞ

れ 黄 体 ホル モ ン及 び子 宮 乳 が分 泌 され て い る こ とを うか が わせ た。 この こ とは、 着 床 前 に

す で に子 宮 側 か ら胚 に対 して栄 養 あ る い は ホル モ ンの 供 給 が行 われ て い る こ とを示 唆 して

い る。

5.冬 眠 中 の 出産

エ ゾ ヒグマ の飼 育 下 で の 出 産 に 関 す る基礎 デ ー タ を集 め るため に 、1966年 よ り1985年 ま

で の20年 間 に のぼ りべ つ クマ 牧場 に お い て 出 生 直後(1日 以 内)に 死 亡 して 採 集 され た新

生 子40頭 の 性 別 及 び 体 重 を記 録 した 。 ま た 、1982年 よ り1987年 まで の6年 間 に106頭 の雌 ヒ

グ マ よ り生 まれ た 子 グ マ192頭 につ いて 出 生 日な らびに 生 後約90日 齢 時 の 体 重 、 体 長 及 び性

別 を記 録 した(TsubotaetaL,inpreparation)。

生後1日 以 内 に死 亡 した 新 生子40頭 の体 重 は410±40g(平 均 値 ±標 準 偏 差)で 、雌 雄 間

で差 は な か っ た(p>0。05)。 子 グ マ192頭 の 出 生 日は 、1月11日 よ り3月1日 ま での 範 囲 内

に あ り、 そ の ほ と ん どは1,月17日 よ り2月5日 に集 中 し た(90%)(図4)。 一 腹 産 子 数 は

1.82±0.70で あ っ た。一 腹 産 子数 は、 エ ゾ ヒグマ での 捕殺 個体 の子 数 よ りL63(梶 、1982)、

ま た捕 殺 個 体 の 生 殖 器 の観 察 よ り1.70と 求 め られ て い る(TsubotaetaL,inpress)。

今 回 の 結 果 は 、 これ らの値 よ り高 く、 飼 育 条 件 下 に あ って 栄養 状 態 の 良 好 さが こ の差 と な

って 表 れ た と予 想 され る。 生 後 約90日 齢 時 の 子 グマ の 体 重 と体 長 に は 高 い相 関 関 係 が み ら

れ(rニ0.7828:p<0.001)、 体 重 の増 加 が発 育 を示 す 指 標 にな る と判 定 した。 出 産 日、測 定

日及 び子 グ マ の体 重 か ら増 体 量 を求 め 、 図5に 示 した 。 但 し、 出 生 時 体 重 は 、 今 回の 結 果

で得 られ た 平 均 値(419g)を 使 用 した 。 図 よ り一 日当 りの 平均 増体 量 は 、個 体 差 が 非 常 に

大 き く、 一 腹 産 子 数 が 大 き いほ ど増 体 量 が 小 さい傾 向 を示 したが、 有 意 さは み られ な か っ

た 。 出 産 直 後 の体 重 に は さ ほ ど個体 差 が な い こ とか ら、発 育時 の何 らか の要 因 に よ って 発

育 速 度 に 差 が 生 じ る と考 え られ る。 この場 合 、親 か ら与 え られ る乳汁 の量 あ る いは質 が 重

要 な決 定 要 因 と推 測 され る。 そ の他 に は親 の世 話 の し方 や子 グマ の健 康 状 態 な ど も関 与 し

て い るか も しれ な い 。食 物 条 件 の厳 しい野 外 で あ れ ば、 冬 眠前 に 蓄 え るべ き子 を育 て るた

め の エ ネル ギ ー が 不 足 して 、 子 を・十分 に 育 て られ ず 死 亡 させ る(TsubotaetaL,1990b)

こ と も十 分 に 考 え られ る。
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6.繁 殖 の 失 敗

6.1.白 体 及 び胎 盤 痕 数 と子 数 の比 較

1982年 か ら1988年 ま での7年 間 に 捕 殺 され た野 生 球 熟 エ ゾ ヒグ マ54頭 の 卵 巣 及 び 子宮 を

収 集 し、 肉 眼 的 及 び組 織 学 的 観 察 を行 っ た(TsubotaetaL,inpress)。 各 雌 グ マ は 、

単 独 、0歳 子連 れ 、1歳 子 連 れ 及 び2歳 子 連 れ の4グ ル ー プ に分 け られ 、 年 齢 、 白体 数 、

胎 盤 痕 数 及 び 子 数 に つ い て調 べ られ た 。 白体 は 、 新 旧 の 程 度 に よ っ て3つ の 型 に分 類 され

たが(TsubotaetaL,1990b)、 こ こで は死 亡 す る直 後 の妊 娠 時 に形 成 され た と考 え られ

る 白体1型 の み を取 り上 げ る。胎 盤 痕 は新 旧2種 類 が 観 察 され 、 各 々死 亡 直 前及 び 前年 の

妊 娠 時 に形 成 され た と判 断 した 。 そ の 結 果 、 単独 グ マ10頭 中9頭 に お い て 白体1が 存 在 し、

そ の うち の2頭 に お い て新 し い胎 盤 痕 も存 在 し た。 これ らの クマ では 、 各 々胚 の消 失 ま た

は 流 産 及 び新 生子 の 死 亡 が 起 こ って い る こ とが 示 唆 され る。 す な わ ち 、 エ ゾ ヒグ マ に お い

て は、 受 精 に成 功 して も その後 の段 階 で 、 何 らか の要 因 に よ って 繁 殖 の 失 敗 が 起 こ り得 る

こ とが 推 測 され る。

6.2.食 物 環 境 と繁 殖

妊 娠 した雌 グ マ は、 冬 眠 穴 の 中 で(冬 眠状 態 が 維 持 され て い るか 否 か は 不 明)、 着 床 か

ら胎 子 発 育 、 出 産 を経 て哺 育 まで を行 っ て い る。 この 間 に消 費 され るエ ネル ギ ー は、 全 て

冬 眠 前 に蓄 積 し た エ ネル ギ ー で まか な わ れ て い る。 実 際 ア メ リカ ク ロ クマ で、 冬 眠 中 の呼

吸 商 を測 定 し、 冬 眠 前 に蓄 積 し た脂 肪 が 使 わ れ て い る こ とが 証 明 され て い る(Nelsonet

a1.,1973)。 した が って、 冬 眠 前 に 十分 な エ ネ ルギ ー を蓄 積 で き な か っ た場 合 に は 、 これ

ら一 連 の繁 殖 生理 現 象 の ど こか で 支 障 を き た し、 結 果 的 に 繁 殖 の 失 敗 が 起 こ り得 る と考 え

られ る 。 一 方 、 食 物 条 件 の側 か らみ る と、 冬 眠 前 の いわ ゆ る食 い だ め時 期 は、 ミズ ナ ラ、

ブ ナ、 ク リ等 の 堅 果 とヤ マ ブ ドウ、 サ ル ナ シ、 マ タ タ ビ等 の 液果 が 豊 富 な 時 期 で あ り、 ク

マ も これ ら を多 く食 す る(Aoi,1985:鳥 居 、1989)。 しか し なが ら、 これ らの堅 果 、 液 果

類 は年 に よ る豊 凶 の差 が あ り、 必 ず し も毎 年 良 好 な食 物 条 件 に恵 まれ る と は限 らな い 。 す

な わ ち、 冬 眠 の た め に必 要 な蓄 積 エ ネル ギ ー は 、 秋 季 の 食 物 、 と くに堅 果 、 液 果 類 の豊 凶

に左 右 され る と考 え て よ い。 そ こで、 食 物 条 件 と繁 殖 と を結 び合 わせ て考 え て み る と、 秋

季 の食 物 環 境 が 繁 殖 の成 功 ・不 成 功 の 鍵 を握 っ て い る こ とが わ か る。 実 際 ア メ リカ 合衆 国

ミネ ソ タ 州 の ア メ リカ ク ロ ク マで 、 秋 季 の果 実 類 が 豊 作 の と しに は体 重 の増 加 が 大 き く、

次 の年 の 子 数 が 多 い こ とが示 され て い る(Rogers,1976)。 エ ゾ ヒグ マ に つ い て は、 これ ら

の 明確 な 因 果 関 係 を未 だ つ か め て いな い が、 現 象 と し て胚 の消 失 、 流 産 及 び新 生 子 の 死 亡

が起 こっ て い る こ とが示 唆 され て い る 。

以 上 を ま と め る と、 野 生 エ ゾ ヒグ マ は、 着床 遅 延 や冬 眠 中 の 出産 とい っ た ク マ 類 特 有 の

繁 殖 生理 を有 し、 冬 眠 前 の エ ネ ルギ ー を蓄 積 す る時 期 の食 物 条 件 が、 これ ら一 連 の 繁 殖 の

成 功 ・不 成 功 に最 も影響 を与 え る要 因 と考 え られ る。 ま た、 ッ キ ノ ワグ マ の 繁 殖 生 理 に つ
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い て の 研 究 も 現 在 進 行 中 で 、 今 後 ヒ グ マ と の 相 違 点 な ど を 明 ら か に し て い き た い 。
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変 動 す る環 境 に 生 き るK一 戦 略 者

一 ク マ の 生 物 学 と保 護 管 理 に つ い て の さ さ や か な コ メ ン ト ー

三 浦慎 悟(森 林総 合研 究所 ・鳥獣管理研 究 室)

国 立 研 究機 関 の な か で 「鳥 獣 管 理 」 な ど と大 そ れ た 看 板 を 掲 げて い るの も ま ん ざ らで は

な い.と りた て て クマ との 研 究 上 の格 闘 が な くて も,コ ロ キ ュ ウム に参 加 で き,多 くの エ

キ サ イ テ ィ ン グ な報 告 を 聞 け た.主 催 者 と報 告 者 各 位 に 心 か らの御 礼 と敬 意 を表 した い.

さ て,コ ロキ ュ ウム の 第4セ ッシ ョ ン 「ク マ の 生 態 ・生 理 と調 査研 究 法 」 で の 報 告 か ら,

私 は お もに 次 の2点 に つ い て コ メ ン トを 行 う こ と と した.

① ク マ類 の 繁 殖 特 性 を概 観 し,お も に そ の特 異 性 の 生 態 的 意 義 に つ いて 検 討 す る こ と,

② これ を踏 ま え,保 護 管 理 を進 め る視 点 か ら今 後 どの よ う な調 査 研 究 が 指 向 され る べ き

か を検 討 す る こ と.

少 々 の独 断 と気 楽 さ か らコ メ ン トす る こ と を 白状 す るが,そ れが ま った くの 的外 れ で な

い こ とを希 望 す る.

1)ク マ類 の 繁 殖 の特 異 性

ま ず,繁 殖 特 性 に つ い て 坪 田 の報 告 を 中 心 に現 在 ま で の 到 達 点 を ス ケ ヅチ して み よ う.

な お,議 論 を 進 め る都 合 上,資 料 はお も に ア メ リカ ク ロ ク マ,(エ ゾ)ヒ グ マ,ヅ キ ノ ワ

グ マ に 限定 し,こ れ ら を ま とめ て ク マ類 の知 見 とす る こ とに した.

交 尾 排 卵 と着 床 遅 延 の 存 在 は ク マ類 の 繁 殖 様 式 と して よ く知 られ て い る.こ の2つ の特

性 は食 肉類 に 広 くみ られ る もの の,着 床 遅 延 期 間 が 著 し く長 い こ とが 注 目さ れ る.推 定 さ

れ て い る約5ヶ 月 は食 肉 類 の 中 で も際 立 っ て い る(総 説 はMead,1989).一 方,着 床 遅 延

と の 関 りで 北 半 球 産 ク マ類 の 年 周 期 活 動 全 体 に 目を 移 す と,坪 田 は 今 回 ヒ グ マ につ い て 明

ら か に して い る が,交 尾 期 は 初 夏 にあ っ て,出 産 期 は 冬 眠 中 の 冬 に あ る(Craigheadeta

l.1969な ど).だ か らこ の 着 床 遅 延 は 夏 か ら秋 に か けて 継 続 して い る こ とに な る.ま た,

ク マ 類 の妊 娠 期 間 は 単 純 に 見 積 も る と7～8ヶ 月 とな る が,着 床遅 延 期 間 を 除 く実 質 の妊

娠 期 間 は56～70日 と考 え られ て い る(Ewerl973).ス ケ ー リ ングか ら判 断 して こ の 実 際 の

妊 娠 期 間 は 食 肉類 の 中 で 著 し く短 い,こ の こ と は クマ 類 の 繁 殖 努 力 を 評 価 す る上 で 重 要 な

ポ イ ン トで あ る.な ぜ 交 尾期 が 初 夏 で,着 床 が 秋 に な るの か,さ らに 検 討 を続 け よ う.

次 に,妊 娠,出 産,授 乳 に つ いて み る.ま ず,ツ キ ノ ワ グ マ と ヒグ マ の リタ ー サ イ ズ に

つ い て は 直 接 観 察 に よ っ て これ まで多 くの 報 告 が 蓄 積 され て い る.こ れ らは1～3頭 の レ

ン ジ,平 均1.5～1.8と 考 え られ る.こ の サ イ ズ は 他 の 種,地 域 個体 群 と大 き な 差 は な い

(Bunne11&Tait1981).し か し,リ タ ー サ イ ズ に は餌 条 件 との 関 連 が 指 摘 され,良 好 な

環 境 で は か な り高 い(Rogers,1977)こ とか ら判 断 す る と,日 本産 ク マ 類 の 餌 条 件 は お お
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む ね 良 くな い とい え る.な お,出 生 時 体 重 には 性 差 が 認 め られ な い こ とは各 種,各 せ い 測

地 に共 通 で あ る.妊 娠 に つ い て み る と,Ofteda1&Gittleman(1989)は 食 肉 類 の 胎 児 へ の

エ ネ ル ギー 投 資 量 を ス ケ ー リン グ して い るが,そ れ に よれ ば,ク マ 類 はパ ン ダ科 と と も に

他 種 とは 有 意 に 少 な い こ と,し た が って,胎 児 の 成 長 率 も 著 し く低 い こ と を 明 らか に した 、

こ の 結 果,出 生 時体 重 は食 肉 類 の 中 で は も っ と も 小 さ く,そ れ は 母 親 の体 重 の わ ず か0.1～

0.7%に す ぎな い と い う,短 い妊 娠 期 間 も加 わ り出 産 は ク マ類 に と っ て き わ め て 「軽 い 」 も

の と判 断 さ れ るが,越 冬 中 で の 実 際 の バ ラ ンス シ ー トには さ らに厳 密 な検 討 が 必 要 で あ る

だ ろ う,

さ らに授 乳 に つ い て は,Oftedal&Gittleman(前 掲)が 食 肉 類 の ミル ク を 比 較 して い る.

こ れ に よれ ば,ク マ 類 の ミル ク は 他 の食 肉 類 に 比 べ きわ め て 高 栄 養 と報告 して い る.こ の

こ と は ヒ グ マ で も確 認 さ れ て い る.し か し,ス ケ ー リン グ で み る と,ミ ル ク生 産 に 必 要 な

母 親 のエ ネル ギ ー投 資 量 は,代 謝 量 に 比 べ て きわ め て 少 な く,他 の 食 肉類 の40%程 度 に し

か 過 ぎ な い と述 べ て い る.総 じて,ク マ 類 の 繁 殖 努 力,つ ま り子 供 へ の トー タル な エ ネル

ギ ー 投 資 量,は 食 肉類 の なか で も際 立 っ て 少 な く,著 しい 晩 成性 の 子供 を 生 む 傾 向 が あ る

こ と に注 目 した い.

こ の よ う な 「軽 い 」 繁 殖 に も か か わ らず,今 回 坪 田 は組 織 学 的 研 究 に よ っ て ヒ グ マ の 繁

殖 に っ いて きわ め て 注 目 すべ き知 見 を報 告 した.つ ま り,胚 の 消 失 や流 産,新 生 児 の死 亡

が きわ めて 高 い 頻度 で 起 こ っ て い る こ とを 明 らか に した 点 で あ る.こ の こ とは単 に 繁 殖 生

理 上 重 要 な 問題 で あ るば か りで な く,繁 殖 率 を 通 じて個 体 群 動態 と も 直接 係 る大 き な 問題

と考 え られ る.こ の こ とは 後 に 繰 り返 した い.

2)繁 殖 特 性 と環 境 の 変 動

ク マ類 の 繁 殖 は,長 い 妊 娠 期 間,着 床 遅 延,少 な い繁 殖 努 力,晩 成 性 の 小 さ な子 供,高

い 頻 度 の繁 殖 の 失敗 な ど に よ っ て 特 徴 づ け られ る.こ う し た繁 殖 特 性 の一 つ 一つ は そ れ ぞ

れ 別 な解 釈 が 可能 で あ る.し か し,重 要 な の は,こ れ らの 特 性 が 互 い関係 な く別 々 に 進 化

して きた も の で は な い とい う視 点 で,そ れ らは 一 つ の ま と ま りと して 生 息 環 境 の 変 動 と結

び つ いて 進 化 して きた と考 え られ る.そ こで,ク マ 類 の食 性 か ら判 断 され る餌 資 源 の 状 況

と繁 殖 特 性 との 関連 を ま とめ て 検 討 して み た い.

北 半 球 産 ク マ類 の餌 資 源 の 一 年 の 変 動 は,大 き くみ る と2つ の 山 か ら構 成 され て い る と

い え る.ひ とつ は春 か ら夏 に か け て の 高 茎 草 本 を 中 心 と す る 一斉 の 伸 長,も う一 つ は秋 の

落 葉 広 葉 樹 の爆 発 的 な 結 実 で あ る.こ の2つ の 山 に は さ ま れ た期 間 は,餌 の種 類 は 多 い も

の の 分 散 的 で ま とま りに 欠 け,ク マ に は探 索 的 な採 食 傾 向 が あ る.こ の二 つ の 山 を こ こ で

は フ ラ ッシ ュ(flush)と 呼 ぶ こ と に しよ う,フ ラ ヅ シユ の 期 間 と資 源 量,あ る い は そ の 年

変 動 は,地 域 や 生 息環 境 に よ っ て 異 な るが,こ の基 本 的 パ タ ー ン は 北 半球 全 体 に 共 通 す る

特 徴 で あ る.今 回,日 浦 は 北 半 球 産 ク マ類 の 食 性 と地 理 的 変 異 を ま とめて い るが,そ の 主
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要 餌 植 物 の 季 節 変 動 は この パ タ ー ンに 一 致 して い る.な お,秋 の フ ラ ッ シ ュ は 必 ず し も結

実 で あ る必 要 は な い.北 米 の ヒ グ マ で は サ ケ の 遡 上 が これ に 該 当 す る.そ して,こ こ で 注

目 して お きた い こ とは,こ の2つ の フ ラ ッシ ユ の期 間 と資 源 量 で,春 と夏 の それ は相 対 的

に 低 く長 く推 移 す るの に対 し,秋 の そ れ は短 い が,著 し く高 く推 移 す る こ とで あ る.

こ う した2つ の フ ラ ッシ ュ に 特 徴 づ け られ る資 源 量 の 変 動 は,ク マ類 の社 会 性 と年 周 期

活 動 に 大 き な 影 響 を 与 え る だ ろ う.ク マ 類 は,ナ ワ バ リを も つ か ど う か は と もか く と し て,

基 本 的 に は 単 独 生 活 を 営 む 資 源 防 衛 者 で あ る.だ が,周 年 に わ た り単 独 生 活 者 で あ り続 け

る こ とは で き な い.子 育 て 期 と交 尾 期 に は 一 定 の群 れ性 が 必 要 で あ る.こ の2つ の 時 期 を,

資 源 量 に余 剰 が あ り競 争 が 少 な い フ ラ ッ シュ と 同調 さ せ るの は適 応 的 で あ る.こ の う ち,

授 乳 と子 育 て 期 を春 ～ 初 夏 の フ ラ ヅシ ユ に同 調 させ る の は,子 供 の 生 存 率 を最 大 に す る こ

と か ら当然 と い え る だ ろ う.だ が,ほ ぼ 同 時 に交 尾 期 を,秋 にで は な く,こ の時 期 に 同調

さ せ るの は な ぜ だ ろ うか.

こ の問 題 に 移 る前 に,こ こで 着 床 遅 延 に つ い て 検 討 した い.着 床 遅 延 は厳 しい 冬 に 対 す

る 回 避 機 構 と す る見 解 が 一 般 的 で(Lack1954),低 い 代 謝 量 に 対 す る直 接 的 な応 答(Mur

r1929)と 考 え られ て きた が,代 謝 量 と生理 的機 構 との 結 び つ きに つ い て は,最 近 否 定 的

な 見 解 が 多 い(Mead1989).と くに クマ 類 の場 合 に は,全 体 と して 冬 に 対 す る適 応 的 機 構

と い え る も の の ∫ 直接 に は代 謝 量 が 高 い 夏 と秋 に 胚 の 発 育 を停 止 さ せ る機 能 を も っ て い る

か ら,こ の 生 理 機 構 は代 謝 量 と は 無 関 係 で あ る.こ の こ と は,初 夏 に 交尾 期 が 設 定 さ れ て

い る こ とを前 提 とす る と次 の よ うな 意 義 を も って い る.① 夏 か ら秋 ま で の 間 に 胎 児 を 成 長

さ せ る こ とは,妊 娠 に 関 わ るハ ンデ ィ キ ャ ッ プを 大 き くす る,と くに,春 ～初 夏 の フ ラ ヅ

シ ュ が終 了 し資 源 量 が 相 対 的 に 減 少 し て い る中 で,他 個 体(特 に オ ス)と の競 争 に お い て

マ イ ナ ス に な る こ と,② 授 乳 と子 育 て が 同時 に進 行 して い るた め 負 担 が相 乗 的 に 増 加 す る

こ と.着 床 遅 延 は 明 らか に これ らの 点 を 回避 す る意 義 が あ る と考 え られ る.し た が っ て,

そ れ は 交尾 期 が 初 夏 に 設定 さ れ て い る こ とか ら必 然 的 に 引 き 出 さ れ る特 性 と 考 え られ る.

で は な ぜ 交 尾 期 が 秋 で は な い の か.

北 半 球 産 の ほ と ん どの 大 型 哺 乳 類 は 秋 に 交 尾期 を も って い る.ク マ類 は そ の唯 一 の 例 外

で あ るが,こ の適 応 的 意 味 も や は り,資 源量 の 変 動 とそ の 採 食 戦 略 に強 く依 存 して い る と

考 え られ る.確 か に,秋 の フ ラ ヅシ ュは 春 ～初 夏 の そ れ に 比 べ,資 源 量 は 著 し く増 加 す る

の で,両 性 は 同所 的 に 生 活 す る条 件 は む しろ 整 って い る と い え る.だ が,秋 の フ ラ ッ シ ュ

に は 春 ～初 夏 の そ れ に 比 べ 次 の よ う な特 徴 が あ る.① 期 間 が 短 い こ と,と くに ほ とん どの

生 息 地 は積 雪 地 域 で あ るた め,そ の 利 用 は降 雪 との 時 間 争 い で あ る(サ ケ の 遡 上 期 間 も短

い).② 資 源 量 に は 著 しい 年 変 動 が あ る(と くに 落 葉 広 葉 樹 の結 実 量,サ ケ の遡 上 数 に も

同 様 の傾 向).し た が って,秋 の フ ラ ヅシ ュ で は,繁 殖 活 動 に とも な う社 会 的 な調 整,異

性 間 の 競 争 な どに よ る無 駄 な エ ネ ル ギ ー投 資 を極 力 抑 え,「 採 食 可 能 な もの を片 っ 端 か ら

喰 う(日 浦)」 な りふ りか ま わ な い 採 食 戦 略 が,越 冬 に 備 え るエ ネ ル ギ ー の 蓄 積 に 対 し適
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応 的 で あ る.と くに,メ ス は この 期 間 で の 資 源 利 用 度 が 繁 殖 成 功 度 に 直 接 結 び つ い て い る

と考 え られ る(坪 田)か ら,資 源 を よ り独 占的 に利 用 す る こ とが 重 要 で あ る.こ う した 採

食 戦 略 は,同 時 に着 床 遅 延 に よ って も 支 え られ て い る.も し胎 児 が この 時 期 に大 き く成 長

し て い れ ば,旺 盛 な採 食 活 動 は 大 き く阻 害 さ れ る に ち が い な い か らで あ る.し た が って,

夏 の 交 尾期 は,越 冬 と 出産 を 同 調 させ るク マ 類 の 適 応 的 な 繁 殖 戦 略 とい え るで あ ろ う.

総 じて 低 い繁 殖 努 力 と晩 成 性 の 子 供 とい う特 性 は 明 らか に 冬 眠 に よ る異 温 性 と代 謝 量 の

低 下,そ して 短 い妊 娠 期 間 に よ って も た ら され て い る と考 え られ る.と こ ろで,坪 田 は,

メ ス の 繁 殖 の 失 敗 が秋 の 体 調 に 直 接 依 存 して 起 こ る こ とを ヒグ マ に つ い て報 告 した が,そ

の 頻 度 か らみ る とこ の 現 象 は か な り一 般 的 で,一 つ の 生理 機 構 と して 成 立 して い る こ とを

示 唆 して い る,お そ ら く,こ の よ う な 生理 機 構 も,短 く変 動 の大 き な秋 の フ ラ ヅ シ ュ の特

徴 と強 く結 び つ いて 進 化 した の で は な い か と考 え られ る.メ ス は 冬 眠 に入 る時点 で 越 冬 用

の 蓄 積 と繁 殖 用 の蓄 積 を 必 要 とす るが,流 産 は 資 源 量 が 少 な く繁 殖 用 の蓄 積 がで きな い場

合 の ス イ ッチ と して 機 能 す る の だ ろ う.そ う した 個 体 は,十 分 な投 資 を行 え な い た め,子

供 の死 亡 率 は 高 い と推 測 され る.そ れ な らば,妊 娠 を途 中 で 打 ち切 る方 が,エ ネル ギ ー の

損 失 とい う点 で は よ り適 応 的 な 選 択 で は な い だ ろ うか.着 床 遅 延 と流 産 は,冬 眠 直 前 の 栄

養 状 態 が 繁 殖 成 功 度 に 直 接 結 び つ くク マ類 の 特 有 の 繁 殖 戦 略 で あ る.前 者 は 意 志 決 定 以 前

の 無駄 な 投 資 の 回避 と して 機 能 し,後 者 は秋 の成 果 の結 論 で あ る 。

3)繁 殖 特 性 と個 体 群

こ う した 繁 殖 特 性 は,保 護 管 理 と の 関 りで い くつ か の重 要 な問 題 を 提 起 して い る.と く

に 坪 田 の報 告 した繁 殖 の 失 敗 に つ い て は個 体 群 動 態 と直 接 関 るた め,今 後 メ ス の 栄 養 条 件

と関 連 させ て 十 分 な 資 料 を蓄 積 す る必 要 が あ る.さ らに資 源 量 の 変 動 と栄 養 条 件 との 関 係

に っ い て も検 討 され る べ きで あ る.こ れ らの 課題 と と も に,現 時 点 で もい くつ か の 生 活 史

特 性 に っ いて は 見 直 す こ とが 必 要 で あ る.第 一 は 初 産 齢 で あ る.初 産 齢 が個 体群 の 増 加 率

に 大 きな 影 響 を与 え る こ と は さ ま ざ ま に指 摘 され,今 回 の コ ロキ ュ ウム で も米 田(政 明)

が 簡 単 な シ ュ ミレー シ ョ ン に よ って,そ の 重 要性 を 報 告 した.こ の初 産 齢 は,こ れ ま で お

も に 組 織 学 的 な知 見,つ ま り排 卵 の 有 無,に よっ て2歳 以 降 と考 え られ て きた.し か し,

高 い 頻 度 で の 流 産 と若 齢 で の栄 養状 態 を 考慮 す る と,こ れ よ りも さ らに遅 い こ とが 予想 さ

れ る.坪 田 は 質疑 応 答 の 中で,参 考 齢 と して5齢 以 降 と述 べ た が,こ の齢 は 北米 産 ク マ類

の 知 見 と もほ ぼ 一致 し(Bunnell&Tait,1981),妥 当 と 考 え る こ とが で き る(生 息 環 境

が 良 くな い た め さ らに 遅 い可 能 性 が あ る).こ の 点 は 今 後 個 体 レベ ル で 追跡 さ れ る必 要 が

あ る.同 様 に,繁 殖 間 隔 につ い て も,栄 養 条 件 と流 産 の結 び つ きを 考 慮 す る と,従 来 想 定

さ れ る間 隔 よ り長 い と判 断 さ れ る.Bunnell&Tait(前 掲)は ク マ 類 の 繁 殖 間 隔 を2.1～

3.6年 と して い るが,日 本 産 に つ い て も個 体 レベ ル で の 追跡 が 必 要 で あ る.こ の 点 で は米 田

(… 彦)の 先 駆 的 な研 究 は 評 価 され るべ きで あ る,
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これ らの 知 見 は,日 本 産 ク マ 類 の(齢 別)繁 殖 率 に つ い て 再 検 討 す る 必 要 が あ る こ とを

示 して い る.繁 殖 率 は 年 ご とに 変 動 す る と考 え られ るが,そ の 変 動 幅 が どの 程 度 あ る の か,

ま た 資 源 量 と繁 殖 率 に は どの よ う な相 関 が あ るの か,さ らに は 繁 殖 率 に は 一 定 の 変 動 パ タ

ー ンが 存 在 す るか ,な どで あ る.

と こ ろで,こ の よ うな 著 し く遅 い初 産 齢 と長 い 繁 殖 間 隔 は ク マ 類 個 体 群 が 低 い増 加 率 で

推 移 す る こ と を示 唆 す るが,こ の こ と と関連 して 最 後 に齢 別 生 存 率 につ いて 考 えて み た い.

日本 産 ク マ類 の 齢 別 生 存 率 に 関 す る資 料 は 今 の と こ ろ な い が,唯 ～,林 ・林(1987)が 新

潟 県 の 捕 獲 個 体 群 の 齢 構 成 を 対 象 に ス ムー ジ ング を行 い,安 定 齢 構 成 を 仮 定 した 齢 別 生 存

率 を 示 唆 し て い る.こ こで は この 図 を手 が か りに,齢 別 生 存 率 を求 め,ど の 程 度 の 増 加 率

が 試 算 で き るの か を検 討 して み た い.林 ・林 が報 告 した 齢 別 捕 獲 数 に は 大 き な ば らつ きが

あ っ て,こ の ス ムー ジ ン グ 自体 に 無 理 が あ る と考 え られ る も の の,そ れ を 無 視 す る と,1

～5歳 の 齢 別 生 存 率 は そ れ ぞ れ 約83%と 見 積 もっ て み る .こ れ らの 若 齢 で の 生 存 率 は,大

型 哺 乳 類 で は きわ め て 高 い 値 と考 え られ る(Caughley1966).し か しそ れ で も,こ れ らの

値 と,遅 い初 産 齢 と長 い 繁 殖 間 隔 を考 慮 した仮 定 的 なmxか ら算 定 され る 内 的 自然 増 加 率 は

0以 下 で,十 分 な 再 生 産 を保 証 す る増 加 率 で は な い.直 感 的 に言 え ば,母 親 と と も に生 活

す る0～3歳 の 若 齢 生 存 率 は これ 以 上 に高 い か,日 本 にお け る ク マ類 の 現 状 が 予想 以 上 に

切 迫 して い るか の どち らか だ ろ う.い ずれ に して も よ り高 い 精 度 で 人 口 学 的 指 標 を 求 め る

こ とが 重 要 で あ る.こ れ に は,間 野 が 正 し く指 摘 す る よ う に,出 生 率 に 大 き な 年 変 動 が 予

想 さ れ る ク マ 個 体 群 に お い て捕 獲 標 本 を どの よ うに 分 析 す るか とい う方 法 上 の 問 題 と とも

に,マ ー キ ン グ に よ る個 体 レベ ル で の 追 跡 と い う フ ィー ル ドで の系 統 的 な 研 究 を発 展 さ せ

る こ とが 不 可 欠 で あ るだ ろ う.そ れ には 生 息地 確 保 に向 け た ク マ類 の具 体 的 な保 護 管 理 施

策 の 確 立 が 何 よ りも急 が れ る.

引 用 文 献

1)Bunnell,F.L.&Tait,D.E.N.1981.Populationdynamicsofbears-implication

s.lnDynamicsoflargemammalpopulations(Fowler,C.W.&Smith,T.D,eds.),p

p.75-98.

2)Caughley,G.G.1966.Mortalitypatternsinmammals.Ecology,47:906-918.

3)Craighead,J.J.,M.G.,Hornocker,&Craighead,Jr.1969.Reproductivebioiog

yofyoungfemalegrizzlybears.J.Reprod.Fert.Suppl.6:447-475.

4)Ewer,R.F.1973.Thecarnivores.Ithaca,CornellUniv.Pr.

5)林 知 己 夫 ・林 文.1987.生 息 数 の 推 定.ク マ 生 態 調 査 報 告 書(新 潟 県)

6)Lack,D.1954.Thenaturalregulationofanimalnumbers.London,OxfordUn

iv.Pr.

7)Mead,R.A.1989.ThePhysiologyandevolutionofdelayedimplantationinc

一134一



21.ク マ 類 の 個 体 群 分 析 一 捕 獲 許 容 数 の シ ュ ミ レー ジ ョ ン

米 田 政 明((財 〉日本 野 生 生物 研 究 セ ンタ ー)

1.は じめ に 一・

野 生 動 物 の 保 護 管 理 で は、 個 体 群 維 持 ・管 理 を 目的 と し た捕獲 数 管 理 が 重 要 で あ る。 こ

れ まで の 日本 の 鳥 獣 行 政 で は、 狩 猟 方 法 、 狩 猟 鳥 獣 、 期 間 な ど、 狩 猟 マ ナ ー に 関 す る規 則

整 備 が 中 心 で 、狩 猟 鳥 獣 の 個 体 群 管 理 は一 人 当 た りの 捕獲 数 な ど間 接 的 な 方法 に と ど ま っ

て い た 。 し か し、 クマ 類 の よ う に、 大 型 獣 で繁 殖 率 が 低 く、 生 息 数 が 比 較 的少 な い種 に 対

して は 、 個 体 群 ・資 源 の 維 持 の 観 点 か ら、 捕 獲 数 管 理 が今 後 欠 か せ な い課 題 で あ る。捕 獲

数管理 一捕獲許 容駕 どの ように設定すれば よいの だろ うか・ クマ類 の保論 瑠 こ開 わ る

全 般 を 議 論 した、 第1セ ク シ ョンへ の 補足 コメ ン トと し て、 ク マ類 の捕 獲 数 管 理 の方 法 に

つ い て述 べ る。 ～

2.個 体群 の 規 定 要 因 と捕 獲 許 容 数 設 定 に 関 わ る指 標

野 生 動 物 の 生 息 数 を規 定 す る要 因 は 、1)出 生 、2)死 亡 、3)移 入 、4)移 出、 で あ る。 た だ

し、 ク マ 類 の よ う に地 域 定 着 性 が比 較 的強 い種 で は、 出 生 ・死 亡 数 と比 べ て相 対 的 に少 な

い と考 え られ る こ とや移 入 ・移 出数 は 相補 的 と考 え られ る こ と、 か ら移 入 ・移 出 数 は こ こ

で は 無 視 す る。 問 題 は、 出生 と死 亡 で あ る。

出 生 に 関 わ る指 標 と して は メ ス の、1)初 産 齢 、2)一 腹 出 産 数 、3)妊 娠 率(出 産 商 隔)、

の3つ の 指 標 が 重 要 で あ る。 日本 の ヒグマ 、 ツ キ ノ ワ グマ につ い て、 これ ま での 調 査 か ら、

各指 標 は表1の 範 囲 に あ る こ とが推 定 され る。 この うち、 一腹 出 産 数 と妊 娠 率(出 生 間 隔)

は 、 出 産 指 標(成 熟 メ ス に よ る1年 当 た りの平 均 出産 数)と して ま とあ る こ とが で き る。

一 方 、 死 亡 は 、 自然 死 亡 、 捕 獲 に よ る死 亡 と 出生 と の 関連 で、1)初 産 齢 まで の 死 亡 率(生

存 率)、2)性 成 熟 後 の死 亡 率(生 存 率)の2つ の指 標 が重 要 で あ る。

個 体 群 維 持 の た めの 個 体 群 維 持 を こ こで は メ ス個 体 群 だ け に 限 り、1,000頭 の メ ス個 体 数

が 維 持 され るた め に は、 上 記 の繁 殖 と死 亡 に関 わ る指 標 が どの よ うな 関 係 に な るか を整 理

す る と、 次 の 等 式 が 成 立 す る。

Σ1.m.=1000Sym、(1十S。 十S。2十S。3十 ・ ・十S。")一 一

T1000SYmx(1-SBｰ一'/1-Sｰ)=1000

∴Sym.;(1-S。)/(1-S。o一 且)

こ こで 、
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1、:x歳 の メ ス生 存 数(性 成 熟 齢 以 上 個 体)

m. .;区 歳 の 性 成 熟 メ ス 出産 指 標(平 均 一 腹 出産 数/平 均 出 産 年 間 隔)

S,=初 産 齢 まで の メ ス 生 存 率

一S三:成 獣 メ ス の年 生 存 率
.'.一 一

メ ス 生 存 数(1の は 生 存 率 と連 動 す るた め 、 個 体群 維 持 の 等式 が 成 立 す る た め に は 、 出

産 指 標(m.)、 初 産 齢 まで の メ ス生 存 率(S,)、 成 獣 メ ス生 存 率(S。)の3者 の 関 係 が

重 要 とな る(以 下 の 計算 で は 、1.、m、 に齢 依 存 の違 い は な い(一 定)と 仮 定 す る)。

3.捕 獲 許 容 数 の 算 定 と今後 の 課 題

図1は 、 表1か ら求 め た1メ ス 当 た りメ ス 出 産 数/年(平 均 一腹 出産 数/平 均 出 産年 間

隔 を こ こで は メス に 限定 して い る た め、 出 産性 比 を1:1と 仮 定 して さ らに2で 割 っ た 数

値)の 範 囲 をX軸 に 、 成 獣 メ ス の 生 存 率 をY軸 に お き、 さ らに初 産 齢 ま で の メ ス の生 存 率

を3つ の 場 合(30%、50%、70%)を 仮定 して 、 示 した もの で あ る。 メ ス 出産 数/年 ・頭

は 、 表1よ り0.28か ら0.35の 範 囲 に あ る と推 定 され る。 初 産 齢 ま での メ ス生 存 率 の 実 測 は

難 し いが 、 捕 獲 個 体 の 年 齢 分 析 な ど(間 野 ぐ1985;新 潟 県 、1987;岩 手 県 、1991)か ら、

お よ そ50%か ら70%程 度 の範 囲 に あ る と考 え られ る。 初 産 齢 ま での 生 存 率 と出 産 数/年 の
ζ

2つ の 仮 定 値 範 囲 か ら求 め られ る成 獣 メ スの 生 存 率 は 、77%か ら88%の 範 囲 に あ る こ と を

図1は 示 して い る 。 つ ま り、 個 体 群 維 持 の た め に は、 自然 死 亡 と人 為 死 亡(狩 猟 ・有 害 獣

駆 除)を あ わ せ た成 獣 メ スの 年 間 死 亡 率 は 、12%か ら23%の 範 囲 に と ど ま る必 要 が あ る。

自然 死 亡 に つ い て も、 実測 は 困 難 だが 、 自然 死 亡 率 を年 間5%と 仮 定 す る と、 個 体 群 維 持

の た め に成 獣 メ ス の 人為 死 亡 率(年 度 当 初 の 生 息 数 に 対 す る狩 猟 ・有害 駆 除 数 の 割 合)を 一

7%か ら18%に と ど め る必 要 が あ る、 こ と を図1は 示 して い る。

今 回示 した もの は、 出 産指 標 に 年 齢 に よ る差 が な い、 成 獣個 体 の 生存 率 は吠.定、な ど と

仮 定 した簡 単 な も の で あ るが 、 そ れ で も個 体 群 維 持 に必 要 な成 獣 の生 存 率 の算 定 な どが あ

る程 度 可能 とな る 。 今 後 は、 この よ うな シ ュ ミ レー シ ョンの信 頼 性 を高 め る た め の、1)観

察 や 捕 獲 個 体 分 析 に よる必 要 な測 定 値 精度 の 向上 、2)シ ュ ミ レー シ ョン手法 の 向上 、 を 図

り、 捕 獲 許 容 数 の 設 定 な どを よ り正 確 に行 うと と もに、 個 体 群 動 向の チ ェ ック と方 法 の検

定 の た め、 モ ニ タ リ ング調 査 を行 い 、 そ れ を シ ュ ミ レー シ ョン ・捕 獲 数 設 定 の 改 良 に結 び

つ て い く こと が 重 要 で あ る。
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表1ヒ グマ ッ キ ノ ワグ マ の馨 殖指 標

種 初産 齢 一 腹 出 産 数
出産間隔

』
平均 出産数/年 出 典

ヒ グ マ

ッキノワグ マ

5.5歳

5・5歳

1.8頭

1.7頭

年

年

0

(U

(」

3

「

一

5

印b

(
乙

(
∠

0.60-0.70頭

0.56-0.68頭

間 野(1985)

米 田(未 発 表)

＼

あ りそ うな範囲(成 成熟 までの

a.s

臼。8

0.7

e.s

O.5

0.4

性成熟 までの生存率

率 ・繁 殖 指 標(頭/年))一S1=0 .7-S1露0.5…S1=日.3＼
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ら

馬

1
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4

し
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ら、

、馬

魅し

しb

一

0.2130,243 0.2830.3400.4250.5670.850

繁殖指標(頭/年)((_腹 出産数/2)/出 産間隔)

図1繁 殖 指 標 ・性 成 熟 ま での 生 存 率 ・成 獣 生 存 率 の 関係(メ ス)
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